
資料 １－１ 世界の鐘

資料 １－２ 学校法人高知学園及び高知学園短期大学沿革

資料 １－３ 最近１０年間の就職実績

資料 １－４ 高知の経済とマーケティング情報「ビジネス高知」

資料 １－５ さんＳＵＮ高知№203

資料 １－６ 日本一の健康長寿県構想 第3期Ver.2（抜粋）

資料 １－７ 高知学園大学の新設に係る要望書・賛同書

資料 １－８ 都道府県別１人当り県民所得

資料 １－９ 名称変更に係る事前相談の結果について

資料 １－１０ 「健康教育演習Ⅰ」シラバス

資料 １－１１ 「健康教育演習Ⅱ」シラバス

資料 １－１２ イキイキ健康フェア

資料 ５－１ 高知学園就業規則（抜粋）

資料 ５－２ 定年に関する規程
高知学園大学の教員採用及び定年に関する規程の適用について

資料 ６－１ 健康科学部管理栄養学科　カリキュラム・マップ

資料 ６－２ 健康科学部臨床検査学科　カリキュラム・マップ

資料 ６－３ 健康科学部管理栄養学科　時間割

資料 ６－４ 健康科学部臨床検査学科　時間割

資料 ６－５ 健康科学部管理栄養学科　履修モデル

資料 ６－６ 健康科学部臨床検査学科　履修モデル

資料 ６－７ カウンセリング委員会 カード・相談申込書

資料 ７－１ 文部科学省「木の学校づくり－木造３階建て校舎の手引－」

資料 ７－２ 機械器具、標本及び模型

資料 ７－３ 図書の整備計画及び購読雑誌、文献データベース一覧

資料 ７－４ 高知県図書館協会規約（会員一覧含む）

資料 ９－１ 専門科目と管理栄養士学校指定規則との対比表

資料 ９－２ 健康マスター検定要項

資料 ９－３ 教育課程と臨床検査技師学校指定規則との対比表

資料 ９－４ 健康食品管理士認定試験要項

資料 ９－５ 中級、上級バイオ技術者認定試験要項

資料 ９－６ 医療情報技師能力検定試験要項

資料 １０－１ 健康科学部管理栄養学科臨地実習一覧表

資料 １０－２ 健康科学部管理栄養学科臨地実習承諾書

資料 １０－３ 健康科学部管理栄養学科臨地実習要項

資料 １０－４ 飛翔式

資料 １０－５ 健康科学部管理栄養学科臨地実習巡回指導計画

資料 １０－６ 健康科学部臨床検査学科臨地実習一覧表

資料 １０－７ 健康科学部臨床検査学科臨地実習承諾書

資料 １０－８ 健康科学部臨床検査学科臨地実習の要項

資料 １０－９ 宣誓式

資料 １０－１０ 健康科学部臨床検査学科臨地実習巡回指導計画

資料 １２－１ 高知学園大学自己点検評価委員会規程

資料 １２－２ 高知学園大学自己点検評価作業連絡会規程

資料 １２－３ 高知学園大学自己点検評価検討会議規程

資料 １４―１ 高知学園大学ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員会規程

資料 １４－２ 高知学園大学スタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）委員会規程

資料 １５－１ 高知学園大学就職委員会規程

資料 １５－２ キャリア・ノート

設置の趣旨等を記載した書類

資　　料　　目　　次



　昭和 32 年 3 月、現在の場所（旭ヶ丘に

高知学園が移転した時に、教育の象徴とし

てつねに精神的な拠り所となり、永久に心

の中に生きるものをと考え

              「世界の平和と友愛」

の願いを込めて、世界 25 カ国 85 校のハイ

スクールからその国の銅貨の寄贈を仰ぎ、

それを鋳込んで出来たのが、この世界の鐘で

ある。

　平成 17 年 11 月には、世界 40 カ国から

送られた銅貨をもって、初代の鐘の精神を

受け継ぎ二代目の鐘が鋳造され、

「この鐘の音のとどろくところ永遠の真理

と希望にかがやき世界の平和と友愛にみつ」 

と刻まれた鐘は、1日に 2回、澄んだ音色を

響かせています。 

高知学園のシンボル「世界の鐘」

この鐘の音のとどろくところ

永遠の真理と希望にかがやき

世界の平和と友愛にみつ

建学の精神
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学校法人高知学園及び高知学園短期大学沿革 

 

明治３２年 ４月 江陽学舎として創立（創立者：信清権馬） 

大正 ８年 ４月 城東商業学校設立 

昭和２３年 ３月 城東高等学校・城東中学校設立（現在の高等学校と中学校） 

昭和２７年 ３月 学校法人城東学園に組織変更 

城東学園附属幼稚園設立 

昭和３１年 ５月 学校法人城東学園を学校法人高知学園に組織変更 

城東高等学校を高知高等学校（普通科、商業科）に、城東中学校を高知中

学校に、城東学園附属幼稚園を高知学園附属幼稚園に改称 

昭和３１年１２月 高知小学校創立 

昭和３５年 １月 高知学園高知工業高等学校を開校 

昭和３８年 ３月 高知工業専門学校を開校（翌年国立高知工業高等専門学校に移管） 

昭和４２年 １月 高知学園短期大学（食物栄養科）設置認可 

昭和４２年 ２月 高知学園短期大学に衛生技術科設置認可 

昭和４２年 ３月 高知学園短期大学食物栄養科を栄養士養成課程として指定 

 高知学園短期大学食物栄養科を教育職員の免許状授与の所要資格を得さ

せるための課程として認定。 

中学校教諭二級普通免許（保健・家庭） 

昭和４２年 ４月 高知学園短期大学衛生技術科を衛生検査技師養成学校として指定 

昭和４４年 ２月 高知学園短期大学に幼児教育科設置認可 

高知学園短期大学幼児教育科を保母養成学校として指定 

高知学園短期大学幼児教育科を幼稚園教諭二級普通免許を得させるため

の課程として認定 

昭和４５年 １月 高知学園短期大学に保健科設置認可 

昭和４５年 ２月 高知学園短期大学保健科を教育職員の免許状授与の所要資格を得させる

ための課程として認定 

中学校教諭二級普通免許(保健)、養護教諭二級普通免許 

昭和４５年 ４月 高知学園短期大学保健科を歯科衛生士学校養成所指定規則第２条の規定

に基づき歯科衛生士養成学校として指定 

昭和４６年 ４月 高知学園短期大学衛生技術科を臨床検査技師学校養成所指定規則第２条

の規定に基づき臨床検査技師養成学校として指定 

昭和６２年１２月 高知学園短期大学保健科に保健専攻、歯科衛生専攻設置 

昭和６３年 １月 高知学園短期大学保健科保健専攻を教育職員の免許状授与の所要資格を

修得させるための課程として認定 

中学校教諭二級普通免許(保健)、養護教諭二級普通免許 

昭和６３年 ３月 高知学園短期大学保健科歯科衛生専攻を歯科衛生士学校養成所指定規則

第３条第１項の規定に基づき歯科衛生士学校として指定 
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平成 ２年 ３月 高知学園短期大学食物栄養科、幼児教育科および保健科保健専攻を教育職

員の免許状授与の所要資格を得させるための大学の正規の課程として認

定 

食物栄養科：中学校教諭二種免許状（家庭） 

幼児教育科：幼稚園教諭二種免許状 

保健科保健専攻：中学校教諭二種免許状（保健）、 

    養護教諭二種免許状 

平成 ７年 ４月 高知幼稚園を高知学園短期大学附属高知幼稚園と改称 

平成１２年 ２月 高知学園短期大学幼児教育科および保健科保健専攻を教育職員の免許状

授与の所要資格を得させるための、大学の正規の課程として認定 

幼児教育科：幼稚園教諭二種免許状 

保健科保健専攻保健コース：中学校教諭二種免許状(保健) 

同科 同専攻養護コース：養護教諭二種免許状 

平成１３年 ４月 高知学園短期大学専攻科応用生命科学専攻設置 

平成１７年 ４月 高知学園短期大学食物栄養科を生活科学学科に、幼児教育科を幼児保育学

科に科名変更するとともに、幼児保育学科の入学定員を50名から70名に増

員 

平成１８年 ３月 高知学園短期大学保健科保健専攻廃止 

平成１８年 ４月 衛生技術科及び保健科を医療衛生学科に変更し、医療検査専攻と歯科衛生

専攻に専攻分離 

医療衛生学科歯科衛生専攻の修業年限を２年から３年に変更 

平成１８年 ６月 高知学園短期大学の看護学科設置届出受理 

平成１８年 ７月 高知学園短期大学の収容定員増認可 

生活科学学科の入学定員を100名から80名に、幼児保育学科の入学定員を 

70名から80名に医療衛生学科歯科衛生専攻の入学定員を 50名から40名に

変更し、看護学科（入学定員60名）を設置することによる短期大学全体の

収容定員増認可 

平成１８年１０月 高知学園短期大学医療衛生学科医療検査専攻、歯科衛生専攻を臨床検査技

師、衛生検査技師等に関する法律第15条第１号、歯科衛生士法第12条第１

号に定める学校として指定 

平成１９年１０月 高知学園短期大学看護学科を保健師助産師看護師法施行令第12条の規定

に基づき看護師学校等として指定 

平成１９年１２月 高知学園短期大学看護学科を教育職員の免許状授与の所要資格を得させ

るための大学の課程として認定（養護教諭二種免許状） 

平成２０年 ３月 高知学園短期大学衛生技術科及び保健科歯科衛生専攻を廃止 

平成２０年 ４月 高知学園短期大学看護学科設置 

 

平成２３年 ２月 高知学園短期大学専攻科地域看護学専攻設置認定 

（平成23年4月1日設置） 
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平成２６年 ９月 高知学園短期大学専攻科応用生命科学専攻を学士の学位に係る特例の適

用認定（平成27年4月1日適用） 

平成２９年 ２月 高知学園短期大学専攻科地域看護学専攻を学士の学位に係る特例の適用

認定（平成29年4月1日適用） 

 



最近１０年間の就職実績（高知学園短期大学）

年度
生活科学

学科
幼児保育

学科
医療検査

専攻
歯科衛生

専攻
看護学科

応用生命
科学専攻

地域看護
学専攻

合計
高知県就
職割合

県内 63 65 18 1 0 6 - 153

県外 3 6 13 0 0 0 - 22

県内 69 78 11 28 0 6 - 192

県外 4 2 10 6 0 2 - 24

県内 51 59 20 27 0 4 - 161

県外 3 2 1 2 0 0 - 8

県内 60 67 22 17 37 9 - 212

県外 6 5 3 0 8 0 - 22

県内 51 75 18 33 29 5 14 225

県外 2 5 8 3 18 0 5 41

県内 61 65 14 23 33 3 10 209

県外 3 5 11 5 15 2 12 53

県内 62 78 12 30 41 3 7 233

県外 5 3 11 5 12 4 11 51

県内 57 73 14 30 33 3 16 226

県外 8 4 5 9 9 2 4 41

県内 47 75 17 13 34 7 15 208

県外 8 2 11 4 16 4 5 50

県内 61 79 7 22 41 4 9 223

県外 11 3 9 0 12 5 13 53

県内 582 714 153 224 248 50 71 2042

県外 53 37 82 34 90 19 50 365

平成19年度 87.4%

平成20年度 88.9%

平成21年度 95.3%

平成22年度 90.6%

平成23年度 84.6%

平成24年度 79.8%

平成28年度 80.8%

84.8%合計

平成25年度 82.0%

平成26年度 84.6%

平成27年度 80.6%

県内就職割合
84.8％

県外就職割合
15.2％

就職実績（割合 県内・外）



１ 設置の趣旨等を記載した書類 
   資料１－４ 高知の経済とマーケティング情報「ビジネス高知」 
 
２ 出典 
   高知の経済とマーケティング情報「ビジネス高知」コラム 
    県外記者からの目線第２１回：「高齢化・人口減先進県高知」の知恵を全国に 
    （2010 年 7 月 9 日） 
 
３ https://www.asahi-area.com/bk/column/m21.htm 



１ 設置の趣旨等を記載した書類 
   資料１－５ さん SUN 高知 No.203 
 
２ 出典 
   高知県広報紙 さん SUN 高知 平成 24 年（2012）1 月号 No.203 
 
３ https://www.pref.kochi.lg.jp/~kouhou/sansun/H23/120102.htm 









































都道府県別１人当り県民所得

都道府県
県民所得

（100万円）
総人口
（人）

１人当り
県民所得
（千円）

順位

東京都  72,688,710  13,515,271  5,378  1

愛知県  27,518,299  7,483,128  3,677  2

三重県  6,457,181  1,815,865  3,556  3

栃木県  6,872,344  1,974,255  3,481  4

富山県  3,596,584  1,066,328  3,373  5

静岡県  12,269,827  3,700,305  3,316  6

福井県  2,514,263  786,740  3,196  7

群馬県  6,205,652  1,973,115  3,145  8

大阪府  27,641,352  8,839,469  3,127  9

茨城県  8,980,510  2,916,976  3,079  10

広島県  8,742,802  2,843,990  3,074  11

滋賀県  4,320,007  1,412,916  3,058  12

宮城県  6,970,411  2,333,899  2,987  13

神奈川県  27,254,201  9,126,214  2,986  14

埼玉県  21,633,483  7,266,534  2,977  15

石川県  3,403,380  1,154,008  2,949  16

京都府  7,680,492  2,610,353  2,942  17

福島県  5,629,997  1,914,039  2,941  18

長野県  6,143,054  2,098,804  2,927  19

香川県  2,855,237  976,263  2,925  20

徳島県  2,207,868  755,733  2,921  21

千葉県  18,168,065  6,222,666  2,920  22

山梨県  2,325,256  834,930  2,785  23

新潟県  6,400,738  2,304,264  2,778  24

山口県  3,896,488  1,404,729  2,774  25

岩手県  3,532,157  1,279,594  2,760  26

岐阜県  5,598,504  2,031,903  2,755  27

兵庫県  15,234,455  5,534,800  2,752  28

岡山県  5,273,475  1,921,525  2,744  29

和歌山県  2,638,067  963,579  2,738  30

福岡県  13,895,379  5,101,556  2,724  31

山形県  3,008,692  1,123,891  2,677  32

島根県  1,837,941  694,352  2,647  33

大分県  3,054,492  1,166,338  2,619  34

北海道  13,935,514  5,381,733  2,589  35

愛媛県  3,511,338  1,385,262  2,535  36

高知県  1,843,975  728,276  2,532  37

奈良県  3,402,184  1,364,316  2,494  38

青森県  3,220,986  1,308,265  2,462  39

熊本県  4,354,199  1,786,170  2,438  40

秋田県  2,475,450  1,023,119  2,420  41

佐賀県  2,008,377  832,832  2,412  42

長崎県  3,288,075  1,377,187  2,388  43

鹿児島県  3,929,696  1,648,177  2,384  44

宮崎県  2,555,790  1,104,069  2,315  45

鳥取県  1,289,726  573,441  2,249  46

沖縄県  3,104,409  1,433,566  2,166  47

内閣府経済社会総合研究所国民経済計算部「平成27年度県民経済計算について
２　県民所得」より作成



名称変更に係る事前相談の結果について 

 

 

【名称変更の概要】 

 ○ 高知学園短期大学 

（変更前）  （変更後） 

医療衛生学科 

 歯科衛生専攻 

→ 歯科衛生学科 

 

○ 名称変更の時期 ： 平成 32 年 4 月 1 日 

 

【事前相談の結果】 

 「名称変更」の手続で可能 

 

 

【附帯事項】 

（遵守事項） 

 特になし。 

 

（助言事項） 

 特になし。 



授 業 科 目      健康教育演習Ⅰ  授業の方法・単位 演習・１単位 

開講学科等 生活科学学科、幼児保育学科、医療衛生学科、看護学科 ２年 前期 

担 当 教 員      
吉村斉、下元智世、竹村正、武市和彦・村上雅尚、大野由香・中石裕子、坂本まゆみ・野村加代・
和食沙紀、中野 靖子 

 授業の目的 

人命を預かる責任感と倫理観を有し、平和と友愛へ貢献する上で、特に子ども期の健康を支える

専門的職業人として活躍するため、食・医・教育の多様な分野から「歯みがき」の指導法について

の計画を立て実践する。さらに、学習内容を所属学科・専攻へ持ち帰り、各専門性に活用する視点

を養う。 

到達目標 

子ども期の歯みがきについて、各専門性と連携しながら、子ども期の健康づくりに貢献できる実
践力を身につけ、倫理的な観点から専門的知識と技能を活用して考え抜き、自ら行動することがで
きる。さらに、多様な専門性の視点を自分たちの専門性へ反映することができる。 

授 
 
 

業 
 
 

の 
 
 

計 
 
 

画 
 
 
 

各 
 

回 
 

２ 
 

時 
 

間 

１ 
オリエンテーション 

子ども理解と子どもへの対応①（幼児保育学科：吉村）幼児の発達特性と健康指導案の作成 

２ 
子ども理解と子どもへの対応②（幼児保育学科：竹村） 

子どもの理解と音楽表現 

３ 
口腔内の健康①（医療衛生学科医療検査専攻：武市・村上） 

ＲＤテスト 活用の意義 

４ 
口腔内の健康②（医療衛生学科医療検査専攻：武市・村上） 

ＲＤテスト まとめ 

５ 
子ども期（幼児）のおやつ①（生活科学学科：下元） 

その必要性と与え方について 意義 

６ 
子ども期（幼児）のおやつ②（生活科学学科：下元） 

その必要性と与え方について まとめ 

７ 歯みがきの方法①意義（医療衛生学科歯科衛生専攻：大野・中石・坂本・野村・和食） 

８ 歯みがきの方法②まとめ（医療衛生学科歯科衛生専攻：大野・中石・坂本・野村・和食） 

９ 
 生活習慣としての衛生管理①（看護学科：中野） 

手洗い指導：指導案のたて方 

10 
生活習慣としての衛生管理②（看護学科：中野） 

手洗い指導の実際 

11  食・教育・医療から総合的にとらえる歯みがき指導（吉村） 

12 
学外実践１（吉村・下元・竹村・武市・村上・大野・中石・坂本・野村・和食・中野） 

歯っぴいスマイルフェアでの実践から振り返る課題 

13 歯っぴいスマイルフェアでの実践から振り返る課題のまとめ 

14 

学外実践２（吉村・下元・竹村・武市・村上・大野・中石・坂本・野村・和食・中野） 

  高知学園短期大学附属高知幼稚園における連携活動 

内容 ①子ども期（幼児期）のおやつ      （生活科学学科） 

②あそびを中心にした基本的生活習慣の指導（幼児保育学科） 

③子どものメタボ検査：身長と体重測定  （医療衛生学科医療検査専攻） 

15 

④歯磨き指導              （医療衛生学科歯科衛生専攻） 

⑤手洗い指導              （看護学科） 

実践の成果と課題の考察 

授業形態 オムニバス。学内外での演習と学外実践活動を行う。 

テ キ ス ト      プリント等を配布 

参 考 文 献      随時紹介 

評価方法・ 

基準 

各テーマに基づく授業への取り組み 15%、レポートを 75%（各学科・専攻担当分で 18点）、実践で
の取組・レポート等 10%（10点）。学習した内容を自分が所属する学科・専攻の専門分野でどのよ
うに活用することができるかを説明する。各学科・各専攻担当教員が説明することでフィードバッ
クを行う。 

授業時間外に
必要な学習 

内容と時間 

予習：自分が所属する学科・専攻における専門性の活用方法を調べる。 

復習：他の専門性を自分の専門性への活用方法を整理し、実践できるようにする。対象に応じたプ
レゼンテーションを行うための方法や注意点について学習しておく（予習・復習合計 1時間）。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 各学科・各専攻の担当教員を参照すること。 

 履修上の 

   注意事項 
日程については掲示でお知らせします。 

 



授 業 科 目      健康教育演習Ⅱ  授業の方法・単位 演習・１単位 

開講学科等 生活科学学科、幼児保育学科、医療衛生学科、看護学科 ２年 後期 

担 当 教 員      
吉村斉、下元智世、竹村正、髙岡榮二・森田尚亨・中村泰子、大野由香・坂本まゆみ・中石裕子・
野村加代・内田智子、今村優子 

 授業の目的 

人命を預かる責任感と倫理観を有し、平和と友愛へ貢献する上で、特に高齢者の健康を支える専

門的職業人として活躍するため、食・教育・医療の分野から高齢者の健康の指導法について計画を

立て実践する。さらに、学習内容を所属学科・専攻へ持ち帰り、各専門性に活用する視点を養う。 

到達目標 

高齢者の健康で心豊かな生活について、各専門性と連携しながら、実践活動を通し地域貢献の意
義を理解し、倫理的な観点から専門的知識と技能を活用して考え抜き、自ら行動することができ
る。さらに、多様な専門性の視点を自分たちの専門性へ反映することができる。 

授 
 
 

業 
 
 

の 
 
 

計 
 
 

画 
 
 
 

各 
 

回 
 

２ 
 

時 
 

間 

１ 
オリエンテーション 

発達心理学からみた高齢者の特徴（吉村） 

２ 高齢者の理解と音楽の効果（竹村） 

３ 高齢者の臨床検査値（髙岡） 

４ 骨密度の測定法と生理検査における高齢者への対応（森田・中村） 

５ 口腔体操（口腔機能向上）の目的と効果（大野・中石・坂本・野村・内田） 

６ 口腔体操の方法と媒体作成（大野・中石・坂本・野村・内田） 

７ 高齢者の体の変化と疾患（今村） 

８ 高齢者が安全に日常生活を送るための方法（今村） 

９  高齢者の日常生活（下元） 

10 高齢者に適した食事（下元） 

11 
学外における実践 

施設（デイケア施設）訪問における取組の計画 

12 
取組の実践 ①高齢者のための歌とあそび       （幼児保育学科） 

取組の実践 ②疾病予防のための食事         （生活科学学科） 

13 
取組の実践 ③骨粗しょう症とは           （医療衛生学科医療検査専攻） 

取組の実践 ④骨密度測定補助            （医療衛生学科医療検査専攻） 

14 
取組の実践 ⑤口腔体操               （医療衛生学科歯科衛生専攻） 

取組の実践 ⑥食事摂取時の姿勢と注意事項      （看護学科）        

15 活動の成果と課題のまとめ 

授業形態 オムニバス。学内外での演習と学外実践活動を行う。 

テ キ ス ト      プリント等を配布 

参 考 文 献      随時紹介 

評価方法・ 

基準 

各テーマに基づく授業への取り組み 15%、レポートを 75%（各学科・専攻担当分で 18点）、実践で
の取組・レポート等 10%（10点）。学習した内容を自分が所属する学科・専攻の専門分野でどのよ
うに活用することができるかを説明する。各学科・各専攻担当教員が説明することでフィードバッ
クを行う。 

授業時間外に
必要な学習 

内容と時間 

予習：自分が所属する学科・専攻における専門性の活用方法を調べる。 

復習：他の専門性を自分の専門性への活用方法を整理し、実践できるようにする。対象に応じたプ
レゼンテーションを行うための方法や注意点について学習しておく（予習・復習合計 1時間）。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 各学科・各専攻の担当教員を参照すること。 

 履修上の 

   注意事項 
日程については掲示でお知らせします。 

 























健康科学部管理栄養学科　カリキュラムマップ

教養・基礎科目 専門導入科目 専門基礎科目 専門科目 家庭科専門科目 栄養教諭専門・教職専門科目

学校栄養教育論Ⅰ 学校栄養教育論Ⅱ
キャリアデザインⅠ（基礎） キャリアデザインⅡ（応用）

※枠内の文字色について
　黒字は必修科目　赤字は選択科目

※科目枠外の塗りつぶしについて

配当年次の変更 新しく追加した科目 必修・選択の変更

総合的な学習の時間の指導法 栄養教育実習事前事後指導

教育原理 生徒指導の理論と方法 教育の方法及び技術 進路指導及びキャリア教育の理論と方法

生涯スポーツ実技
家庭看護学 保育学 特別活動の指導法

教
職
実
践
演
習

(

栄

養

教

諭

)

家庭科教育法Ⅰ 家庭科教育法Ⅱ

教職及び教育の制度・経営論 教育課程総論 道徳教育の指導法

教
職
実
践
演
習

(

中

・

高

 

家

庭

科

)

特別支援教育入門 教育実習Ⅱ
多様な人々と協力
しながら、主体的
に学ぶために必要
なコミュニケー
ション能力を有す
る人。

チーム医療で必要となる医療業種間
の業務の違いや、多様な専門分野の
役割を理解するとともに、管理栄養
士の医療における役割や立場を理解
し、他者と協働するための教育を実
施する。学科を越えた共通科目によ
る他職種間連携のフィールドワーク
等を取り入れた実践的教育を実施す
る。

保健、医療、福祉等におい
て多様な職種や人々と協働
し、管理栄養士として中核
的役割を果たすために学び
続ける力を身につけた者。

心理学 ヒューマンコミュニケーション

社会学 チーム医療概論 家庭電気・家庭機械

土佐の歴史 家庭情報処理

教育心理学 教育実習事前事後指導

運動と健康
被服学 住居学（製図を含む） 発達心理学 栄養教育実習

土佐の食文化 家族関係学
教育相談 教育実習Ⅰ

美術の世界
家庭経営学（家庭経済学を含む） 被服製作実習

日本語文章表現 日本語読解

日本語口頭表現

英語文章表現 英語読解

人々の健康的な生活を目指し、専
門職としての責任感と倫理観を身
につけ、他者の立場を理解し協働
できる者。

平和と友愛論 災害と生活 生命倫理学

日本国憲法 地域包括ケアシステム論

情報機器の活用と発信 社会とメディア 情報機器とプレゼンテーション 情報倫理

給食経営管理実習Ⅰ（基礎）

給食経営管理論Ⅰ（総論） 給食経営管理論Ⅱ（各論） 病棟栄養管理学

給食経営管理実習Ⅱ（応用）

キャリア形成に対
する意識を持ち、
食と栄養に関する
分野で社会貢献を
目指す人。

健康に関する問題に食と栄養の側面
から気づき、その原因を探求して適
切な判断と問題解決を図る活動を取
り入れた教育課程を編成する。自ら
計画を立てて学習に取り組むようア
クティブ・ラーニング等、学生の主
体性を育み表現力や傾聴力などを養
う教育を実施する。

人々の食生活や食習慣に関
する課題の改善に取り組む
主体性及び多様な人々に対
応できるコミュニケーショ
ン能力を身につけた者。

国際文化人間論 経営学基礎 マーケティング論

統計学

健康科学 社会福祉論

管
理
栄
養
士
総
合
演
習

将来への目的意識が
高く、健康で豊かな
生活を心がけ実践し
ている人。

多様な専門職者と協働することができるよう
に、各種専門職の特徴や役割を理解し、他の専
門分野の学生と協働しながら、総合的に健康を
学ぶ教育課程を編成する。

英語プレゼンテーション 医学英語演習 医学英語特論

日常英会話

中国語の基礎 中国語会話

生活と環境

調理科学
応用栄養学Ⅱ（母性・成長期） 応用栄養学実習 臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 臨床栄養学実習Ⅱ（応用）

栄養教育論実習 がんと栄養療法

公衆栄養学Ⅰ（総論） 公衆栄養学Ⅱ（各論） 地域公衆栄養学実習

臨床栄養学Ⅰ（総論） 臨床栄養学Ⅱ（管理・評価） 地域医療概論
食品学実験

応用栄養学Ⅰ（栄養管理） 応用栄養学Ⅲ（成人・高齢期） 臨床栄養学Ⅲ（栄養食事療法）

基礎栄養学 基礎栄養学実験 栄養教育論Ⅰ（基礎） 栄養教育論Ⅱ（応用） 口腔ケアと栄養管理

臨
地
実
習
Ⅴ

（
公
衆
栄
養
学
）

卒
業
研
究

有機化学 生化学Ⅱ（代謝） 人体の構造学実習

生物学概論 人体の構造学 人体の機能学

公衆衛生学実習

食品衛生学 食品衛生学実験 食品加工学実習

食品学Ⅰ（総論） 食品学Ⅱ（各論）

物理学概論 管理栄養士導入教育論 医療リスクマネジメント 疾病論Ⅱ（各論）

健康栄養学 公衆衛生学Ⅰ（総論） 公衆衛生学Ⅱ（各論）

栄養教育論Ⅲ（実践）
調理学実習Ⅰ（基礎） 調理学実習Ⅱ（応用）

食と栄養に関する
分野に必要な基礎
学力を持ち、謙虚
な気持ちで学習に
取り組む人。

人々の健康的な生活に貢献
する地域医療や在宅医療、
災害医療等の栄養管理を実
践するため、科学的根拠に
基づいた高度な専門的知識
及び技術を身につけた者。

基礎化学 生化学Ⅰ（機能） 生化学実験

臨
地
実
習
Ⅰ

（
給
食
の
運
営
）

臨
地
実
習
事
前
・
事
後
指
導

臨
地
実
習
Ⅱ

（
給
食
経
営
管
理
論
）

臨
地
実
習
Ⅲ

（
臨
床
栄
養
学
）

食に関わる健康の問題解決を図るため
の教養教育と専門教育の教育課程を編
成する。食と栄養に関する知識と技術
を修得し、管理栄養士の社会的な役割
を理解するとともに、その知識と技術
を活用する応用力・実践力を養う教育
を実施する。

教育課程
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期

数学概論 救急救命法 疾病論Ⅰ（総論） 人体の機能学実習 運動生理学 運動生理学実習

臨
地
実
習
Ⅳ

（
臨
床
栄
養
学
）

後期 前期

アドミッションポリシー

管理栄養学科では、食と栄養の分野から健康で豊かな生活に貢献するため、①食と栄養の重要性を考えながら、学習に計画的かつ熱心に取り組むこと、②学習内容を活用して実践すること、③食と栄養及び健康に強い関心を持ち、最新の食・栄養に関わる理論と技術を学び続けること、④仲間とともに自己成
長を目指すことが求められること。そのため、すべての入学者選抜制度に共通して、以下の準備ができている人を入学者として求めている。

カリキュラムポリシー ディプロマポリシー

管理栄養学科は、学生が健康科学部ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を獲得するために、以下の方針に基づいて教育
課程を編成する。

管理栄養学科は、食と栄養を通して人々の健康に貢献するために、医療や社会の様々なニーズに対応できる、次の能
力を獲得した者に学士（栄養学）の学位を授与する。

後期後期 前期 通年 後期 前期 通年



健康科学部臨床検査学科　カリキュラムマップ

キャリアデザインⅡ（応用）

※枠内の文字色について
　黒字は必修科目　赤字は選択科目

※科目枠外の塗りつぶしについて
教養・基礎科目 専門基礎科目 専門科目

新しく追加した科目 必修・選択の変更

土佐の歴史

土佐の食文化

日本語文章表現 日本語読解

日本語口頭表現

キャリアデザインⅠ（基礎）

思いやりと協調性
を有し、多様な
人々とコミュニ
ケーションをとる
ことができる人。

チーム医療で必要とな
る医療業種間の業務の
違いや多様な専門分野
の役割を理解するとと
もに、臨床検査技師の
医療における役割や立
場を理解し、他者と協
働するための教育を実
施する。学科を越えた
共通科目による他職種
間連携のフィールド
ワークなどを取り入れ
た実践的教育を実施す
る。

地域や医療の組織の
中で臨床検査技師の
役割を果たすため
に、コミュニケー
ション能力と多様な
人々と協働し学び続
ける力を身につけた
者。

心理学 ヒューマンコミュニケーション

チーム医療概論

医療情報学 医療情報学演習

医療検査情報システム論

英語文章表現 英語プレゼンテーション 英語読解 医学英語演習 医学英語特論

地域包括ケアシステム論 地域医療概論

社会学 社会とメディア マーケティング論

美術の世界

日常英会話

中国語の基礎 中国語会話

情報機器の活用と発信 情報機器とプレゼンテーション 情報倫理

統計学 医療統計学

生涯スポーツ実技

人々が健康に生活
できるための知識
や技術を学ぶこと
に強い意志を持つ
人。

医療人としての研究的
視点を獲得するため、
卒業研究やその発表等
を通して、創造性、主
体性、表現力及び倫理
観を育む教育を実施す
る。

地域医療の発展のた
めに必要な研究的視
点を持ち、責任感と
倫理感を身につけた
者。

平和と友愛論 生命倫理学

国際文化人間論 経営学基礎

日本国憲法

人体の仕組みと働
きに強い関心を持
ち、生命に関わる
分野で社会貢献を
目指す人。

医療人として自己の役割を
認識し、更なる成長を果た
すため、グループ活動他ア
クティブ・ラーニングを取
り入れるなど、他者との相
互理解を深め、目標を立て
て主体的に学ぶ教育を実施
する。

生命を守るために、
臨床検査分野の課題
を探求し、問題解決
する実践力を身につ
けた者。

健康科学 社会福祉論

物理学概論 医療工学実習 放射性同位元素検査学 機器分析学

臨床検査学基礎実習 臨床検査総論 臨床検査総論実習

人々の健康を支え
るための学習に必
要な基礎学力を有
し、学習意欲を継
続できる人。

地域医療や在宅医療
さらに災害医療など
の幅広い分野で貢献
するために、人体の
健康状態を解析でき
る臨床検査の知識や
技術を備えた者。

生活と環境 災害と生活 健康栄養学概論

救急救命法 医療安全管理学演習

運動と健康

医学概論 臨床医学総論 臨床医学各論 臨床検査医学

数学概論 医療工学概論

輸血・移植検査学 輸血・移植検査学実習

微生物学 微生物検査学 微生物検査学実習

医動物学

解剖学 解剖学実習

病理学総論 病理学各論 病理検査学

病理検査学実習

遺伝学 遺伝子・染色体検査学 遺伝子・染色体検査学実習

卒
業
研
究

総
合
臨
床
検
査
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
臨
床
検
査
セ
ミ
ナ
ー

生化学Ⅰ(物質生化学） 生化学Ⅱ（代謝生化学） 臨床化学Ⅰ（基礎） 臨床化学Ⅱ（臨床応用） 臨床化学実習

生化学実習

生物学概論

生理学

化学概論

公
衆
衛
生
学

検
査
管
理
総
論

公
衆
衛
生
学
実
習

薬
理
学

健
康
食
品
総
論

検
査
管
理
学
演
習

臨
地
実
習
前
総
合
演
習

細胞検査学

血液学 血液検査学Ⅰ（疾患と検査） 血液検査学実習 血液検査学Ⅱ（機器とデータ解析）

免疫学 検
査
管
理
学
特
論

生
殖
医
療
概
論

病
態
解
析
学
特
論

生理機能検査学Ⅰ（基礎） 生理機能検査学Ⅱ（臨床） 生理機能検査学実習

画像検査学 画像検査学実習 画像検査学特論

免疫検査学 免疫検査学実習

細胞分子生物学

関係法規

アドミッションポリシー

臨床検査学科では、学生が生命の仕組みと疾病の成り立ち及び予防について習得し、現代医療に貢献するため、①臨床検査が果たす役割を考えながら、計画的かつ意欲的に学ぶこと、②臨床検査に関する知識を適切に活用して実践するための技術を学び続けること、③健康維持と増進に有益な
臨床検査に関する最新の知識を学び続けること、④多様な人々と協働し、自らの役割を果たすことが求められる。そのため、すべての入学者選抜制度に共通して、以下の準備ができている人を入学者として求めている。

カリキュラムポリシー ディプロマポリシー

臨床検査学科は、学生が健康科学部ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を獲得することによって、現代
医療に貢献できる臨床検査技師を養成するため、以下の方針に基づいて教育課程を編成し実施する。

臨床検査学科は、豊かな教養と人間性を備え、高度化・多様化する現代医療に貢献するために、本学科の教育と学習を通じて生命の仕組み
と疾病の成り立ち及び予防に関する以下の能力を獲得した者に学士（臨床検査学）の学位を授与する。

教育課程
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 通年 後期

保健医療に貢献す
る人材として、広
い視野をもち専門
性と責任感を有し
問題解決を図るこ
とができるため
に、教養教育と専
門教育を編成す
る。人体の理解を
柱に専門知識や技
術の基盤を身につ
け、実践力や応用
力を養う教育を実
施する。

臨
地
実
習



時間割

健康科学部 管理栄養学科



時間割

健康科学部　管理栄養学科　１年

前期

後期

は教養・基礎科目

は専門導入・専門基礎・専門科目

は家庭科専門科目

は栄養教諭専門・教職専門科目

前半　　　　　　・
・　　　　　　後半

※科目名の先頭に｢◎｣ありは必修科目、｢◎｣なしは選択科目

※科目名にアンダーラインは臨床検査学科と同時開講科目

救急救命法(小野川､中村)

7号館2F大講義室
(演習1単位)30H
3/8-3/12

家庭看護学
(池添)532
集中(講義2単位)30H
3/1-3/5

火月

◎運動と健康
(山本)533

教育原理(中村)531

◎チーム医療概論
(山中､松浦､渡邊慶､矢野､小野
川､森田､坂本､松﨑茂､宮﨑､福

井､竹崎､光岡)533

社会学(遠山)811

ヒューマン
コミュニケーション

(二宮)811

◎有機化学
(鈴木)711

◎土佐の食文化
(三谷)711

◎調理学実
習Ⅰ(基礎)
B組 (彼末)

調理学
実習室

◎生化学Ⅱ(代謝)
(鈴木)831

生徒指導の理論と方法

(吉村)811

別途計画・集中

水 木 金 別途計画・集中

◎英語文章
表現
B組

(太田)531

◎英語文章
表現
A組

(太田)532

情報機器の
活用と発信

B組
(來栖)PC2

家庭科教育法Ⅰ
(川口)821

日本国憲法
(渡邉富)711

金木水

1限
◎食品学実

験 A組
(宮本)
食品学

実験実習室

◎調理学実
習Ⅱ(応用)
B組 (彼末)

調理学
実習室

月

2限

◎日常
英会話

A組
(ﾌｪﾋﾞｱﾝ)811

3限

4限

5限

生物学概論
(村上)811

教職及び教育の
制度・経営論

(永野)532

国際文化人間論
(近森)811

美術の世界
(都築)811

◎調理学実
習Ⅱ(応用)
A組 (彼末)

調理学
実習室

5限

4限

3限

2限

1限

家庭科教育法Ⅰ
(川口)531

◎食品学実
験 B組
(宮本)
食品学

実験実習室

◎基礎化学
(鈴木)811

◎食品衛生学
(中野政)811

中国語の基礎
(前田)811

災害と生活
(島田)533

◎キャリアデザイン
Ⅰ（基礎）
(二宮)533

◎基礎栄養学
（安房田）711

◎健康栄養学
(安房田)711

◎人体の構造学
(田口)811

◎生化学Ⅰ(機能)
(鈴木)711

英語読解
(太田)532

社会とメディア
(隅田)811

◎社会福祉論
(岡村)711

◎家庭経営学
(家庭経済学を含む)

(井本)531

経営学基礎(生島)811

被服学(川口)532

◎日常
英会話

B組
(ﾌｪﾋﾞｱﾝ)811

火

心理学(吉村)811

生涯スポーツ実技
(山本)運動場

数学概論(池)532

生活と環境(木下)811

学校栄養教育論Ⅰ
(下元)531

◎食品学Ⅱ(各論)
(宮本)811

統計学(三船)811

教育課程総論
(宮﨑大､田邊)531

◎管理栄養士導入教育論
(安房田､渡邊慶､古屋)711

◎平和と友愛論
(浜田)711

土佐の歴史
(宅間)811

情報機器の
活用と発信

A組
(來栖)PC2

◎健康科学(津野)
711

物理学概論
(岩崎)811

日本語口頭表現
(松木)811

◎日本語文章表現
(戸田)711

◎調理学実
習Ⅰ(基礎)
A組 (彼末)

調理学
実習室

◎食品学Ⅰ(総論)
(宮本)811

◎調理科学
(次田)811



時間割

健康科学部　管理栄養学科　２年

前期

後期

は教養・基礎科目

は専門導入・専門基礎・専門科目

は家庭科専門科目

は栄養教諭専門・教職専門科目

前半　　　　　　・
・　　　　　　後半

※科目名の先頭に｢◎｣ありは必修科目、｢◎｣なしは選択科目

※科目名にアンダーラインは臨床検査学科と同時開講科目

家族関係学
(森田美)532
集中(講義2単位)30H
8/9～8/13

被服製作実習
(川口)被服実習室
集中(実習1単位)45H
8/2～8/6

住居学(製図を含む)
(西島)531
集中(講義2単位)30H
8/16～8/20

家庭科教育法Ⅱ
(川口)532

◎給食経営管理論
Ⅱ(各論)
(沼田)711

進路指導及びｷｬﾘｱ教
育の理論と方法

(小島)531

教育の方法及び技術
(濱田)PC2

保育学
(田村)532

学校栄養教育論Ⅱ
(下元)821

◎食品衛生
学実験

B組(中野
政)

食品学
実験実験室

総合的な学習の時間
の指導法(山下､宮﨑)532

特別活動の指導法
(宮﨑)532

英語ﾌﾟﾚｾﾞ
ﾝﾃｰｼｮﾝ

B組
(太田)821

英語ﾌﾟﾚｾﾞ
ﾝﾃｰｼｮﾝ

A組
(太田)821

◎基礎栄養
学実験 B組

(安房田)
化学系
実習室

◎基礎栄養
学実験 A組

(安房田)
化学系
実習室

◎人体の構
造学実習

B組
(田口)
形態系
実習室

◎情報機器と
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

B組
(來栖)PC1

家庭情報処理
(來栖)PC1

◎応用栄養
学実習 A組

(古屋)
調理学
実習室

教育心理学
(吉村)532

発達心理学
(吉村)531

◎公衆衛生学Ⅱ
(各論)

(是永)711

◎人体の機
能学実習

B組
(市川)
生理系
実習室

◎応用栄養
学実習 B組

(古屋)
調理学
実習室

◎人体の機
能学実習

A組
(市川)
生理系
実習室

情報倫理
(來栖)PC1

◎人体の構
造学実習

A組
(田口)
形態系
実習室

◎給食経営管理論Ⅰ
(総論)

(沼田)821

マーケティング論
(永島)711

道徳教育の指導法
(田邊)821

◎情報機器と
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

A組
(來栖)PC1

◎生化学
実験 B組

(鈴木)
化学系
実験室

3限
◎疾病論Ⅱ(各論)

(松浦)821

4限
◎公衆栄養学Ⅰ

(総論)
(竹市)821

5限
家庭電気・家庭機械

(吉松)532

◎応用栄養学Ⅲ
(成人･高齢期)

(古屋)711

◎栄養教育論Ⅰ
(基礎)

(荒木)711

◎人体の機能学
(田口)821

月 火 水 木 金 別途計画・集中

◎応用栄養学Ⅱ
(母性･成長期)

(古屋)711

家庭科教育法Ⅱ
(川口)532

日本語読解
(戸田)821

◎医療リスクマネジメント
(福井､小野､林)821

◎生化学
実験 A組

(鈴木)
化学系
実験室

◎応用栄養学Ⅰ
(栄養管理)
(古屋)533

◎公衆衛生学Ⅰ(総
論)

(是永)711

2限
◎疾病論Ⅰ(総論)

(松浦)821

キャリアデザインⅡ
（応用）

(小島)711

3限

1限
◎食品衛生

学実験
A組(中野

政)
食品学

実験実験室中国語会
話 B組
(前田)
531

中国語会
話 A組
(前田)
531

5限

4限

教育相談
(中野靖)531

2限
◎臨床栄養学Ⅰ

(総論)
(松村)821

1限

別途計画・集中月 火 水 木 金



時間割

健康科学部　管理栄養学科　３年

前期

後期

は教養・基礎科目

は専門導入・専門基礎・専門科目

は家庭科専門科目

は栄養教諭専門・教職専門科目

前半　　　　　　・
・　　　　　　後半

※科目名の先頭に｢◎｣ありは必修科目、｢◎｣なしは選択科目

※科目名にアンダーラインは臨床検査学科と同時開講科目

教育実習
事前事後指導

(日比野)531

◎運動生理
学実習 B組

(駒井)
多目的教室

◎臨床栄養
学実習Ⅱ
(応用)A組
(渡邊慶)
臨床栄養
実習室

◎食品加工
学実習

B組(吉尾)
食品学

実験実習室

◎食品加工
学実習

A組(吉尾)
食品学

実験実習室

◎地域公衆
栄養学実習
B組(竹市)
PC1

◎地域公衆
栄養学実習
A組(竹市)
PC1

◎運動生理
学実習 A組

(駒井)
多目的教室

◎臨床栄養
学実習Ⅱ
(応用)B組
(渡邊慶)
臨床栄養
実習室

◎給食経営
管理実習Ⅱ

(応用)
A組(沼田)
給食管理
実習室

医学英語演習
(フェビアン)532

別途計画・集中

◎臨地実習

事前･事後指導

(渡邊､竹市､沼田)811

◎公衆衛生
学実習 B組

(是永)
生理系
実習室

水 木 金

◎生命倫理学
(髙橋)831

◎栄養教育
論実習

A組 (荒木)
栄養教育
実習室

◎臨床栄養学Ⅱ
(管理・評価)
(松村)711

栄養教育実習
(田邊､戸田)学外
別途(実習1単位)45H
9/12～9/16

◎臨地実習Ⅰ(給食の運営)
(沼田)学外
別途(実習1単位)45H
8/22～8/29､9/5～9/9

教育実習事前事後指導
（日比野）531
別途　15H
8/1～8/5､9/29～9/30

栄養教育実習事前事後指導
(田邊､戸田)532
別途　15H
8/1～8/5､9/29～9/30

◎臨床栄養
学実習Ⅰ
(基礎)A組
(渡邊慶)
臨床栄養
実習室

◎給食経営
管理実習Ⅰ

(基礎)
A組(沼田)
給食管理
実習室 ◎公衆栄養学Ⅱ

(各論)
(竹市)711

◎栄養教育論Ⅱ(応
用)

(荒木)811

栄養教育実習
事前事後指導
(田邊､戸田)532

5限

2限

月 火

◎臨床栄養
学実習Ⅰ
(基礎)B組
(渡邊慶)
臨床栄養
実習室

4限

◎病棟栄養管理学
(宮澤)831

3限

◎臨床栄養学Ⅲ
(栄養食事療法)

(渡邊慶)831

◎口腔ｹｱと栄養管理
(坂本､渡邊慶)533

◎がんと栄養療法
(利光､渡邊慶)533

特別支援教育入門
(松本､今井､岡村)531

3限

4限

5限
◎運動生理学

(駒井)533

1限

木 金 別途計画・集中

◎給食経営
管理実習Ⅰ

(基礎)
B組(沼田)
給食管理
実習室

2限

月 火 水

◎給食経営
管理実習Ⅱ

(応用)
B組(沼田)
給食管理
実習室 ◎地域包括ｹｱｼｽﾃ

ﾑ論
(森下)711

◎栄養教育
論実習 B組

(荒木)
栄養教育
実習室

1限
◎公衆衛生

学実習
A組

(是永)
生理系
実習室

教育実習Ⅰ
(日比野)学外
別途(実習2単位)90H
9/12～9/27

◎臨地実習事前・事後指導

(渡邊慶､竹市､沼田)831
別途15H
3/27～3/31

臨地実習Ⅴ(公衆栄養学)

(竹市)学外
別途(実習1単位)45H
3/7～3/14

臨地実習Ⅳ(臨床栄養学)

(渡邊慶)学外
別途(実習1単位)45H
3/7～3/23

◎臨地実習Ⅲ(臨床栄養学)

(渡邊慶)学外
別途(実習1単位)45H
2/27～3/14

◎臨地実習Ⅱ(給食経営管理論)

(沼田)学外
別途(実習1単位)45H
2/13～2/20､2/27～3/6



時間割

健康科学部　管理栄養学科　４年

前期

後期

は教養・基礎科目

は専門導入・専門基礎・専門科目

は家庭科専門科目

は栄養教諭専門・教職専門科目

前半　　　　　　・
・　　　　　　後半

※科目名の先頭に｢◎｣ありは必修科目、｢◎｣なしは選択科目

※科目名にアンダーラインは臨床検査学科と同時開講科目

5限

月 火 水 木

2限
管理栄養士総合演習
(松浦､安房田､田口､荒木､古屋､
鈴木､宮本､渡邊慶､沼田､駒井､

是永､竹市､次田)831

管理栄養士総合演習
(松浦､安房田､田口､荒木､古屋､
鈴木､宮本､渡邊慶､沼田､駒井､

是永､竹市､次田)831

卒業研究
(松浦､安房田､渡邊慶､田
口､宮本､古屋､竹市､鈴木､

荒木､沼田)

1限

4限

3限

5限

別途計画・集中金

◎栄養教育論Ⅲ(実
践)

(荒木)532

教職実践演習
(中･高)

(日比野)532

◎地域医療概論
(安岡､渡邊慶､松浦､髙岡､富永､鈴木､
古屋､安房田､中村、小野川､沼田､是
永､森田､武市､森下､淺羽)

別途14H
9/19-9/29

教職実践演習
(栄養教諭)

(中野靖､下元)532

4限

3限

別途計画・集中月 火 水 木 金

1限

2限

◎地域医療概論
(安岡､渡邊慶､松浦､髙岡､富永､鈴木､
古屋､安房田､中村、小野川､沼田､是

永､森田､武市､森下､淺羽)
711

医学英語特論
(松﨑茂)811

卒業研究
(松浦､安房田､渡邊慶､田
口､宮本､古屋､竹市､鈴木､

荒木､沼田)

教育実習Ⅱ
(日比野)学外
別途(実習2単位)90H
9/11～9/22



時間割

健康科学部 臨床検査学科



時間割

健康科学部　臨床検査学科　１年

前期

後期

は教養・基礎科目

は専門基礎・専門科目

前半　　　　　　・
・　　　　　　後半

※科目名の先頭に｢◎｣ありは必修科目、｢◎｣なしは選択科目

※科目名にアンダーラインは管理栄養学科と同時開講科目

◎平和と友愛論
(浜田)711

土佐の歴史
(宅間)811

◎解剖学
(田口)811

◎情報機器
の活用と発

信 A組
(來栖)PC2

◎英語文章
表現 B組
(太田)341

◎臨床検査総論
(奥宮､森本)811

◎臨床医学総論
(松浦)811

火

◎英語文章
表現
A組

(太田)811

◎生化学Ⅱ
(代謝生化学)

(富永)811

経営学基礎
(生島)811

社会とメディア
(隅田)811

社会福祉論
(岡村)711

心理学(吉村)811

◎病理学総論
(三木)811

◎臨床検査学基礎
実習(山中､松﨑茂､小
野川､三木､福永､松崎

梢､岩本)
化学系実習室 ◎生化学Ⅰ

(物質生化学)
(富永)811

◎医学概論
(松浦)811

5限

◎生物学概論
(村上)811

国際文化人間論
(近森)811

美術の世界
(都築房)811

5限

4限

3限

2限

1限

◎生理学
(今井)811

英語プレゼンテーション

(太田)811

1限

月

2限

3限

4限

救急救命法(小野川､中村)

7号館2F大講義室
(演習1単位)30H
3/8-3/12

土佐の食文化
(三谷)711

水火月

水 木

◎化学概論
(鈴木)711

◎日本国憲法
(渡邉富)711

◎健康科学(津野)
711

◎物理学概論
(岩崎)811

日本語口頭表現
(松木)811

◎日本語文章表現
(戸田)711

生涯スポーツ実技
(山本)運動場

数学概論(池)532

生活と環境(木下)811

別途計画・集中金木

金 別途計画・集中

◎運動と健康
(山本)533

社会学
（遠山）811

◎情報機器
の活用と発

信
B組

(來栖)PC2

◎キャリアデザイン
Ⅰ（基礎）
(二宮)533

◎日常英会
話 A組
(ﾌｪﾋﾞｱﾝ)

532

ヒューマン
コミュニケーション

(二宮)811

◎血液学
(髙岡)811

◎生理機能検査学
Ⅰ

(基礎)
(今井､中村)811

◎日常英会
話B組

(ﾌｪﾋﾞｱﾝ)
811

◎微生物学
(松﨑茂)811

中国語の基礎
(前田)811

◎災害と生活
(島田)533

統計学
(三船)811

◎解剖学実習
(田口､三木､髙橋)

形態系実習室

生化学実習
(富永､福永､岩本)

化学系実習室

◎チーム医療概論
(山中､松浦､渡邊慶､矢野､小野
川､森田､坂本､松﨑茂､宮﨑､福

井､竹崎､光岡)533



時間割

健康科学部　臨床検査学科　２年

前期

後期

は教養・基礎科目

は専門基礎・専門科目

前半　　　　　　・
・　　　　　　後半

※科目名の先頭に｢◎｣ありは必修科目、｢◎｣なしは選択科目

※科目名にアンダーラインは管理栄養学科と同時開講科目

◎生理機能検査学実習
(今井､中村､松崎梢)
生理系実習室

◎画像検査学実習
(今井､森田､中村)
生理系実習室

2限

1限

3限

4限

5限
◎画像検査学実習
(今井､森田､中村)
生理系実習室

◎免疫検査学
(佐藤､武市)821

臨床検査医学
(松浦)821

◎放射性同位元素検
査学

(森田)821

医療統計学
(小野川)821

◎微生物検査学実習
(松﨑茂､森本､村上)
生体防御系実習室

◎関係法規
(小野川)821

遺伝子・染色体検査学
(奥宮)821

別途計画・集中月 火 水 木 金

2限

3限

1限

5限

4限

月 火

日本語読解
(戸田)821

細胞分子生物学
(村上)532 ◎微生物検査学実習

(松﨑茂､森本､村上)
生体防御系実習室

公衆衛生学実習
(是永､小野川､森山)
生理系実習室

◎生理機能検査学実習
(今井､中村､松崎梢)
生理系実習室

◎輸血・移植検査学
(佐藤)821

水 木 金 別途計画・集中

◎公衆衛生学
(森山､小野川)

821

◎医動物学
(是永)
821

◎血液検査学実習
(髙岡､武市､佐藤)
形態系実習室

英語読解
(太田)821

◎生理機能検査学
Ⅱ
(臨床)

(今井､中村)821

◎微生物検査学
(森本)821

情報機器と
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
(來栖)PC2

◎臨床化学Ⅱ
(臨床応用)
(奥宮､富永)821

情報倫理
(來栖)PC1

◎血液検査学Ⅰ
(疾患と検査)
(髙岡)821

◎臨床化学Ⅰ
(基礎)

(奥宮､富永)821

医療工学実習
(森田､松崎梢､今井)
生理系実習室

病理学各論
(三木)821

◎検査管理総論
(山中)821

◎医療工学概論
(森田)821

◎臨床検査総論実習
(森本､武市､是永､岩本)
化学系実習室

◎免疫学
(佐藤､武市)821

◎画像検査学
(森田､中村)821

◎臨床医学各論
(松浦)821

マーケティング論
(永島)711

遺伝学
(松﨑茂)531

中国語会話
(前田)821



時間割

健康科学部　臨床検査学科　３年

前期

後期

は教養・基礎科目

は専門基礎・専門科目

前半　　　　　　・
・　　　　　　後半

※科目名の先頭に｢◎｣ありは必修科目、｢◎｣なしは選択科目

※科目名にアンダーラインは管理栄養学科と同時開講科目

医療情報学
(久原)PC1

血液検査学Ⅱ
(機器とデータ解析)

(髙岡､佐藤)831

医学英語演習
(ﾌｪﾋﾞｱﾝ)532

◎免疫検査学実習
(佐藤､武市､片岡)
生体防御系実習室

◎輸血・移植検査学実習

(佐藤､武市､髙岡)
生体防御系実習室

◎病理検査学実習
(三木､髙橋､武市)

形態系実習室

◎医療安全管理学演習

(山中､森本､奥谷)532

◎病理検査学
(三木)811

木 金 別途計画・集中

2限

月 火 水

◎地域包括ｹｱｼｽﾃ
ﾑ論

(森下)711

1限
臨地実習前総合演

習

(山中､髙岡､今井､松﨑茂､是永､
富永、佐藤､奥宮､森本､森田､村
上､三木､武市､中村､小野川､髙

橋､福永､岩本)

831

生命倫理学
(髙橋)831

薬理学
(小野川)831

遺伝子・染色体検査学実習
(奥宮､髙岡､田口､村上､福永)

生体防御系実習室

(実習1単位)45H
8/18-8/26

臨地実習前総合演
習

(山中､髙岡､今井､松﨑茂､是永､
富永、佐藤､奥宮､森本､森田､村
上､三木､武市､中村､小野川､髙

橋､福永､岩本)

831

3限

4限

5限
検査管理学演習

(山中)831

1限

健康食品総論
(小野川)831

キャリアデザインⅡ
（応用）

(小島)831

◎臨床化学実習
(奥宮､富永､山中)

化学系実習室

◎臨地実習
(学外)

(山中､今井､髙岡､富永、
佐藤､奥宮､森本､森田､
武市､中村､小野川､村

上､三木､片岡)

2限

月 火

4限

3限

5限

◎臨地実習
(学外)

(山中､今井､髙岡､富永、
佐藤､奥宮､森本､森田､
武市､中村､小野川､村

上､三木､片岡)

10/3-10/14 実習準備期間
10/17-1/26 実習期間

水 木 金

細胞検査学
(三木)831

◎臨地実習(学外)
(山中､今井､髙岡､富永、佐藤､
奥宮､森本､森田､武市､中村､小
野川､村上､三木､片岡)

(実習7単位)315H登校日
(臨地実習まとめ)

◎臨地実習
(学外)

(山中､今井､髙岡､富永、
佐藤､奥宮､森本､森田､
武市､中村､小野川､村

上､三木､片岡)

◎臨地実習
(学外)

(山中､今井､髙岡､富永、
佐藤､奥宮､森本､森田､
武市､中村､小野川､村

上､三木､片岡)

別途計画・集中



時間割

健康科学部　臨床検査学科　４年

前期

後期

は教養・基礎科目

は専門基礎・専門科目

前半　　　　　　・
・　　　　　　後半

※科目名の先頭に｢◎｣ありは必修科目、｢◎｣なしは選択科目

※科目名にアンダーラインは管理栄養学科と同時開講科目

◎卒業研究
(髙岡､富永、今井､是永､松﨑茂､佐
藤､奥宮､森本､山中､森田､三木､村
上､小野川､武市､中村､片岡)

◎卒業研究
(髙岡､富永、今井､是永､
松﨑茂､佐藤､奥宮､森本､
山中､森田､三木､村上､
小野川､武市､
中村､片岡)

総合臨床検査学
(山中､髙岡､今井､松﨑茂､是永､富
永、佐藤､奥宮､森本､森田､村上､三
木､武市､中村､小野川､岩本､松崎梢)

831

別途計画・集中

◎機器分析学
(片岡)533

病態解析学特論
(松浦)831

◎検査管理学特論
(山中)811

◎地域医療概論
(安岡､渡邊慶､松浦､髙岡､富永､鈴木､
古屋､安房田､中村、小野川､沼田､是
永､森田､武市､森下､淺羽)

別途14H
9/19-9/29

月 火 水 木 金

5限
画像検査学特論
(森田､中村)831

1限

2限

◎地域医療概論
(安岡､渡邊慶､松浦､髙岡､富永､鈴木､
古屋､安房田､中村、小野川､沼田､是

永､森田､武市､森下､淺羽)
711

医療情報学演習
(久原)PC1

◎卒業研究
(髙岡､富永、今井､是永､
松﨑茂､佐藤､奥宮､森
本､山中､森田､三木､村
上､小野川､武市､中村､

片岡)

3限
健康栄養学概論
(安房田)831

医学英語特論
(村上)831

生殖医療概論
(津田､泉谷､谷口､都築た)

821

医療検査情報ｼｽﾃﾑ論
(久原)PC1

4限

別途計画・集中

総合臨床検査学
(山中､髙岡､今井､松﨑茂､是永､富
永、佐藤､奥宮､森本､森田､村上､三
木､武市､中村､小野川､岩本､松崎梢)

831

総合臨床検査学
(山中､髙岡､今井､松﨑茂､是永､富
永、佐藤､奥宮､森本､森田､村上､三
木､武市､中村､小野川､岩本､松崎梢)

831

総合臨床検査学
(山中､髙岡､今井､松﨑茂､是永､富
永、佐藤､奥宮､森本､森田､村上､三
木､武市､中村､小野川､岩本､松崎梢)

831

金月 火 水 木

4限

3限

総合臨床検査ｾﾐﾅｰ
(奥宮､山中､森本､是永､松﨑茂､松浦､
三木､今井､森田､中村､富永、髙岡､村
上､佐藤､武市､小野川､岩本､松崎梢)

831

総合臨床検査ｾﾐﾅｰ
(奥宮､山中､森本､是永､松﨑茂､松浦､
三木､今井､森田､中村､富永、髙岡､村
上､佐藤､武市､小野川､岩本､松崎梢)

831

総合臨床検査ｾﾐﾅｰ
(奥宮､山中､森本､是永､松﨑茂､松浦､
三木､今井､森田､中村､富永、髙岡､村
上､佐藤､武市､小野川､岩本､松崎梢)

831

2限

1限

5限

総合臨床検査ｾﾐﾅｰ
(奥宮､山中､森本､是永､松﨑茂､松浦､
三木､今井､森田､中村､富永、髙岡､村
上､佐藤､武市､小野川､岩本､松崎梢)

831



履修モデル

健康科学部管理栄養学科



必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

生命倫理学 2 ○

心理学 2 △

平和と友愛論 1 ○

美術の世界 1 △

国際文化人間論 1 △

社会学 2 △

日本国憲法 2 △

社会福祉論 2 ○

社会とメディア 2 △

経営学基礎 2 △

マーケティング論 2 △

ヒューマンコミュニケーション 2 △

基礎化学 2 ○

有機化学 2 ○

生物学概論 2 △

物理学概論 2 △

数学概論 2 △

統計学 2 △

健康科学 1 ○

生活と環境 2 △

災害と生活 2 △

土佐の歴史 1 △

土佐の食文化 1 ○

日本語文章表現 1 ○

日本語口頭表現 1 △

日本語読解 1 △

英語文章表現 1 ○

英語読解 1 △

日常英会話 1 ○

英語プレゼンテーション 1 △

中国語の基礎 1 △

中国語会話 1 △

情報機器の活用と発信 1 △

情報機器とプレゼンテーション 1 ○

情報倫理 1 △

キャリアデザインⅠ（基礎） 1 ○

キャリアデザインⅡ（応用） 1 △

運動と健康 1 ○

生涯スポーツ実技 1 △

小計 17 39 11 - 3 - 1 - 0 - 2 - 0 - 0 - 0 -

管理栄養士導入教育論 1 ○

健康栄養学 1 ○

チーム医療概論 1 ○

地域医療概論 1 ○

救急救命法 1 △

医療リスクマネジメント 1 ○

医学英語演習 1 △

医学英語特論 1 △

小計 5 3 0 - 3 - 1 - 0 - 0 - 0 - 1 - 0 -

公衆衛生学Ⅰ（総論） 2 ○

公衆衛生学Ⅱ（各論） 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

地域包括ケアシステム論 2 ○

生化学Ⅰ（機能） 2 ○

生化学Ⅱ（代謝） 2 ○

生化学実験 1 ○

人体の構造学 2 ○

人体の機能学 2 ○

人体の構造学実習 1 ○

人体の機能学実習 1 ○

疾病論Ⅰ（総論） 2 ○

疾病論Ⅱ（各論） 2 ○

運動生理学 2 ○

運動生理学実習 1 ○

食品学Ⅰ（総論） 2 ○

食品学Ⅱ（各論） 2 ○

食品学実験 1 ○

食品衛生学 2 ○

食品衛生学実験 1 ○

食品加工学実習 1 ○

調理科学 2 ○

調理学実習Ⅰ（基礎） 1 ○

調理学実習Ⅱ（応用） 1 ○

小計 38 0 5 - 12 - 9 - 5 - 5 - 2 - 0 - 0 -

5単位以上

専
門
導
入
科
目

必修科目5単位
以上修得

人体の構
造と機能及
び疾病の
成り立ち

食べ物と健
康

38単位

外国語科目

情報科目

キャリア形成
科目

スポーツと健
康の探求

34単位以上

専
門
基
礎
科
目

社会・環境
と健康

必修科目38単位
修得

後期 前期 後期

教
養
・
基
礎
科
目

人間と文化
の探求

必修科目17単位と
選択科目（△）から
17単位以上修得

現代社会
の探求

自然科学
の探求

地域と環境
の探求

日本語科目

選択
前期 後期

4年次
備考

必修

履修モデル（管理栄養士国家試験受験資格）

前期 後期 前期科目
単位数 1年次 2年次 3年次



必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

後期 前期 後期
選択

前期 後期

4年次
備考

必修

履修モデル（管理栄養士国家試験受験資格）

前期 後期 前期科目
単位数 1年次 2年次 3年次

基礎栄養学 2 ○

基礎栄養学実験 1 ○

応用栄養学Ⅰ（栄養管理） 2 ○

応用栄養学Ⅱ（母性・成長期） 2 ○

応用栄養学Ⅲ（成人・高齢期） 2 ○

応用栄養学実習 1 ○

栄養教育論Ⅰ（基礎） 2 ○

栄養教育論Ⅱ（応用） 2 ○

栄養教育論Ⅲ（実践） 2 ○

栄養教育論実習 1 ○

臨床栄養学Ⅰ（総論） 2 ○

臨床栄養学Ⅱ（管理・評価） 2 ○

臨床栄養学Ⅲ（栄養食事療法） 2 ○

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 1 ○

臨床栄養学実習Ⅱ（応用） 1 ○

病棟栄養管理学 2 ○

口腔ケアと栄養管理 1 ○

がんと栄養療法 1 ○

公衆栄養学Ⅰ（総論） 2 ○

公衆栄養学Ⅱ（各論） 2 ○

地域公衆栄養学実習 1 ○

給食経営管理論Ⅰ（総論） 2 ○

給食経営管理論Ⅱ（各論） 2 ○

給食経営管理実習Ⅰ（基礎） 1 ○

給食経営管理実習Ⅱ（応用） 1 ○

臨地実習事前・事後指導 1 通年科目 ○

管理栄養士総合演習 2 △

臨地実習Ⅰ（給食の運営） 1 ○

臨地実習Ⅱ（給食経営管理論） 1 ○

臨地実習Ⅲ（臨床栄養学） 1 ○

臨地実習Ⅳ（臨床栄養学） 1 △※

臨地実習Ⅴ（公衆栄養学） 1 △※

発展科目 卒業研究 4 通年科目 △

小計 44 8 0 - 2 - 7 - 11 - 13 - 9 - 2 - 0 -

家庭経営学（家庭経済学を含む） 2 ○

家族関係学 2 △

被服学 2 △

被服製作実習 1 △

住居学（製図を含む） 2 △

保育学 2 △

家庭看護学 2 △

家庭電気・家庭機械 2 △

家庭情報処理 1 △

家庭科教育法Ⅰ 4 △

家庭科教育法Ⅱ 4 通年科目 △

小計 2 22 0 - 2 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

学校栄養教育論Ⅰ 2 △

学校栄養教育論Ⅱ 2 △

小計 0 4 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

106 76 16 - 22 - 18 - 16 - 20 - 11 - 3 - 0 -

栄養教諭
専門科目

公衆栄養
学

給食経営
管理論

総合演習

臨地実習

必修科目44単位と
選択科目（△）から
1単位以上修得

※臨地実習Ⅳ（臨床
栄養学）と臨地実習
Ⅴ（公衆栄養学）の
いずれか選択必修

専
門
科
目

45単位以上

2単位以上

必修科目2単位
以上修得

卒業要件単位数 124単位以上

応用栄養学

栄養教育論

単位数合計
必修 選択

106 18以上

家
庭
科
専
門
科
目

基礎栄養学

臨床栄養
学



必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

生命倫理学 2 ○

心理学 2 △

平和と友愛論 1 ○

美術の世界 1 △

国際文化人間論 1 △

社会学 2 △

日本国憲法 2 △※

社会福祉論 2 ○

社会とメディア 2 △

経営学基礎 2 △

マーケティング論 2 △

ヒューマンコミュニケーション 2 △

基礎化学 2 ○

有機化学 2 ○

生物学概論 2 △

物理学概論 2 △

数学概論 2 △

統計学 2 △

健康科学 1 ○

生活と環境 2 △

災害と生活 2 △

土佐の歴史 1 △

土佐の食文化 1 ○

日本語文章表現 1 ○

日本語口頭表現 1 △

日本語読解 1 △

英語文章表現 1 ○

英語読解 1 △

日常英会話 1 ○

英語プレゼンテーション 1 △

中国語の基礎 1 △

中国語会話 1 △

情報機器の活用と発信 1 △※

情報機器とプレゼンテーション 1 ○

情報倫理 1 △※

キャリアデザインⅠ（基礎） 1 ○

キャリアデザインⅡ（応用） 1 △

運動と健康 1 ○

生涯スポーツ実技 1 △※

小計 17 39 11 - 3 - 1 - 0 - 2 - 0 - 0 - 0 -

管理栄養士導入教育論 1 ○

健康栄養学 1 ○

チーム医療概論 1 ○

地域医療概論 1 ○

救急救命法 1 △

医療リスクマネジメント 1 ○

医学英語演習 1 △

医学英語特論 1 △

小計 5 3 0 - 3 - 1 - 0 - 0 - 0 - 1 - 0 -

公衆衛生学Ⅰ（総論） 2 ○

公衆衛生学Ⅱ（各論） 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

地域包括ケアシステム論 2 ○

生化学Ⅰ（機能） 2 ○

生化学Ⅱ（代謝） 2 ○

生化学実験 1 ○

人体の構造学 2 ○

人体の機能学 2 ○

人体の構造学実習 1 ○

人体の機能学実習 1 ○

疾病論Ⅰ（総論） 2 ○

疾病論Ⅱ（各論） 2 ○

運動生理学 2 ○

運動生理学実習 1 ○

食品学Ⅰ（総論） 2 ○

食品学Ⅱ（各論） 2 ○

食品学実験 1 ○

食品衛生学 2 ○

食品衛生学実験 1 ○

食品加工学実習 1 ○

調理科学 2 ○

調理学実習Ⅰ（基礎） 1 ○

調理学実習Ⅱ（応用） 1 ○

小計 38 0 5 - 12 - 9 - 5 - 5 - 2 - 0 - 0 -

34単位以上

5単位以上

専
門
基
礎
科
目

社会・環境
と健康

必修科目38単位
修得

人体の構
造と機能及
び疾病の成
り立ち

食べ物と健
康

38単位

専
門
導
入
科
目

必修科目5単位
以上修得

キャリア形成
科目

後期 前期 後期

教
養
・
基
礎
科
目

人間と文化
の探求

現代社会
の探求

自然科学
の探求

地域と環境
の探求

日本語科目

選択
前期 後期 前期

外国語科目

スポーツと健
康の探求

履修モデル（栄養教諭一種免許状）

必修科目17単位と
選択科目（△）から
17単位以上修得

　※
　「日本国憲法」
　「生涯スポーツ実技」
は必修
　「情報機器の活用と
発信」
　「情報倫理」
　のいずれか選択必修

後期 前期科目
単位数 1年次 2年次 3年次 4年次

備考
必修

情報科目



必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

後期 前期 後期
選択

前期 後期 前期

履修モデル（栄養教諭一種免許状）

後期 前期科目
単位数 1年次 2年次 3年次 4年次

備考
必修

基礎栄養学 2 ○

基礎栄養学実験 1 ○

応用栄養学Ⅰ（栄養管理） 2 ○

応用栄養学Ⅱ（母性・成長期） 2 ○

応用栄養学Ⅲ（成人・高齢期） 2 ○

応用栄養学実習 1 ○

栄養教育論Ⅰ（基礎） 2 ○

栄養教育論Ⅱ（応用） 2 ○

栄養教育論Ⅲ（実践） 2 ○

栄養教育論実習 1 ○

臨床栄養学Ⅰ（総論） 2 ○

臨床栄養学Ⅱ（管理・評価） 2 ○

臨床栄養学Ⅲ（栄養食事療法） 2 ○

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 1 ○

臨床栄養学実習Ⅱ（応用） 1 ○

病棟栄養管理学 2 ○

口腔ケアと栄養管理 1 ○

がんと栄養療法 1 ○

公衆栄養学Ⅰ（総論） 2 ○

公衆栄養学Ⅱ（各論） 2 ○

地域公衆栄養学実習 1 ○

給食経営管理論Ⅰ（総論） 2 ○

給食経営管理論Ⅱ（各論） 2 ○

給食経営管理実習Ⅰ（基礎） 1 ○

給食経営管理実習Ⅱ（応用） 1 ○

臨地実習事前・事後指導 1 通年科目 ○

管理栄養士総合演習 2 △

臨地実習Ⅰ（給食の運営） 1 ○

臨地実習Ⅱ（給食経営管理論） 1 ○

臨地実習Ⅲ（臨床栄養学） 1 ○

臨地実習Ⅳ（臨床栄養学） 1 △※

臨地実習Ⅴ（公衆栄養学） 1 △※

発展科目 卒業研究 4 通年科目 △

小計 44 8 0 - 2 - 7 - 11 - 13 - 9 - 2 - 0 -

家庭経営学（家庭経済学を含む） 2 ○

家族関係学 2 △

被服学 2 △

被服製作実習 1 △

住居学（製図を含む） 2 △

保育学 2 △

家庭看護学 2 △

家庭電気・家庭機械 2 △

家庭情報処理 1 △

家庭科教育法Ⅰ 4 △

家庭科教育法Ⅱ 4 通年科目 △

小計 2 22 0 - 2 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

学校栄養教育論Ⅰ 2 △

学校栄養教育論Ⅱ 2 △

小計 0 4 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

教育原理 2 △

教職及び教育の制度・経営論 2 △

教育心理学 2 △

発達心理学 2 △

特別支援教育入門 1 △

教育課程総論 2 △

道徳教育の指導法 2 △
総合的な学習の時間の指導法 1 △

特別活動の指導法 1 △

教育の方法及び技術 1 △

生徒指導の理論と方法 2 △

教育相談 2 △
進路指導及びキャリア教育の理論と方法 2 △

教育実習Ⅰ 2

教育実習Ⅱ 2

教育実習事前事後指導 1
教職実践演習（中・高 家庭科） 2

栄養教育実習 1 △

栄養教育実習事前事後指導 1 △

教職実践演習（栄養教諭） 2 △

小計 0 33 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

106 109 16 - 22 - 18 - 16 - 20 - 11 - 3 - 0 -

教職専門科目

26単位

中・高 家庭科
教諭のみ

卒業要件単位数 154単位以上

4単位

単位数合計
必修 選択

106 18以上

栄養教諭のみ

45単位以上

家
庭
科
専
門
科
目

必修科目2単位
以上修得

2単位以上

栄養教諭
専門科目

専
門
科
目

基礎栄養学

必修科目44単位と
選択科目（△）から
1単位以上修得

※臨地実習Ⅳ（臨床
栄養学）と臨地実習
Ⅴ（公衆栄養学）の
いずれか選択必修

応用栄養学

栄養教育論

臨床栄養
学

公衆栄養
学

給食経営
管理論

総合演習

臨地実習



必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

生命倫理学 2 ○

心理学 2 △

平和と友愛論 1 ○

美術の世界 1 △

国際文化人間論 1 △

社会学 2 △

日本国憲法 2 △※

社会福祉論 2 ○

社会とメディア 2 △

経営学基礎 2 △

マーケティング論 2 △

ヒューマンコミュニケーション 2 △

基礎化学 2 ○

有機化学 2 ○

生物学概論 2 △

物理学概論 2 △

数学概論 2 △

統計学 2 △

健康科学 1 ○

生活と環境 2 △

災害と生活 2 △

土佐の歴史 1 △

土佐の食文化 1 ○

日本語文章表現 1 ○

日本語口頭表現 1 △

日本語読解 1 △

英語文章表現 1 ○

英語読解 1 △

日常英会話 1 ○

英語プレゼンテーション 1 △

中国語の基礎 1 △

中国語会話 1 △

情報機器の活用と発信 1 △※

情報機器とプレゼンテーション 1 ○

情報倫理 1 △※

キャリアデザインⅠ（基礎） 1 ○

キャリアデザインⅡ（応用） 1 △

運動と健康 1 ○

生涯スポーツ実技 1 △※

小計 17 39 11 - 3 - 1 - 0 - 2 - 0 - 0 - 0 -

管理栄養士導入教育論 1 ○

健康栄養学 1 ○

チーム医療概論 1 ○

地域医療概論 1 ○

救急救命法 1 △

医療リスクマネジメント 1 ○

医学英語演習 1 △

医学英語特論 1 △

小計 5 3 0 - 3 - 1 - 0 - 0 - 0 - 1 - 0 -

公衆衛生学Ⅰ（総論） 2 ○

公衆衛生学Ⅱ（各論） 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

地域包括ケアシステム論 2 ○

生化学Ⅰ（機能） 2 ○

生化学Ⅱ（代謝） 2 ○

生化学実験 1 ○

人体の構造学 2 ○

人体の機能学 2 ○

人体の構造学実習 1 ○

人体の機能学実習 1 ○

疾病論Ⅰ（総論） 2 ○

疾病論Ⅱ（各論） 2 ○

運動生理学 2 ○

運動生理学実習 1 ○

食品学Ⅰ（総論） 2 ○

食品学Ⅱ（各論） 2 ○

食品学実験 1 ○

食品衛生学 2 ○

食品衛生学実験 1 ○

食品加工学実習 1 ○

調理科学 2 ○

調理学実習Ⅰ（基礎） 1 ○

調理学実習Ⅱ（応用） 1 ○

小計 38 0 5 - 12 - 9 - 5 - 5 - 2 - 0 - 0 -

34単位以上

5単位以上

専
門
基
礎
科
目

社会・環境
と健康

必修科目38単位
修得

人体の構
造と機能及
び疾病の成
り立ち

食べ物と健
康

38単位

専
門
導
入
科
目

必修科目5単位
以上修得

キャリア形成
科目

後期 前期 後期

教
養
・
基
礎
科
目

人間と文化
の探求

現代社会
の探求

自然科学
の探求

地域と環境
の探求

日本語科目

選択
前期 後期 前期

外国語科目

スポーツと健
康の探求

履修モデル（中・高等学校教諭一種免許状（家庭））

必修科目17単位と
選択科目（△）から
17単位以上修得

　※
　「日本国憲法」
　「生涯スポーツ実技」
は必修
　「情報機器の活用と
発信」
　「情報倫理」
　のいずれか選択必修

後期 前期科目
単位数 1年次 2年次 3年次 4年次

備考
必修

情報科目



必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

後期 前期 後期
選択

前期 後期 前期

履修モデル（中・高等学校教諭一種免許状（家庭））

後期 前期科目
単位数 1年次 2年次 3年次 4年次

備考
必修

基礎栄養学 2 ○

基礎栄養学実験 1 ○

応用栄養学Ⅰ（栄養管理） 2 ○

応用栄養学Ⅱ（母性・成長期） 2 ○

応用栄養学Ⅲ（成人・高齢期） 2 ○

応用栄養学実習 1 ○

栄養教育論Ⅰ（基礎） 2 ○

栄養教育論Ⅱ（応用） 2 ○

栄養教育論Ⅲ（実践） 2 ○

栄養教育論実習 1 ○

臨床栄養学Ⅰ（総論） 2 ○

臨床栄養学Ⅱ（管理・評価） 2 ○

臨床栄養学Ⅲ（栄養食事療法） 2 ○

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） 1 ○

臨床栄養学実習Ⅱ（応用） 1 ○

病棟栄養管理学 2 ○

口腔ケアと栄養管理 1 ○

がんと栄養療法 1 ○

公衆栄養学Ⅰ（総論） 2 ○

公衆栄養学Ⅱ（各論） 2 ○

地域公衆栄養学実習 1 ○

給食経営管理論Ⅰ（総論） 2 ○

給食経営管理論Ⅱ（各論） 2 ○

給食経営管理実習Ⅰ（基礎） 1 ○

給食経営管理実習Ⅱ（応用） 1 ○

臨地実習事前・事後指導 1 通年科目 ○

管理栄養士総合演習 2 △

臨地実習Ⅰ（給食の運営） 1 ○

臨地実習Ⅱ（給食経営管理論） 1 ○

臨地実習Ⅲ（臨床栄養学） 1 ○

臨地実習Ⅳ（臨床栄養学） 1 △※

臨地実習Ⅴ（公衆栄養学） 1 △※

発展科目 卒業研究 4 通年科目 △

小計 44 8 0 - 2 - 7 - 11 - 13 - 9 - 2 - 0 -

家庭経営学（家庭経済学を含む） 2 ○

家族関係学 2 △

被服学 2 △

被服製作実習 1 △

住居学（製図を含む） 2 △

保育学 2 △

家庭看護学 2 △

家庭電気・家庭機械 2 △

家庭情報処理 1 △

家庭科教育法Ⅰ 4 △

家庭科教育法Ⅱ 4 通年科目 △

小計 2 22 0 - 2 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

学校栄養教育論Ⅰ 2 △

学校栄養教育論Ⅱ 2 △

小計 0 4 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

教育原理 2 △

教職及び教育の制度・経営論 2 △

教育心理学 2 △

発達心理学 2 △

特別支援教育入門 1 △

教育課程総論 2 △

道徳教育の指導法 2 △
総合的な学習の時間の指導法 1 △

特別活動の指導法 1 △

教育の方法及び技術 1 △

生徒指導の理論と方法 2 △

教育相談 2 △
進路指導及びキャリア教育の理論と方法 2 △

教育実習Ⅰ 2 △

教育実習Ⅱ 2 △

教育実習事前事後指導 1 △
教職実践演習（中・高 家庭科） 2 △

栄養教育実習 1

栄養教育実習事前事後指導 1

教職実践演習（栄養教諭） 2

小計 0 33 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

106 109 16 - 22 - 18 - 16 - 20 - 11 - 3 - 0 -

卒業要件単位数 175単位以上

29単位

単位数合計
必修 選択

106 40以上

教職専門科目

中・高 家庭科
教諭のみ

栄養教諭のみ

45単位以上

家
庭
科
専
門
科
目

必修科目2単位と
選択科目（△）を

22単位修得

24単位

栄養教諭
専門科目

専
門
科
目

基礎栄養学

必修科目44単位と
選択科目（△）から
1単位以上修得

※臨地実習Ⅳ（臨床
栄養学）と臨地実習
Ⅴ（公衆栄養学）の
いずれか選択必修

応用栄養学

栄養教育論

臨床栄養
学

公衆栄養
学

給食経営
管理論

総合演習

臨地実習



履修モデル

健康科学部臨床検査学科



必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

生命倫理学 2 ○

心理学 2 △

平和と友愛論 1 ○

美術の世界 1 △

国際文化人間論 1 △

社会学 2 △

日本国憲法 2 ○

社会福祉論 2 △

社会とメディア 2 △

経営学基礎 2 △

マーケティング論 2 △

ヒューマンコミュニケーション 2 △

化学概論 2 ○

生物学概論 2 ○

物理学概論 2 ○

数学概論 2 △

統計学 2 △

健康科学 1 ○

生活と環境 2 △

災害と生活 2 ○

土佐の歴史 1 △

土佐の食文化 1 △

日本語文章表現 1 ○

日本語口頭表現 1 △

日本語読解 1 △

英語文章表現 1 ○

英語読解 1 △

日常英会話 1 ○

英語プレゼンテーション 1 △

中国語の基礎 1 △

中国語会話 1 △

情報機器の活用と発信 1 ○

情報機器とプレゼンテーション 1 △

情報倫理 1 △

キャリアデザインⅠ（基礎） 1 ○

キャリアデザインⅡ（応用） 1 △

運動と健康 1 ○

生涯スポーツ実技 1 △

小計 20 34 15 - 3 - 0 - 0 - 2 - 0 - 0 - 0 -

解剖学 2 ○

解剖学実習 1 ○

生理学 2 ○

生化学Ⅰ（物質生化学） 2 ○

生化学Ⅱ（代謝生化学） 1 ○

生化学実習 1 △

細胞分子生物学 2 △

健康食品総論 2 △

遺伝学 2 △

病理学総論 2 ○

病理学各論 1 △

微生物学 2 ○

血液学 2 ○

免疫学 2 ○

薬理学 2 △

医学英語演習 1 △

医学英語特論 1 △

医学概論 1 ○

チーム医療概論 1 ○

地域医療概論 1 ○

公衆衛生学 2 ○

公衆衛生学実習 1 △

地域包括ケアシステム論 2 ○

関係法規 1 ○

医療統計学 1 △

健康栄養学概論 1 △

医療工学概論 2 ○

医療工学実習 1 △

医療情報学 2 ○

医療情報学演習 1 △

医療検査情報システム論 2 △

小計 28 19 7 - 9 - 6 - 1 - 4 - 0 - 1 - 0 -

28単位以上

専
門
基
礎
科
目

人体の構
造と機能

必修科目28単位と
選択科目（△）から
4単位以上修得

医学検査
の基礎とそ
の疾病との
関連

保健医療
福祉と医学
検査

医療工学
及び情報
科学

32単位以上

後期

必修科目20単位と
選択科目（△）から
8単位以上修得

現代社会
の探求

自然科学
の探求

地域と環境
の探求

日本語科目

外国語科目

情報科目

キャリア形成
科目

スポーツと健
康の探求

教
養
・
基
礎
科
目

人間と文化
の探求

必修 選択
前期

　　　　　　　　　　　　　　　履修モデル（臨床検査技師国家試験受験資格）

科目
単位数 1年次 2年次 3年次 4年次

備考前期 後期 前期 後期後期 前期



必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

後期
必修 選択

前期

　　　　　　　　　　　　　　　履修モデル（臨床検査技師国家試験受験資格）

科目
単位数 1年次 2年次 3年次 4年次

備考前期 後期 前期 後期後期 前期

臨床医学総論 2 ○

臨床医学各論 2 ○

臨床検査医学 2 ○

病態解析学特論 2 △

総合臨床検査学 4 △

医動物学 1 ○

病理検査学 2 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学Ⅰ（疾患と検査） 2 ○

血液検査学Ⅱ（機器とデータ解析） 1 △

血液検査学実習 2 ○

細胞検査学 1 △

生殖医療概論 2 △

臨床検査学基礎実習 1 ○

臨床検査総論 2 ○

臨床検査総論実習 1 ○

臨床化学Ⅰ（基礎） 2 ○

臨床化学Ⅱ（臨床応用） 1 ○

臨床化学実習 2 ○

放射性同位元素検査学 2 ○

微生物検査学 2 ○

微生物検査学実習 2 ○

免疫検査学 2 ○

免疫検査学実習 1 ○

輸血・移植検査学 2 ○

輸血・移植検査学実習 1 ○

遺伝子・染色体検査学 2 △

遺伝子・染色体検査学実習 1 △

救急救命法 1 △

生理機能検査学Ⅰ（基礎） 2 ○

生理機能検査学Ⅱ（臨床） 1 ○

生理機能検査学実習 2 ○

画像検査学 2 ○

画像検査学実習 2 ○

画像検査学特論 1 △

検査管理総論 2 ○

検査管理学演習 1 ○

検査管理学特論 2 ○

機器分析学 2 ○

総合臨床検査セミナー 4 △

医療安全管理学 医療安全管理学演習 1 ○

臨地実習前総合演習 4 △

臨地実習 7 ○

卒業研究 卒業研究 4 通年科目 ○

小計 64 23 1 - 6 - 15 - 17 - 10 - 7 - 4 - 4 -

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

112 76 23 - 18 - 21 - 18 - 16 - 7 - 5 - 4 - 18以上

卒業要件単位数 130単位以上

専
門
科
目

臨床病態学

必修科目64単位と
選択科目（△）から
6単位以上修得

形態検査学

生物化学
分析検査
学

病因・生体
防御検査
学

生理機能
検査学

検査総合
管理学

臨地実習

70単位以上

単位数合計
必修 選択

112



カウンセリング委員会　発行

※カウンセリング委員会は

　みんなの悩みを解消するメンバーです。

困っていること

なぁい？

毎日の大学生活において、

（授業や実習、人間関係など）

　　　　　悩んでいること、

　　　　　困っていること、

　　　　　何でも相談してみませんか。

学生支援課や保健室・キャリアセンターの

スタッフがお話を伺います。

状況によって、精神・心理の専門教員が

対応することもできます。

申込用紙はトイレや保健室前にあります。

学生のみなさんへ 相談したいときは

♡申込用紙に必要事項を記入し、
  保健室前のポストに投函する、または電話にて 

　相談の申し込みをしてください。

　　   保健室       088-840-1 121（内線 379）　　　
　  学生支援課   088-840-1664

♡原則予約制ですので、希望日の2日前までに申し
　込んでください。

♡どこに、誰に、相談すれば良いのか戸惑った場合
　でも気軽に申し込んでください。学生支援課を

　訪ねても構いません。

♡来室しにくい時は家族や友人と一緒でも結構です。
個人情報の保護について

♡相談に関する来室や、相談内容は固く守られま
　す。安心して来室してください。

予約時間

♡月～金　9：00～ 16：00
　但し、祝祭日、年末年始などの大学一斉休業日

　を除きます。

表

裏

カウンセリング委員会　カード・相談申込書



表

裏

申込書

カウンセリング委員会

申込書

必要事項を記入して

保健室の前のポストに入れてね。

学科・専攻：生活科学学科・幼児保育学科・医療検査専攻・歯科衛生専攻・看護学科

　　　　　　応用生命科学専攻・地域看護学専攻　　　　　　　　　　　　　　　　　１年・２年・３年

氏名：

電話番号：

※日時の調整をして連絡をしますので、必ず電話番号は記入してくださいね。

希望日時：第 1希望日　　　　月　　日　（　　）　　　　：　　　～　

　　　　　第 2希望日　　　　月　　日　（　　）　　　　：　　　～　

先に伝えておきたいことがあれば記入してください。



１ 設置の趣旨等を記載した書類 
   資料７－１ 文部科学省「木の学校づくり－木造３階建て校舎の手引－」 
 
２ 出典 
   文部科学省大臣官房文教施設企画部施設企画課 
 
３ 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/mokuzou/__icsFiles/afieldfile/2018/04/12/13694
64_01.pdf 
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＊
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検
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光
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○
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シ
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光
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習
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1 

健康科学部 管理栄養学科 図書の整備計画      （単位：冊）太字下線重点整備 

区分 
開設前年度 

（平成 31 年度） 

第 1 年次 

（平成 32 年度） 

第 2 年次 

（平成 33 年度） 

第 3 年次 

（平成 34 年度） 

第 4 年次 

（平成 35 年度） 

一般図書 100 100 100 100 100 

 人文科学系（哲学・

倫理学・心理学・史

学等） 

社会科学系（社会学、

経済学、社会福祉、

法学、キャリア形成

等） 

自然科学系（化学、

生物学、物理学、数

学等） 

語学（日本語、英語、

中国語） 

文学・教養 

情報科学 

人文科学系（哲学・

倫理学・心理学・史

学等） 

社会科学系（社会学、

経済学、社会福祉、

法学、キャリア形成

等） 

自然科学系（化学、

生物学、物理学、数

学等） 

語学（日本語、英語、

中国語） 

文学・教養 

情報科学 

人文科学系（哲学・

倫理学・心理学・史

学等） 

社会科学系（社会学、

経済学、社会福祉、

法学、キャリア形成

等） 

自然科学系（化学、

生物学、物理学、数

学等） 

語学（日本語、英語、

中国語） 

文学・教養 

情報科学 

人文科学系（哲学・

倫理学・心理学・史

学等） 

社会科学系（社会学、

経済学、社会福祉、

法学、キャリア形成

等） 

自然科学系（化学、

生物学、物理学、数

学等） 

語学（日本語、英語、

中国語） 

文学・教養 

情報科学 

人文科学系（哲学・

倫理学・心理学・史

学等） 

社会科学系（社会学、

経済学、社会福祉、

法学、キャリア形成

等） 

自然科学系（化学、

生物学、物理学、数

学等） 

語学（日本語、英語、

中国語） 

文学・教養 

情報科学 

専門図書 650 100 100 100 100 

社会・環境健康 50 10 10 10 10 

公衆衛生学 

地域包括ケアシステ

ム 

公衆衛生学 

地域包括ケアシステ

ム 

地域包括ケアシステ

ム 

公衆衛生学 

公衆衛生学 

地域包括ケアシステ

ム 

公衆衛生学 

地域包括ケアシステ

ム 

人体の構造 50 10 10 10 10 

生化学 

人体の構造学 

人体の機能学 

疾病論 

運動生理学 

生化学 

人体の機能学 

疾病論 

人体の構造学 

運動生理学 

運動生理学 

生化学 

人体の構造学 

人体の機能学 

疾病論 

生化学 

人体の構造学 

人体の機能学 

疾病論 

運動生理学 

生化学 

人体の構造学 

人体の機能学 

疾病論 

運動生理学 

食べ物と健康 80 10 10 10 10 

食品学 

食品衛生学 

調理科学 

食品加工学 

食品学 

食品衛生学 

調理科学 

食品加工学 

食品加工学 

食品衛生学 

食品学 

調理科学 

食品学 

食品衛生学 

調理科学 

食品加工学 

食品学 

食品衛生学 

調理科学 

食品加工学 

基礎栄養学 80 10 10 10 10 

基礎栄養学 基礎栄養学 基礎栄養学 基礎栄養学 基礎栄養学 

応用栄養学 80 10 10 10 10 

応用栄養学 応用栄養学 応用栄養学 応用栄養学 応用栄養学 

栄養教育論 50 10 10 10 10 

栄養教育論 栄養教育論 栄養教育論 栄養教育論 栄養教育論 

臨床栄養学 50 10 10 10 10 

臨床栄養学 臨床栄養学 臨床栄養学 臨床栄養学 臨床栄養学 

公衆栄養学 80 10 10 10 10 

公衆栄養学 公衆栄養学 公衆栄養学 公衆栄養学 公衆栄養学 

給食経営管理 80 10 10 10 10 

給食経営管理論 給食経営管理論 給食経営管理論 給食経営管理論 給食経営管理論 

 

 

 

 

 



2 

区分 
開設前年度 

（平成 31 年度） 

第 1 年次 

（平成 32 年度） 

第 2 年次 

（平成 33 年度） 

第 3 年次 

（平成 34 年度） 

第 4 年次 

（平成 35 年度） 

臨地実習他 50 10 10 10 10 

臨地実習 

管理栄養士国家試験

演習関連 

栄養教諭 

家庭科教諭 

教職関連科目 

教員試験問題等 

論文の書き方 

臨地実習 

管理栄養士国家試験

演習関連 

栄養教諭 

家庭科教諭 

教職関連科目 

教員試験問題等 

論文の書き方 

臨地実習 

管理栄養士国家試験

演習関連 

栄養教諭 

家庭科教諭 

教職科目 

教員試験問題等 

論文の書き方 

臨地実習 

管理栄養士国家試験

演習関連 

栄養教諭 

家庭科教諭 

教職科目 

教員試験問題等 

論文の書き方 

論文の書き方 

管理栄養士国家試験

演習関連 

臨地実習 

栄養教諭 

家庭科教諭 

教職科目 

教員試験問題等 

（うち外国図書） （10） （10） （10） （10） （10） 

計 750 200 200 200 200 

 



ＮＯ． 雑誌名 刊行頻度 備考

1 栄養学レビュー 年4回 継続受入中

2 栄養と料理 月刊 継続受入中

3 臨床栄養 月刊 継続受入中

4 食品衛生学雑誌 隔月刊 継続受入中

5 食育フォーラム 月刊 継続受入中

6 Nutrition Care 月刊 継続受入中

7 日本栄養士会雑誌 月刊 継続受入中

8 Foods & Food ingredents journal of Japan 季刊 継続受入中

9 PRACTICE 隔月刊 平成30年度より購読予定

10 いただきます ごちそうさま 季刊 平成30年度より購読予定

11 ヴェスタ 季刊 平成30年度より購読予定

12 うかたま 季刊 平成30年度より購読予定

13 ニューフードインダストリー (New Food Industry) 月刊 平成30年度より購読予定

14 ヘルスケア・レストラン 月刊 平成30年度より購読予定

15 栄養　Trends of Nutrition 季刊 平成30年度より購読予定

16 栄養経営エキスパート 隔月刊 平成30年度より購読予定

17 介護予防・健康づくり 年2回 平成30年度より購読予定

18 月刊食品と科学 月刊 平成30年度より購読予定

19 こどもの栄養 月刊 平成30年度より購読予定

20 食と健康 月刊 平成30年度より購読予定

21 食生活研究 隔月刊 平成30年度より購読予定

22 食品衛生研究 月刊 平成30年度より購読予定

23 糖尿病ケア 月刊 平成30年度より購読予定

24 保健の科学 月刊 平成30年度より購読予定

Functional Food 年2回刊 メディカルオンラインで利用可能

Medical Nutritionist of PEN Leaders 年2回刊 メディカルオンラインで利用可能

学校給食 月刊 メディカルオンラインで利用可能

ＮＯ． 備考

1 導入中

2 導入中

3 導入中

4 平成31年より導入予定

5 平成30年度新規導入予定

MEDLINE with Full Text

メディカルオンライン

購読雑誌・文献検索データベース一覧（管理栄養士関係）

文献検索データベース

医中誌Ｗｅｂ

Ｊ－DreamⅢ

CiNii



1 

健康科学部 臨床検査学科 図書の整備計画      （単位：冊）太字下線重点整備          

区分 
開設前年度 

（平成 31 年度） 

第 1 年次 

（平成 32 年度） 

第 2 年次 

（平成 33 年度） 

第 3 年次 

（平成 34 年度） 

第 4 年次 

（平成 35 年度） 

一般図書 100 100 100 100 100 

人文科学系（哲学・倫

理学・心理学・史学

等） 

社会科学系（社会学、

経済学、社会福祉、法

学、キャリア形成等） 

自然科学系（化学、生

物学、物理学、数学

等） 

語学（日本語、英語、

中国語） 

文学・教養 

情報科学 

人文科学系（哲学・倫

理学・心理学・史学

等） 

社会科学系（社会学、

経済学、社会福祉、法

学、キャリア形成等） 

自然科学系（化学、生

物学、物理学、数学

等） 

語学（日本語、英語、

中国語） 

文学・教養 

情報科学 

人文科学系（哲学・倫

理学・心理学・史学

等） 

社会科学系（社会学、

経済学、社会福祉、法

学、キャリア形成等） 

自然科学系（化学、生

物学、物理学、数学

等） 

語学（日本語、英語、

中国語） 

文学・教養 

情報科学 

人文科学系（哲学・倫

理学・心理学・史学

等） 

社会科学系（社会学、

経済学、社会福祉、法

学、キャリア形成等） 

自然科学系（化学、生

物学、物理学、数学

等） 

語学（日本語、英語、

中国語） 

文学・教養 

情報科学 

人文科学系（哲学・倫

理学・心理学・史学

等） 

社会科学系（社会学、

経済学、社会福祉、法

学、キャリア形成等） 

自然科学系（化学、生

物学、物理学、数学

等） 

語学（日本語、英語、

中国語） 

文学・教養 

情報科学 

専門図書 650 100 100 100 100 

人体の構造と機能 40 10 10 10 10 

解剖学、生理学、 

生化学 

細胞分子生物学、解

剖学、生理学、生化学 

健康食品、細胞分子

生物学、解剖学、生理

学、生化学 

解剖学、生理学、 

生化学、細胞分子生

物学、健康食品 

解剖学、生理学、 

生化学、細胞分子生

物学、健康食品 

医学検査の基礎と

疾病との関連 

110 10 10 10 10 

病理学、微生物学、 

血液学、遺伝学、免疫

学 

遺伝学、免疫学、病理

学、微生物学、 

血液学 

薬理学、医学英語、病

理学、微生物学、血液

学、遺伝学、免疫学 

医学英語、病理学、微

生物学、血液学、遺伝

学、免疫学、薬理学 

病理学、微生物学、血

液学、遺伝学、免疫

学、薬理学、医学英語 

保健医療福祉と医

学検査 

25 8 8 8 8 

医学概論、チーム医

療、公衆衛生学、栄養

学 

関係法規、医学概論、

公衆衛生学（医療統

計学を含む） 

医療統計学、地域医

療、医学概論、公衆衛

生学（法規を含む） 

栄養学、医学概論、公

衆衛生学（法規、医療

統計学を含む）、地域

医療 

栄養学、医学概論、公

衆衛生学（法規、医療

統計学を含む）、地域

医療 

医療工学及び情報

科学 

25 7 7 7 7 

医療工学、医療情報学 医療情報学、医療工学 医療工学、医療情報学 医療工学、医療情報学 医療工学、医療情報学 

臨床病態学 50 10 10 10 10 

臨床医学総論、臨床検

査医学 

臨床検査医学、臨床医

学総論 

病態解析学、臨床医学

総論、臨床検査医学 

病態解析学、臨床医学

総論、臨床検査医学 

臨床医学総論、臨床検

査医学、病態解析学 

形態検査学 60 10 10 10 10 

医動物学、血液検査

学、病理検査学、細胞

検査学、生殖医療 

血液検査学、医動物

学、病理検査学、細胞

検査学 

細胞検査学、医動物

学、病理検査学、血液

検査学 

生殖医療、医動物学、

病理検査学、血液検査

学、細胞検査学 

医動物学、病理検査

学、血液検査学、細胞

検査学、生殖医療 

医療安全管理学 40 5 5 5 5 

医療安全管理 医療安全管理 医療安全管理 医療安全管理 医療安全管理 

病因・生体防御検

査学 

60 10 10 10 10 

微生物検査学、免疫

検査学、輸血・移植検

査学、遺伝子・染色体

検査学 

遺伝子・染色体検査

学、微生物検査学、免

疫検査学、輸血・移植

検査学 

免疫検査学、微生物

検査学、輸血・移植検

査学、遺伝子・染色体

検査学 

微生物検査学、免疫

検査学、輸血・移植検

査学、遺伝子・染色体

検査学 

微生物検査学、免疫

検査学、輸血・移植検

査学、遺伝子・染色体

検査学 

生物化学分析検査

学 

140 10 10 10 10 

臨床検査総論、臨床

化学、放射性同位元

素検査学 

臨床化学、放射性同

位元素検査学、臨床

検査総論 

臨床化学、臨床検査

総論、放射性同位元

素検査学 

臨床検査総論、臨床

化学、放射性同位元

素検査学 

臨床検査総論、臨床

化学、放射性同位元

素検査学 

 



2 

区分 
開設前年度 

（平成 31 年度） 

第 1 年次 

（平成 32 年度） 

第 2 年次 

（平成 33 年度） 

第 3 年次 

（平成 34 年度） 

第 4 年次 

（平成 35 年度） 

検査総合管理学 

 

40 5 5 5 5 

検査管理学、機器分

析学 

検査管理学 機器分析学、検査管

理学 

検査管理学、機器分

析学 

検査管理学、機器分

析学 

生理機能検査学 40 10 10 10 10 

生理機能検査学、画

像検査学、救急救命

法 

生理機能検査学、画

像検査学 

画像検査学、生理機

能検査学 

生理機能検査学、画像

検査学、救急救命法 

生理機能検査学、画像

検査学、救急救命法 

臨地実習 他 20 5 5 5 5 

臨床検査技師臨地実

習関連、臨床検査技

師国家試験演習関

連、論文の書き方 

臨床検査技師臨地実

習関連、論文の書き

方、臨床検査技師国

家試験演習関連 

臨床検査技師国家試

験演習関連、臨床検

査技師臨地実習関連 

臨床検査技師国家試

験演習関連、臨床検

査技師臨地実習関

連、論文の書き方 

論文の書き方、臨床

検査技師臨地実習関

係、臨床検査技師国

家試験演習関連 

計 750 200 200 200 200 

 



ＮＯ． 雑誌名 刊行頻度 備考

1 Ｂｌｏｏｄ（冊子＋オンライン） 週刊 継続受入中

2 医学検査 隔月刊 継続受入中

3 実験医学 月刊12+8冊 継続受入中

4 検査と技術 月刊12+1冊 継続受入中

5 厚生の指標 月刊12+4冊 継続受入中

6 Ｍｅｄｉｃａｌ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 月刊12+1冊 継続受入中

7 medicina 月刊 継続受入中

8 日本臨床 月刊 継続受入中

9 臨床病理 月刊 継続受入中

10 臨床検査 月刊 継続受入中

11 生体の科学 年６回 継続受入中

12 Modern Media 月刊 継続受入中

13 日本検査血液学雑誌 季刊 継続受入中

14 臨床検査学教育 年3回 継続受入中

15 Nature 週刊 平成30年度より購読予定

16 病理と臨床 月刊 平成30年度より購読予定

17 医学のあゆみ 週刊 平成30年度より購読予定

ＮＯ． 備考

1 導入中

2 導入中

3 導入中

4 平成31年より導入予定

5 平成30年度新規導入予定

MEDLINE with Full Text

メディカルオンライン

購読雑誌・文献検索データベース一覧（臨床検査技師関係）

文献検索データベース

医中誌Ｗｅｂ

Ｊ－DreamⅢ

CiNii















専門科目と

管理栄養士学校指定規則との対比表



必
修

選
択

必
修

選
択

公衆衛生学Ⅰ（総論） ２前 2

公衆衛生学Ⅱ（各論） ２後 2

公衆衛生学実習 ３前 1

地域包括ケアシステム論 ３前 2

6 0 1 0

生化学Ⅰ（機能） １後 2

生化学Ⅱ（代謝） １後 2

生化学実験 ２前 1

人体の構造学 １後 2

人体の機能学 ２前 2

人体の構造学実習 ２前 1

人体の機能学実習 ２後 1

疾病論Ⅰ(総論） ２前 2

疾病論Ⅱ（各論） ２後 2

運動生理学 ３前 2

運動生理学実習 ３後 1

14 0 4 0

食品学Ⅰ（総論） １前 2

食品学Ⅱ（各論） １後 2

食品学実験 １後 1

食品衛生学 １後 2

食品衛生学実験 ２前 1

食品加工学実習 ３後 1

調理科学 １前 2

調理学実習Ⅰ（基礎） １前 1

調理学実習Ⅱ（応用） １後 1

8 0 5 0

28 0 10 0

教育課程（専門科目と管理栄養士学校指定規則の対比表）

6社会・環境と健康

人体の構造と機能及び
疾病の成り立ち

14

授業科目の名称
配当年

次
備考

計

計

食べ物と健康

単位数（授業形態別）

10

8

専
門
基
礎
分
野

区分
講義
又は
演習

実験
又は
実習

小計 28 10

講義又は演習 実験又は実習

10

計

28



必
修

選
択

必
修

選
択

基礎栄養学 １後 2

基礎栄養学実験 ２前 1

2 0 1 0

応用栄養学Ⅰ（栄養管理） ２前 2

応用栄養学Ⅱ（母性・成長期） ２前 2

応用栄養学Ⅲ（成人・高齢期） ２後 2

応用栄養学実習 ２後 1

6 0 1 0

栄養教育論Ⅰ（基礎） ２後 2

栄養教育論Ⅱ（応用） ３前 2

栄養教育論Ⅲ（実践） ４前 2

栄養教育論実習 ３前 1

6 0 1 0

臨床栄養学Ⅰ（総論） ２後 2

臨床栄養学Ⅱ（管理・評価） ３前 2

臨床栄養学Ⅲ（栄養食事療法） ３前 2

臨床栄養学実習Ⅰ（基礎） ３前 1

臨床栄養学実習Ⅱ（応用） ３後 1

病棟栄養管理学 ３後 2

口腔ケアと栄養管理 ３後 1

がんと栄養治療 ３後 1

10 0 2 0

公衆栄養学Ⅰ（総論） ２後 2

公衆栄養学Ⅱ（各論） ３前 2

地域公衆栄養学実習 ３後 1

4 0 1 0

給食経営管理論Ⅰ（総論） ２前 2

給食経営管理論Ⅱ（各論） ２後 2

給食経営管理実習Ⅰ（基礎） ３前 1

給食経営管理実習Ⅱ（応用） ３前 1

4 0 2 0

臨地実習事前・事後指導 ３通 1

管理栄養士総合演習 ４後 2

3 0 0 0

臨地実習Ⅰ（給食の運営） ３前 1

臨地実習Ⅱ（給食経営管理論） ３後 1

臨地実習Ⅲ（臨床栄養学） ３後 1

臨地実習Ⅳ（臨床栄養学） ３後 1

臨地実習Ⅴ（公衆栄養学） ３後 1

0 0 3 2

35 0 11 2

63 0 21 2

管理栄養士導入教育論 １後 1

健康栄養学 １後 1

チーム医療概論 １後 1

地域医療概論 ４前 1

救急救命法 １後 1

医療リスクマネジメント ２前 1

医学英語演習 ３前 1

医学英語特論 ４前 1

発展科目 卒業研究 ４通 4

4 8 0 0

67 8 21 2

67 23

90

指
定
規
則
外

合計

合計

導入科目

63 23

86

合計

35 13

専
門
分
野

60 22

小計

総合演習 2

臨地実習

給食経営管理論

8

計

計

計

計

4

32 12

－ 4

6

栄養教育論 6

「臨地実習Ⅰ（給食の運
営）に「給食の運営（1
単位）を含む

いずれか1単位選択必修

計

計

計

計

臨床栄養学 8

公衆栄養学 4

備考

講義又は演習 実験又は実習

区分
講義
又は
演習

実験
又は
実習

授業科目の名称
配当年

次

単位数（授業形態別）

基礎栄養学 2

応用栄養学







教育課程と

臨床検査技師学校指定規則との対比表



　　教育課程

必修 選択

生命倫理学 3前 2 15 ○

心理学 1前 2 15 ○

平和と友愛論 1前 1 15 ○

美術の世界 1前 1 15 ○

国際文化人間論 1前 1 15 ○

社会学 1前 2 15 ○

日本国憲法 1前 2 15 ○

社会福祉論 1後 2 15 ○

社会とメディア 1後 2 15 ○

経営学基礎 1後 2 15 ○

マーケティング論 2前 2 15 ○

ヒューマンコミュニケーション 1後 2 15 ○

化学概論 1前 2 15 ○
生物学概論 1前 2 15 ○

物理学概論 1前 2 15 ○

数学概論 1前 2 15 ○

統計学 1後 2 15 ○

健康科学 1前 1 15 ○

生活と環境 1前 2 15 ○

災害と生活 1後 2 15 ○

土佐の歴史 1前 1 15 ○

土佐の食文化 1前 1 30 ○

日本語文章表現 1前 1 15 ○

日本語口頭表現 1前 1 15 ○

日本語読解 2前 1 15 ○

英語文章表現 1前 1 30 ○

英語読解 2前 1 30 ○

日常英会話 1後 1 30 ○

英語プレゼンテーション 1後 1 30 ○

中国語の基礎 1後 1 30 ○

中国語会話 2前 1 30 ○

情報機器の活用と発信 1前 1 30 ○

情報機器とプレゼンテーション 2前 1 30 ○

情報倫理 2後 1 15 ○

キャリアデザインⅠ（基礎） 1前 1 30 ○

キャリアデザインⅡ（応用） 3前 1 30 ○

運動と健康 1前 1 15 ○

生涯スポーツ実技 1前 1 30 ○

解剖学 1前 2 15 ○

解剖学実習 1後 1 45 ○

生理学 1前 2 15 ○

生化学Ⅰ（物質生化学） 1前 2 15 ○

生化学Ⅱ（代謝生化学） 1後 1 30 ○

生化学実習 1後 1 45 ○

細胞分子生物学 2後 2 15 ○

健康食品総論 3前 2 15 ○

遺伝学 2前 2 15 ○

病理学総論 1後 2 15 ○

病理学各論 2前 1 30 ○

微生物学 1後 2 15 ○

血液学 1後 2 15 ○

免疫学 2前 2 15 ○

薬理学 3前 2 15 ○

医学英語演習 3前 1 30 ○

医学英語特論 4前 1 30 ○

医学概論 1前 1 15 ○

チーム医療概論 1後 1 30 ○

地域医療概論 4前 1 30 ○

公衆衛生学 2前 2 15 ○

公衆衛生学実習 2後 1 45 ○

地域包括ケアシステム論 3前 2 15 ○

関係法規 2後 1 15 ○

医療統計学 2後 1 15 ○

健康栄養学概論 4前 1 30 ○

医療工学概論 2前 2 15 ○

医療工学実習 2前 1 45 ○

医療情報学 3前 2 15 ○

医療情報学演習 4前 1 30 ○

医療検査情報システム論 4前 2 15 ○

8 8 8 4 0 0 0 0 0 0 0 0

28

1 7

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

8
単
位
必
修

4
単
位
以
上
選
択
必
修

32

医
学
検
査
の
基
礎
と
そ
の
疾
病

と
の
関
連

8
単
位
必
修

保
健
医
療
福
祉
と
医
学
検
査

8
単
位
必
修

医
療
工
学
及
び

情
報
科
学

4
単
位
必
修

小計 0

95

教
養
・
基
礎
科
目

人
間
と
文
化
の

探
求

必
修
20
単
位

8
単
位
以
上
選
択
必
修

28

現
代
社
会
の
探
求

自
然
科
学
の
探

求

地

域

と

環

境

と

理

解

の

探

求

5 4 4 6 9 11 10 9 7

日
本
語
科

目

外
国
語
科
目

情
報
科
目
キ

ャ

リ

ア

形

成

科

目

ス

ポ

ー

ツ

と

健

康

の

理

解

小計

様式第２号（その２）

教　育　課　程　と　指　定　規　則　と　の　対　比　表　

　（臨床検査技師学校）（高知学園大学健康科学部臨床検査学科）
別表（臨床検査技師課程）

保

健

医

療

福

祉

と

医

学

検

査

医
療
工
学
及
び
情
報
科
学

臨
床
病
態
学

形
態
検
査
学

生
物
化
学
分
析
検
査
学

病
因
・
生
体
防
御
検
査
学

生
理
機
能
検
査
学

検
査
総
合
管
理
学

医
療
安
全
管
理
学

臨
地
実
習

区　分 授業科目
配当
年次

単位数
1単位

当たり

の時間

数

履修方法
及び

卒業要件

14 8

　　　　　　　　　指定規則の教育内容 基礎分野 専門基礎分野 専門分野

計

科
学
的
思
考
の
基
盤

人
間
と
生
活

人
体
の
構
造
と
機
能

医
学
検
査
の
基
礎
と

そ
の
疾
病
と
の
関
連



　　教育課程

必修 選択

臨床医学総論 1後 2 15 ○

臨床医学各論 2前 2 15 ○

臨床検査医学 2後 2 15 ○

病態解析学特論 4前 2 30 ○

総合臨床検査学 4後 4 30 ○

医動物学 2前 1 30 ○

病理検査学 3前 2 15 ○

病理検査学実習 3前 2 45 ○

血液検査学Ⅰ（疾患と検査） 2前 2 15 ○

血液検査学Ⅱ（機器とデータ解析） 3前 1 30 ○

血液検査学実習 2後 2 45 ○

細胞検査学 3前 1 30 ○

生殖医療概論 4前 2 15 ○

臨床検査学基礎実習 1前 1 45 ○

臨床検査総論 1後 2 15 ○

臨床検査総論実習 2前 1 45 ○

臨床化学Ⅰ（基礎） 2前 2 15 ○

臨床化学Ⅱ（臨床応用） 2後 1 30 ○

臨床化学実習 3前 2 45 ○

放射性同位元素検査学 2後 2 15 ○

微生物検査学 2前 2 15 ○

微生物検査学実習 2後 2 45 ○

免疫検査学 2後 2 15 ○

免疫検査学実習 3前 1 45 ○

輸血・移植検査学 2後 2 15 ○

輸血・移植検査学実習 3前 1 45 ○

遺伝子・染色体検査学 2後 2 15 ○

遺伝子・染色体検査学実習 3前 1 45 ○

救急救命法 1後集 1 30 ○

生理機能検査学Ⅰ（基礎） 1後 2 15 ○

生理機能検査学Ⅱ（臨床） 2前 1 30 ○

生理機能検査学実習 2後 2 45 ○

画像検査学 2前 2 15 ○

画像検査学実習 2後 2 45 ○

画像検査学特論 4前 1 30 ○

検査管理総論 2前 2 15 ○

検査管理学演習 3前 1 30 ○

検査管理学特論 4前 2 15 ○

機器分析学 4前 2 15 ○

総合臨床検査セミナー 4後 4 30 ○

医療安全管理学演習 3前 1 30 1単位 ○

臨地実習前総合演習 3前 4 30 ○

臨地実習 3後 7 45 ○

卒業研究 4通 4 30 4単位必修

0 0 0 0 6 9 11 10 9 7 1 7

130

35指定規則に対する増単位数 14 11 10

臨地実習 7単位

卒業研究

小計 0

形
態
検
査
学

9
単
位
必
修

生
物
化
学
分
析
検
査
学

11
単
位
必
修

病
因
・
生
体
防
御
検
査
学

10
単
位
必
修

生
理
機
能
検
査
学

32 70卒業要件単位数 28

6
単
位
以
上
選
択
必
修

9
単
位
必
修

検
査
総
合
管
理
学

7
単
位
必
修

医療安全管理学

専
門
科
目

臨
床
病
態
学

6
単
位
必
修

7 955 4 4 6 9 11

70

10 9 7 1

別表（臨床検査技師課程）

　　　　　　　　　指定規則の教育内容 基礎分野 専門基礎分野 専門分野

計

医
療
安
全
管
理
学

臨
地
実
習

生
理
機
能
検
査
学

検
査
総
合
管
理
学

人
体
の
構
造
と
機
能

医
学
検
査
の
基
礎
と

そ
の
疾
病
と
の
関
連

保

健

医

療

福

祉

と

医

学

検

査

医
療
工
学
及
び
情
報
科
学

14 8

臨
床
病
態
学

形
態
検
査
学

生
物
化
学
分
析
検
査
学

病
因
・
生
体
防
御
検
査
学

科
学
的
思
考
の
基
盤

人
間
と
生
活

区　分 授業科目
配当
年次

単位数
1単位

当たり

の時間

数

履修方法
及び

卒業要件







主催　NPO法人 日本バイオ技術教育学会

平成30（2018）年度

第27回
中級バイオ技術者認定試験

第24回
上級バイオ技術者認定試験

医療・医薬品、化粧品、食品、農業、環境、

化学工業など、私たちを取り巻く様々な分野で

活用が期待されるバイオ技術。

その知識や能力を認定するのが

「バイオ技術者認定試験」です。

バイオ業界で必須の資格を取得しましょう。

試験日程 試験時間（中級・上級とも）

平成30年12月16日（日）
集合時間 10：00

午前の部　10：30～12：00（90分）
午後の部　13：00～14：30（90分）

試験会場

全国49会場

ネットで
出願!

受験要項・申込書



バイオ技術者認定試験は平成6（1994）年に始まった、日本で最も歴史の長い

バイオ技術関連の資格試験です。バイオ技術は様々な分野での活用が期待さ

れており、技術者として持つべき知識・技術を認定することを目的として認定試

験制度がスタートしました。中級・上級試験は年１回12月に実施され、バイオ技

術に関する知識の確認に役立つほか、取得した資格はバイオ技術関係の就職

やキャリアアップに活用されています。これまでの受験者数等は以下の通りです。

バイオ技術者認定試験とは1

レベル・受験資格・試験科目2

遺伝子工学技術や細胞工学技術など

のバイオ技術分野の基盤となる生化

学、微生物学、分子生物学、遺伝子

工学の知識を持ち、指導者の指示の

もとでバイオ関連実験を適切かつ安全

に実行しうる能力を認定します。

バイオ技術分野の基礎（核酸、タン

パク質、機器等）から、応用（微生

物バイオテクノロジー、動物バイオテ

クノロジー、植物バイオテクノロジー）

に至る幅広い知識を持ち、バイオ関連

実験を適切かつ安全に実行しうる能力

を認定します。

・バイオテクノロジー総論 （環境と

安全性、バイオ機器、バイオ英語） 

 30 問

・生化学 30 問

・微生物学 30 問

・分子生物学 30 問

・遺伝子工学 30 問

基礎バイオテクノロジー 

・核酸・タンパク質 30 問

・安全管理 10 問

・バイオ機器 10 問 

応用バイオテクノロジー 

・微生物バイオテクノロジー 20 問 

・動物バイオテクノロジー 20 問 

・植物バイオテクノロジー 20 問

次のいずれか一つに当てはまる者

①初級バイオ技術者認定試験に合格

し認定証を取得した者。 

②大学、短期大学および専門学校の

バイオ技術に関する課程を卒業した

者、または２学年修了者および２学

年修了見込みの者。 

③高等専門学校のバイオ技術に関す

る課程を卒業した者および卒業見

込みの者。

④その他、前項と同等以上であること

を本学会が認めた者。

次のいずれか一つに当てはまる者

①中級バイオ技術者認定試験に合格

し認定証を取得した者。 

②大学のバイオ技術に関する課程の３

年次修了見込みの者、卒業者また

は卒業見込みの者。

③３年制以上の専門学校・短大のバ

イオ技術に関する課程の３年次修了

見込みの者、卒業者または卒業見

込みの者。

級 中級

1

上級

レ
ベ
ル

44,691 人受験者数

中級（第1回～第26回）

15,422 人

32,704 人合格者数 7,905 人

73.2％平均合格率 51.3％

上級（第1回～第23回）

受
験
資
格

試
験
科
目

午
前
の
部﹇
90
分
﹈

午
後
の
部
﹇
90
分
﹈



Healthcare Information Technologist

2018年度 第16回
医療情報技師
能力検定試験

●試験会場

北海道 宮城県 新潟県 東京都 石川県 愛知県 大阪府

岡山県 広島県 香川県 福岡県 鹿児島県 沖縄県

●受検資格 どなたでも受検できます

●受検科目 情報処理技術/医学・医療/医療情報システム

●検定料 詳細は下記Webサイトでご確認ください。

●申込方法 下記のWebサイトからお申し込みください。

http://www.jami.jp/jadite/new/index.html

【問い合わせ先】
一般社団法人 日本医療情報学会 医療情報技師育成部会事務局
〒113-0033 東京都文京区本郷2丁目17-17 井門本郷ビル2階
TEL:03-3811-4167 FAX:03-3811-4169
E-mail:hcit-office@umin.ac.jp

最新情報はホームページに掲載いたします

試 験 日 ２０１８年 ８月２６日（日）



医療情報技師育成 到達目標  (2016年 4月 11日 更新)

最近の情報通信技術 ICTの進歩ならびに、医療の情報化の進展は目覚ましく、医療情報技師に求

められる知識・技能 。資質は大きく変わりつつあります。そこで今回、新しい新到達目標を作成し

ました。今後、検定試験、教科書出版等につきましても、新しい到達目標に基づいて実施してまい

ります。

医療情報システム系 :医療情報技師の役割と求められる基本能力・姿勢を身につけるために、医療情報

の特性、取り扱い上の留意点を把握し、具体的な医療情報システムの内容、企画から稼動までの流れ、

稼動後の維持管理の方法について理解する。さらに、医療情報を共有するための標準化について理解する

とともに、医療情報分野の進むべき方向について考える能力を身につける。

①医療情報の特性と医療情報システム  ②医療を支える情報システムの構成

③病院情報システムの機能       ④病院情報システムの導入

⑤病院情報システムの運用       ⑥システムの評価と改善

⑦医療情報の標準化          ③医療情報技師の3Cを支えるスキル

⑨医療情報分野の将来

医学・医療系 :医療情報技師の役割と求められる基本能力・姿勢を身につけるために、医学の役割と

医療倫理をはじめとして、医療情報システム構築のために必要な医学医療の全体像とその概念、医療プ

ロセス、診療記録など医療記録について理解する。さらに、医療情報を医学医療で活用するために不可

欠な医学医療統計、臨床研究の概念について理解するとともに、医療情報分野の進むべき方向について

考える能力を身につける。

①医学・医療総論           ②社会保障と医療制度

③医療管理              ④医療プロセス

⑤医学・薬学・看護学         ⑥検査 。診断

⑦治療 。処置             ③診療録及びその他の医療記録

⑨医学研究              ⑩医学医療統計

⑪臨床データベースの構築

情報処理技術系 :本系では、医療情報技師が、医療現場のニーズにあつた医療情報システムを開発

導入し、適切かつ効率的に運用・管理していくために必要な「情報処理技術」の知識および技能を示す。

この中には、「情報処理技術」の基礎的な事項だけでなく、医療情報技師として求められる医療分野に

おける応用的な事項も含まれている。なお、学習目標に関連した具体的な技術は日々進歩しているので、

医療情報システムに活用できる新技術を学ぶことも必要である。

①情報の表現             ②ハー ドウウェア

③ソフトウウェア           ④データの種類と交換

⑤データベース技術          ⑥ネットワーク技術

⑦情報セキュリティ          ③情報システムの開発

⑨情報システムの運用と管理      ⑩最新の情報技術と情報サービス
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臨地実習施設一覧 

 

科目名：臨地実習Ⅰ（給食の運営） 

№ 実習施設名 住 所 
依頼予定 

人数 
備考 

１ 
独立行政法人国立病院機構 
高知病院 

〒780-8077 
高知市朝倉西町 1 丁目 2番 25 号  ４人 

 

２ 
国立大学法人高知大学 
医学部附属病院 

〒783-8505 
南国市岡豊町小蓮 185-1  ６人 

 

３ 
高知県・高知市病院企業団立 
高知医療センター 

〒781-8555 
高知市池 2125 番地 1 ２０人 

 

４ 高知県立あき総合病院 
〒784-0027 
安芸市宝永町 3番 33 号  ３人 

 

５ 高知赤十字病院 
〒780-8562 
高知市新本町 2丁目 13番 51 号  ４人 

 

６ 
独立行政法人地域医療機能推進
機構高知西病院 

〒780-8040 
高知市神田 317-12  ４人 

 

７ 
高知県厚生農業協同組合連合会 
ＪＡ高知病院 

〒783-8509 
南国市明見字中野 526-1  ４人 

 

８ 
社会医療法人近森会 
近森病院 

〒780-8522 
高知市大川筋一丁目 1番 16 号  ８人 

 

９ 
社会医療法人仁生会 
細木病院 

〒780-8535 
高知市大膳町 37  ２人 

 

10 
社会医療法人仁生会 
三愛病院 

〒781-8136 
高知市一宮西町 1 丁目 7-25  ２人 

 

11 医療法人創治 竹本病院 
〒787-0015 
四万十市右山 1973 番地 2  ４人 

 

12 医療法人長生会 大井田病院 
〒788-0001 
宿毛市中央 8 丁目 3番 6号  ３人 

 

13 南国病院 
〒783-0004 
南国市大埇甲 1479 番地 3 １～２人 

 

14 
医療法人五月会 
須崎くろしお病院 

〒785-8501 
須崎市緑町 4番 30 号  ２人 

 

15 
医療法人武田会 
高知鏡川病院 

〒780-8037 
高知市城山町 270  ２人 

 

16 高知県立幡多けんみん病院 
〒787-0785 
宿毛市山奈町芳奈 3-1  ３人 

 

17 特別養護老人ホームあざみの里 
〒781-0011 
高知市薊野北町 2 丁目 25番 8 号 １人  

18 
社会福祉法人南海福祉会 
介護老人福祉施設グランボヌール 

〒781-5101 
高知市布師田字宮ノ辺 1362  ２人  
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№ 実習施設名 住 所 
依頼予定 

人数 
備考 

19 特別養護老人ホーム海の里 
〒781-0112 
高知市仁井田 1618 番地 18  １人 

 

20 
社会福祉法人土佐香美福祉会 
特別養護老人ホーム 
ウエルプラザ洋寿荘 

〒781-5704 
安芸郡芸西村西分乙 297 番  ２人 

 

21 
土佐市特別養護老人ホーム 
とさの里 

〒781-1101 
土佐市高岡町甲 1792 番地 2  ２人 

 

22 
社会福祉法人黒潮福祉会 
黒潮町特別養護老人ホーム 
かしま荘 

〒789-1720 
幡多郡黒潮町佐賀 3177  １人 

 

23 
社会福祉法人ふるさと会 
特別養護老人ホーム森の里高知 

〒781-0240 
高知市横浜 20番 1  ２人 

 

24 介護老人保健施設あいおい 
〒780-0054 
高知市相生町 1-35  ３人 

 

25 
社会福祉法人土佐香美福祉会 
特別養護老人ホーム 
ウエルプラザやまだ荘 

〒782-0038 
香美市土佐山田町秦山町 3 丁目
4 番 20 号 

 ２人 
 

26 特別養護老人ホーム 窪川荘 
〒786-0032 
高岡郡四万十町影野 640-2  １人 

 

27 
介護老人保健施設 
とさやまだファミリア 

〒782-0043 
香美市土佐山田町 548  ２人 

 

28 特別養護老人ホームトキワ苑 
〒781-3521 
土佐郡土佐町田井 1377 番 29  ２人 

 

29 陸上自衛隊高知駐屯地 
〒781-5495 
香南市香我美町上分 3390  ３人 

 

合計９６～９７人 
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科目名：臨地実習Ⅱ（給食経営管理論） 

№ 実習施設名 住 所 
依頼予定 

人数 
備考 

１ 
独立行政法人国立病院機構 
高知病院 

〒780-8077 
高知市朝倉西町 1 丁目 2番 25 号  ４人 

 

２ 
国立大学法人高知大学 
医学部附属病院 

〒783-8505 
南国市岡豊町小蓮 185-1  ６人 

 

３ 
高知県・高知市病院企業団立 
高知医療センター 

〒781-8555 
高知市池 2125 番地 1 ２０人 

 

４ 高知県立あき総合病院 
〒784-0027 
安芸市宝永町 3番 33 号  ３人 

 

５ 高知赤十字病院 
〒780-8562 
高知市新本町 2丁目 13番 51 号  ４人 

 

６ 
独立行政法人地域医療機能推進
機構高知西病院 

〒780-8040 
高知市神田 317-12  ４人 

 

７ 
高知県厚生農業協同組合連合会 
ＪＡ高知病院 

〒783-8509 
南国市明見字中野 526-1  ４人 

 

８ 
社会医療法人近森会 
近森病院 

〒780-8522 
高知市大川筋一丁目 1番 16 号  ８人 

 

９ 
社会医療法人仁生会 
細木病院 

〒780-8535 
高知市大膳町 37  ２人 

 

10 
社会医療法人仁生会 
三愛病院 

〒781-8136 
高知市一宮西町 1 丁目 7-25  ２人 

 

11 医療法人創治 竹本病院 
〒787-0015 
四万十市右山 1973 番地 2  ４人 

 

12 医療法人長生会 大井田病院 
〒788-0001 
宿毛市中央 8 丁目 3番 6号  ３人 

 

13 南国病院 
〒783-0004 
南国市大埇甲 1479 番地 3 １～２人 

 

14 
医療法人五月会 
須崎くろしお病院 

〒785-8501 
須崎市緑町 4番 30 号  ２人 

 

15 
医療法人武田会 
高知鏡川病院 

〒780-8037 
高知市城山町 270  ２人 

 

16 高知県立幡多けんみん病院 
〒787-0785 
宿毛市山奈町芳奈 3-1  ３人 

 

17 特別養護老人ホームあざみの里 
〒781-0011 
高知市薊野北町 2 丁目 25番 8 号 １人  

18 
社会福祉法人南海福祉会 
介護老人福祉施設グランボヌール 

〒781-5101 
高知市布師田字宮ノ辺 1362  ２人  
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№ 実習施設名 住 所 
依頼予定 

人数 
備考 

19 特別養護老人ホーム海の里 
〒781-0112 
高知市仁井田 1618 番地 18  １人 

 

20 
社会福祉法人土佐香美福祉会 
特別養護老人ホーム 
ウエルプラザ洋寿荘 

〒781-5704 
安芸郡芸西村西分乙 297 番  ２人 

 

21 
土佐市特別養護老人ホーム 
とさの里 

〒781-1101 
土佐市高岡町甲 1792 番地 2  ２人 

 

22 
社会福祉法人黒潮福祉会 
黒潮町特別養護老人ホーム 
かしま荘 

〒789-1720 
幡多郡黒潮町佐賀 3177  １人 

 

23 
社会福祉法人ふるさと会 
特別養護老人ホーム森の里高知 

〒781-0240 
高知市横浜 20番 1  ２人 

 

24 介護老人保健施設あいおい 
〒780-0054 
高知市相生町 1-35  ３人 

 

25 
社会福祉法人土佐香美福祉会 
特別養護老人ホーム 
ウエルプラザやまだ荘 

〒782-0038 
香美市土佐山田町秦山町 3 丁目
4 番 20 号 

 ２人 
 

26 特別養護老人ホーム 窪川荘 
〒786-0032 
高岡郡四万十町影野 640-2  １人 

 

27 
介護老人保健施設 
とさやまだファミリア 

〒782-0043 
香美市土佐山田町 548  ２人 

 

28 特別養護老人ホームトキワ苑 
〒781-3521 
土佐郡土佐町田井 1377 番 29  ２人 

 

29 陸上自衛隊高知駐屯地 
〒781-5495 
香南市香我美町上分 3390  ３人 

 

合計９６～９７人 
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科目名：臨地実習Ⅲ（臨床栄養学） 

№ 実習施設名 住 所 
依頼予定 

人数 
備考 

１ 
独立行政法人国立病院機構 
高知病院 

〒780-8077 
高知市朝倉西町 1 丁目 2番 25 号  ４人 

 

２ 
国立大学法人高知大学 
医学部附属病院 

〒783-8505 
南国市岡豊町小蓮 185-1  ６人 

 

３ 
高知県・高知市病院企業団立 
高知医療センター 

〒781-8555 
高知市池 2125 番地 1 ２０人 

 

４ 高知県立あき総合病院 
〒784-0027 
安芸市宝永町 3番 33 号  ３人 

 

５ 高知赤十字病院 
〒780-8562 
高知市新本町 2丁目 13番 51 号  ４人 

 

６ 
独立行政法人地域医療機能推進
機構高知西病院 

〒780-8040 
高知市神田 317-12  ４人 

 

７ 
高知県厚生農業協同組合連合会 
ＪＡ高知病院 

〒783-8509 
南国市明見字中野 526-1  ４人 

 

８ 
社会医療法人近森会 
近森病院 

〒780-8522 
高知市大川筋一丁目 1番 16 号  ８人 

 

９ 
社会医療法人仁生会 
細木病院 

〒780-8535 
高知市大膳町 37  ２人 

 

10 
社会医療法人仁生会 
三愛病院 

〒781-8136 
高知市一宮西町 1 丁目 7-25  ２人 

 

11 医療法人創治 竹本病院 
〒787-0015 
四万十市右山 1973 番地 2  ４人 

 

12 医療法人長生会 大井田病院 
〒788-0001 
宿毛市中央 8 丁目 3番 6号  ３人 

 

13 南国病院 
〒783-0004 
南国市大埇甲 1479 番地 3 １～２人 

 

14 
医療法人五月会 
須崎くろしお病院 

〒785-8501 
須崎市緑町 4番 30 号  ２人 

 

15 
医療法人武田会 
高知鏡川病院 

〒780-8037 
高知市城山町 270  ２人 

 

16 高知県立幡多けんみん病院 
〒787-0785 
宿毛市山奈町芳奈 3-1  ３人 

 

合計 ７２～７３人 
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臨地実習Ⅳ（臨床栄養学）：選択科目 

№ 実習施設名 住 所 
依頼予定 

人数 
備考 

１ 
独立行政法人国立病院機構 
高知病院 

〒780-8077 
高知市朝倉西町 1 丁目 2番 25 号  ４人 

 

２ 
国立大学法人高知大学 
医学部附属病院 

〒783-8505 
南国市岡豊町小蓮 185-1  ６人 

 

３ 
高知県・高知市病院企業団立 
高知医療センター 

〒781-8555 
高知市池 2125 番地 1 ２０人 

 

４ 高知県立あき総合病院 
〒784-0027 
安芸市宝永町 3番 33 号  ３人 

 

５ 高知赤十字病院 
〒780-8562 
高知市新本町 2丁目 13番 51 号  ４人 

 

６ 
独立行政法人地域医療機能推進
機構高知西病院 

〒780-8040 
高知市神田 317-12  ４人 

 

７ 
高知県厚生農業協同組合連合会 
ＪＡ高知病院 

〒783-8509 
南国市明見字中野 526-1  ４人 

 

８ 
社会医療法人近森会 
近森病院 

〒780-8522 
高知市大川筋一丁目 1番 16 号  ８人 

 

９ 
社会医療法人仁生会 
細木病院 

〒780-8535 
高知市大膳町 37  ２人 

 

10 
社会医療法人仁生会 
三愛病院 

〒781-8136 
高知市一宮西町 1 丁目 7-25  ２人 

 

11 医療法人創治 竹本病院 
〒787-0015 
四万十市右山 1973 番地 2  ４人 

 

12 医療法人長生会 大井田病院 
〒788-0001 
宿毛市中央 8 丁目 3番 6号  ３人 

 

13 南国病院 
〒783-0004 
南国市大埇甲 1479 番地 3 １～２人 

 

14 
医療法人五月会 
須崎くろしお病院 

〒785-8501 
須崎市緑町 4番 30 号  ２人 

 

15 
医療法人武田会 
高知鏡川病院 

〒780-8037 
高知市城山町 270  ２人 

 

16 高知県立幡多けんみん病院 
〒787-0785 
宿毛市山奈町芳奈 3-1  ３人 

 

合計 ７２～７３人 
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科目名：臨地実習Ⅴ（公衆栄養学）：選択科目 

№ 実習施設名 住 所 
依頼予定 

人数 
備考 

１ 

（管轄）高知県健康政策部健康長寿
政策課 

（実習施設） 

・安芸福祉保健所 

・中央東福祉保健所 

・中央西福祉保健所 

・須崎福祉保健所 

・幡多福祉保健所 

〒780-8570 
高知市丸ノ内 1丁目 2-20 

１５人 

 

２ 

（管轄）高知市保健所健康増進課 

（実習施設） 

・高知市保健所 

〒780-0850 

高知市丸ノ内1丁目7番45

号 
１５人 

 

合計 ３０人 

  ・臨地実習Ⅴ（公衆栄養学）の希望学生が多い場合の対応 

臨地実習Ⅴ（公衆栄養学）の希望者が多い場合、卒業後に行政への就職を希望する

学生を優先的に配分する。 



 
 
 
 
資料１０-２として健康科学部管理栄養学科臨地実習承諾書を添付した。 
 



 

 

〇年度 

健康科学部管理栄養学科 

臨地実習要項 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知学園大学 健康科学部管理栄養学科 

 

学籍番号                     

 

氏名                       
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１．臨地実習の目的 

 実践活動の場での課題発見、解決を通して、栄養評価・判定に基づく適切なマネジメントを行

うために必要とされる専門的知識及び技術の統合を図り、管理栄養士として具備すべき知識及び

技能を修得することを目的とする。 

 

２．実習別の実習目的と実習目標 

（１）臨地実習Ⅰ（給食の運営） 

 １）実習目的 

    献立作成から栄養・食事管理、給食の提供までの一連の給食運営業務に必要な知識と技

術及び専門的知識及び技術の統合を図り、管理栄養士として具備すべき知識及び技能を修

得することを目的とする。 

 

  ２）実習目標 

    給食業務を行うために必要な、食事の計画や調理を含めた給食サービスの提供に関する

技術を修得する。給食運営における、管理栄養士の職務内容と責務について理解できる。 

   ①施設における栄養部門業務全般について、基本的な事項を説明できる。  

   ②献立の立案から配膳に至る一連の業務（全般または一部）ができる。  

   ③フードサービスの視点からどのような工夫や技術が活用されているかを説明できる 

   ④実習施設における食事オーダー管理がどのような体制やシステムで運営されて いるか

を説明できる（食数管理、食事オーダー管理）。  

   ⑤特に、医療機関では食種が多く、また、介護老人保健施設では嚥下食等食事形 態の要望

等特別に複雑な食事内容が要求される場合も少なくない。献立管理や調 理作業上、どの

ように対応しているのかを説明できる（献立管理、食数管理、作業 管理等）。  

   ⑥適時・適温配膳において、どのような機器や備品が用いられて作業が行われているかを

説明でき、考察する（作業管理、温度管理、施設・備品管理等）。  

   ⑦衛生管理について、院内感染の予防、食中毒の予防等の観点から説明できる（衛生管 理、

危機管理、HACCP 等）。 

 

（２）臨地実習Ⅱ（給食経営管理論） 

 １）実習目的 

    給食の運営における食品の流通や、給食にかかわる組織などを総合的に判断し、栄養面、

安全面、経済面全般のマネジ メントを行なう能力を養い、実践活動の場での課題発見、解

決を通して、組織管理などのマネジメントの基本的な考え方や方法を習得する。 

 ２）実習目標 

   給食運営や関連の資源を総合的に判断し、栄養面、安全面、経済面全般のマネジメントに

ついての専門的知識や技術の統合を図る。 

   ①施設における栄養部門業務全般について、基本的な理解を深め、部門 業務がどのような

経営ビジョンにより運営されているかを理解する（給食管理・栄養指導・臨床栄養管理、

組織管理）。 
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   ②給食経営管理の知識や技術が、給食の現場においてどのように生かされているかを説明

できる（マーケティング、経営管理）。 

      ③個人の栄養アセスメントに基づいた、栄養管理を実施するにあたり、給食業務の合理化

や標準化の観点からどのような工夫や技術が活用されているかを説明できる（マーケテ

ィング、選択オーダー、業務分析等） 。 

   ④医療関連施設では、食事オーダー管理が特に複雑であることから、どのような 体制やシ

ステムで運営されているか説明できる（食数管理、食事オーダー 管理）。 

    ⑤医療関連施設では食種が多く、個別に複雑な食事内容が要求される場合もある。 給食運

営のシステムとして、このようなニーズにどのように対処しているかを説明することが

でき、考察する（基本姿勢、業務体制・他部門との連絡調整） 。 

   ⑥適時・適温配膳においてどのような機器や備品が用いられて作業が行われて いるかを説

明することができ、考察する（作業管理、温度管理、施設・設備管理）。 

    ⑦栄養指導や栄養管理業務を含め、栄養部門の業務が安定して遂行されるためには、どの

ような工夫や合理化が行われてきたかを説明できる（組織・労務管理等）。  

   ⑧衛生管理について、院内感染の予防、食中毒の予防等の観点から説明できる（衛生管理、

危機管理、HACCP 等） 。 

   ⑨嗜好調査や喫食量の調査等を実施し、実習施設における栄養・食事の課題等が検討でき

る。 

 

（３）臨地実習Ⅲ・Ⅳ（臨床栄養学） 

 １）実習目的 

   実践活動の場での課題発見、解決を通して、栄養評価・判定に基づく適切なマネジメント

を行うために、実際に業務を体験し、患者や利用者に対する各種計測による栄養評価・判定

方法など、適切な栄養マネジメントを行うために必要な知識や技術を習得する。また、病棟、

外来等での個人・集団の栄養食事指導技法の実際について学修し、チーム医療における管理

栄養士の役割についても理解を深める。 

   病院管理栄養士の知識・技術・態度を修得する。具体的には、各種疾患について、カルテ

閲覧・患者面接から情報を収集し、個別栄養管理の必要な患者のスクリーニング栄養アセス

メント、栄養ケアの作成を学ぶ。また個人・集団栄養指導の実践を修得する。 

 

 ２）実習目標 

    臨床栄養に必要な知識・技術・資質に気づき、管理栄養士の責務としてそれらの必要性

が理解できる。実際の管理栄養士業務を体験する中で、修得した知識および技術の活用に

ついて説明できる。 

    カルテ閲覧を通して、必要な情報を取集できる能力を身に付ける。疾患別栄養指導の指

導方法、報告書の作成ができる。各種チームにおける管理栄養士の役割を説明できる。症

例を検討することができる。 

   ①院内食事箋と疾患別栄養管理を説明できる。 

   ②栄養補給方法について説明できる。 
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   ③外来・入院患者および入所者を対象とした栄養食事指導について説明できる。 

   ④ベッドサイドへの訪問により、入院患者・入所者の栄養問題が実際に存在していること

を把握する。 

   ⑤栄養アセスメント、（ケア）カンファレンス、栄養ケアプランの立案について説明できる。 

   ⑥チーム医療（ＮＳＴ、クリニカルパス等）の実際について説明できる。 

   ⑦医療スタッフの一員として、患者・入所者へ関わることができる（対応やマナー等）。 

   ⑧入院患者・入所者に対する個別対応（栄養・食事面から）の実際について説明すること

ができる。 

   ⑨栄養食事指導や栄養管理の報告書、並びに診療録（カルテ）の実際について説明するこ

とができる。 

   ⑩ケーススタディ（事例研究法）の実際について説明できる。 

   ⑪医療施設における栄養部門業務のあり方、実習施設の取り組みについて説明できる。 

 

（４）臨地実習Ⅴ（公衆栄養学） 

 １）実習目的 

    実践活動の場での課題発見、解決を通して、管理栄養士が果たすべき多様な専門領域に

関する基本となる能力を高めるために、管理栄養士に必要とされる知識、技能、態度およ

び考え方の総合的に学修する。公衆衛生を理解し、保健・医療・福祉・介護システムの中

で、栄養・給食関連サービスのマネジメントと健康の保持増進、疾病の一次、二次、三次

予防のための栄養指導の方法を修得する。 

 

 ２）実習目標 

    保健所や保健センターにおいて地域住民の健康・栄養改善のために実施されている栄養

関連サービスの実際について理解し、事業を総合的にマネジメントできる力を身につける。  

〇保健所 

   ①組織体制・管内の現状について説明できる。 

   ②公衆衛生行政の概要（保健所の役割）について説明できる。 

   ③管理栄養士の業務の概要、関連法規（法的根拠）について説明できる。 

   ④健康・栄養課題の明確化とＰＤＣＡサイクルについて説明できる。 

    ・地域における実態把握、分析、課題の明確化 

    ・課題の解決に向け計画の立案・施策化 

    ・施策を評価するための目標設定・評価の実施 

   ⑤生活習慣病の発症予防と重症化予防、社会生活を営むために必要な機能の維持・向上に

ついて説明できる。 

    ・専門的な栄養指導、食生活支援 

    ・食生活改善推進員等に係るボランティア組織の育成や活動の支援 

    ・関係機関および団体（患者会等）との連携 

   ⑥食を通じた社会環境の整備について説明できる。  

    ・特定給食施設における栄養管理状況の把握及び評価に基づく指導・支援 
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    ・飲食店によるヘルシーメニューの提供等の促進（食環境の整備） 

    ・地域の栄養ケア等の拠点の整備 

    ・保健、医療、福祉及び介護領域における管理栄養士・栄養士の育成 

    ・健康危機管理体制の整備（市町村や関係機関等との調整・支援体制） 

    ・健康増進に資する食に関する多領域の施策との連携 

   ⑦市町村との連絡調整及び栄養・食生活の改善ための技術的な支援について説明できる。 

 

  〇市町村保健センター等 

   ①組織体制・管内の現状について説明できる。 

   ②公衆衛生行政の概要（市町村保健センターの役割）について説明できる。 

   ③管理栄養士の業務の概要、関連法規（法的根拠）について説明できる。 

   ④健康・栄養課題の明確化とＰＤＣＡサイクルについて説明できる。 

    ・地域における実態把握、分析、課題の明確化 

    ・課題の解決に向け計画の立案・施策化 

    ・施策を評価するための目標設定・評価の実施 

   ⑤生活習慣病の発症予防と重症化予防や社会生活を営むために必要な機能の維持・向上に

ついて説明できる。 

    ・特定健診・特定保健指導、健康教室 

    ・次世代の健康（乳幼児健診、母子・学童・思春期への栄養教育・栄養指導） 

    ・高齢者の健康（健康増進、介護予防、訪問栄養指導・食生活支援） 

    ・食生活改善推進員等に係るボランティア組織の育成や活動の支援 

    ・関係機関および団体（患者会等）との連携 

   ⑥食を通じた社会環境の整備について説明できる。 

    ・保健、医療、福祉及び介護領域における管理栄養士・栄養士の育成 

    ・食育推進のネットワークの構築（関係部局との調整、連携） 

    ・健康危機管理体制の整備（都道府県や関係機関等との調整・支援体制） 

   ⑦保健所（都道府県）との連絡調整及び栄養・食生活の改善ための協働について説明でき

る。 

   ⑧人材の育成と活用（地域活動栄養士の育成と活用）について説明できる。 
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３．実習単位数 

 臨地実習Ⅰ（給食の運営）、臨地実習Ⅱ（給食経営管理論）、臨地実習Ⅲ（臨床栄養学）、臨地実

習Ⅳ（臨床栄養学）、臨地実習Ⅴ（公衆栄養学）で 4 単位以上とする。  （1 単位 45 時間） 

 

臨地実習Ⅰ 

（給食の運営） 

臨地実習Ⅱ 

（給食経営管理論） 

臨地実習Ⅲ 

（臨床栄養学） 

臨地実習Ⅳ 

（臨床栄養学） 

臨地実習Ⅴ 

（公衆栄養学） 

1 単位 1 単位 1 単位 1 単位 1 単位 

必修 必修 必修 選択必修 選択必修 

〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇  〇 

 

４．実習評価 

 臨地実習の評価については、実習専任教員が、学生の実習ノート、書類の提出（20％）、課題へ

の取り組み（30％）について評価し、実習施設指導者の評価（50％）を参考に総合して評価を行

う。  
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臨地実習Ⅰ（給食の運営）ルーブリック（評価項目・評価基準） 

〔実習担当教員用〕 

学位授与方針 

評価基準 

観 点 3（良好な到達レベル） 2（必要な到達レベル） 1（努力が必要） 点数 

健康・栄養の意

義を理解し専門

的知識や技能を

身に付けている 

理解力 

栄養部門における管理栄

養士の職務内容と責務に

ついて説明できた。 

内容について理解できて

いるが、十分な説明がで

きなかった。 

内容について理解できてお

らず、説明ができなかった。 
 

技術 

給食サービスに必要な技

術について修得できた。 

給食サービスに必要な技

術についてアドバイスが

あれば実施できた。 

給食サービスに必要な技術

についてアドバイスしても

修得が困難であった。  

知識 

給食運営業務に必要な専

門的知識と実習での体験

を関連づけて修得でき

た。 

給食運営業務に必要な専

門的知識と臨地実習での

体験を関連付づけが理解

できた。                      

給食運営業務に必要な専門

的知識が修得できず、実習

体験との関連づけも理解で

きなかった。 

 

総合的な学習経

験と自らの成長

過程を客観的に

捉え、分析する

ことができる 

分析力 

給食サービス提供に関す

る献立から給食の提供ま

での一連の業務に必要な

知識及び技術を修得し、

分析できた。 

給食サービス提供に関す
る献立から給食の提供ま
での一連の業務に必要な

知識をすべて理解できな
かったが、知識または技
術の不足に気づいた。 

給食サービス提供に関する
献立から給食の提供までの
一連の業務に必要な知識を

理解できず、分析できなか
った。 

 

責任感と倫理感

を有し専門的能

力を活用できる 

積極性 

予習復習をして、意欲的

な姿勢で臨み、自発的に

質問や考えを述べ積極的

に行動した。 

予習復習をして、指導者

の指示や意見を取り入れ

て行動できた。 

予習復習が十分できず、質

問や考えを述べ行動するこ

とができなかった。  

責任感 

管理栄養士の役割と責任

を理解し、実習生として

自覚した行動ができた。                

管理栄養士の役割と責任

を理解できているが、実

習生としての自覚を高め

る必要があった。               

管理栄養士の役割と責任を

理解し、実習生として自覚

した行動ができなかった。  

規律 

施設の規則や守秘義務を

厳守できた。                            

施設の規則や守秘義務を

厳守する自覚があった。                

施設の規則や守秘義務を厳

守できなかった。  

遅刻、欠席がなく１５分

前までに準備を整え実習

に取り組んだ。 

遅刻、欠席があるが、事

前事後の報告はできてい

る。 

遅刻または欠席をし、連絡

を怠った。 
 

実習生にふさわしい身だ

しなみであり、自覚のあ

る行動がとれた。 

実習生にふさわしい身だ

しなみであるが、行動面

で自覚に乏しかった。 

実習生にふさわしい身だし

なみでなく、自覚のある行

動がとれなかった。 
 

チーム医療等に

おける連携・協

働できる 

コミュニ

ケーショ

ン力 

自ら対象者、職員に配慮

して自ら声がけし、気持

ちの良い挨拶や対応がで

きた。 

対象者、職員への挨拶が

できるが、声がけが消極

的であった。 

また指導者及びスタッフや

対象者から先に挨拶される

等、あまり自分から挨拶を

することができなかった。 

 

必要な連絡・相談・報告

ができる。                              

指示したことや質問には

答えるが自らの発信が乏

しい。 

必要な連絡・相談・報告が

できなかった。                            
 

適切な言葉遣いで良好な

人間関係を築くことがで

きた。 

尊重した態度で、不明な

点を質問できるが、自ら

の考えを表現する力が必

要であった。                          

言動についてあまり気を付

けることができなかった。 

 

評価レベル(36 点満点）：  A (28 点以上）、  Ｂ （21 点～27 点）、 Ｃ (21 点未満） 
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〔学生用〕 

臨地実習Ⅰ（給食の運営）評価表 

 評価基準 3：良好な到達レベル  2：必要な到達レベル  1：努力が必要 

 

・給食サービス提供に関する技術の修得における評価指標 

評価項目 評価 

①施設における栄養部門業務全般について、基本的な事項を説明できる。 3 2 1 

②献立の立案から配膳に至る一連の業務（全般または一部）ができる。 3 2 1 

③フードサービスの視点からどのような工夫や技術が活用されているかを説明できる 3 2 1 

④実習施設における食事オーダー管理がどのような体制やシステムで運営されているかを説明 
 できる（食数管理、食事オーダー管理）。 

3 2 1 

⑤特に、医療機関では食種が多く、また、介護老人保健施設では嚥下食等食事形態の要望等特 
 別に複雑な食事内容が要求される場合も少なくない。献立管理や調理作業上、どのように対 
 応しているのかを説明できる（献立管理、食数管理、作業管理等）。 

3 2 1 

⑥適時・適温配膳において、どのような機器や備品が用いられて作業が行われているかを説明で 
 き、考察できる（作業管理、温度管理、施設・備品管理等）。 

3 2 1 

⑦衛生管理について、院内感染の予防、食中毒の予防等の観点から説明できる（衛生管理、危機 
 管理、HACCP 等）。 

3 2 1 

 

・実習の取り組みにおける評価指標 

評価項目 
評価 

3 2 1 

事前学習 

実習先の概要、管理栄養士
の仕事、患者の食事等を調
べ、聞きたいこと、分から
ないことを明確にして実習
に臨んだ 

実習先の概要について Web
ページで確認したのみであ
った。 

何の事前学習もせずに臨ん
だ。 

学ぶ姿勢 

促されなくとも、躊躇せず、
自発的に反応を示し、質問
や考えを述べ、周りに配慮
しながら、自ら積極的に行
動した。 

指導者及びスタッフに聞か
れたことには返事をした
が、自発的な質問や発言は
少なく、スタッフに促され
てから行動した。 

指導者及びスタッフに聞か
れても、返事や意思表示が
曖昧で、指導者及びスタッ
フに促されてから行動し
た。 

学びの 
振り返り 
まとめ 

帰宅後、すぐにその日の学
びを振り返り、内容をまと
め、不明なことは自主学習
をして、自己の課題を把握
し、翌日の実習に役立てた。 

帰宅後、すぐにその日の学
びを振り返り、内容をまと
めた。 

学びの振り返りとまとめ
は、その日に行わず、実習
が終わってから行った。 

挨拶 
言動 

言動に気を付け、指導者及
びスタッフや患者に配慮し
ながら、自ら声がけするこ
とができ、かなり良好な人
間関係を築くことができ
た。 

言動に気を付け、指導者及
びスタッフや患者から挨拶
される前に、ほぼ挨拶する
ことができた。 

言動についてあまり気を付
けることができなかった。
また指導者及びスタッフや
患者から先に挨拶される
等、あまり自分から挨拶を
することができなかった。 

身だしなみ 

15 分前までに準備が整い、
常に実習中、相手に不快に
思われないよう服装や身だ
しなみの確認をした。 

毎朝、服装や髪型には気を
付けた。 

服装は気を付けたつもりだ
が、時間が足りず、身だし
なみを整えることができな
かった。 

持ち物 

数日前にリストを確認し、
準備し、忘れ物がないよう
努め、さらにリスト以外で
も必要なものを考え、持参
した。 

前日にリストを確認し、忘
れ物はなかった。 

持参すべきものを忘れた日
があった。 

提出物 
内容を十分に検討し、期日
までに提出した。 

期日に遅れて提出すること
があった。 

期日に提出できなかった。 

実習への取り組み状況 
欠席や遅刻をせず、体調管
理を行い、活発に実習に取
り組んだ。 

体調不良でやむなく遅刻・
欠席をしてしまったが、担
当教員と指導者に、きちん
と連絡し、指示を得た。 

遅刻または欠席をし、連絡
を怠った。 
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〔実習施設指導者用〕 

臨地実習Ⅰ（給食の運営）評価表 

 評価基準 3：良好な到達レベル  2：必要な到達レベル  1：努力が必要 

 

・給食サービス提供に関する技術の修得における評価指標 

評価項目  

①施設における栄養部門業務全般について、基本的な事項を説明できる。 3 2 1 

②献立の立案から配膳に至る一連の業務（全般または一部）ができる。 3 2 1 

③フードサービスの視点からどのような工夫や技術が活用されているかを説明できる 3 2 1 

④実習施設における食事オーダー管理がどのような体制やシステムで運営されているかを説明 
 できる（食数管理、食事オーダー管理）。 

3 2 1 

⑤特に、医療機関では食種が多く、また、介護老人保健施設では嚥下食等食事形態の要望等特 
 別に複雑な食事内容が要求される場合も少なくない。献立管理や調 理作業上、どのように対 
 応しているのかを説明できる（献立管理、食数管理、作業管理等）。 

3 2 1 

⑥適時・適温配膳において、どのような機器や備品が用いられて作業が行われているかを説明で 
 き、考察できる（作業管理、温度管理、施設・備品管理等）。 

3 2 1 

⑦衛生管理について、院内感染の予防、食中毒の予防等の観点から説明できる（衛生管理、危機 
 管理、HACCP 等）。 

3 2 1 

 

・実習の取り組みにおける評価指標 

評価項目 
評価 

3 2 1 

事前学習 

学内の授業の復習を行い、実
習のポイントを把握してい
た。学びたいことを明らかに
していた。 

学内の授業の復習を行って
いた。 

事前学習を行っていないか、
不十分であった。 

学ぶ姿勢 

促されなくとも、躊躇せず、
自発的に反応を示し、質問や
考えを述べ、周りに配慮しな
がら、自ら積極的に行動して
いた。 

指導者及びスタッフからの
問いかけや質問に対し返事
をしたが、自発的な質問や発
言は少なく、指導者及びスタ
ッフに促されてから行動し
ていた。 

指導者及びスタッフからの
問いかけや質問に対し、返事
や意思表示が曖昧であり、指
導者及びスタッフから促さ
れてから行動していた。 

挨拶 
言動 

服装や言動に気を付け、自分
の方から声がけを行い、指導
者及びスタッフや患者に配
慮し、良好な人間関係を築こ
うとする姿勢が大いに感じ
られた。 

服装や言動に気を付け、最低
限の挨拶はしていた。 

服装や言動について気にな
るところがあった。また、指
導者及びスタッフや患者か
ら先に挨拶をされる等、コミ
ュニケーションをとること
が苦手なようすであった。 

身だしなみ 
服装や髪型等に気を付けて
いて、常に清潔感があった。 

服装や髪型等に気を付けて
いた。 

服装や髪型に気を配れない
日があった。 

持ち物 

持参すべきものを忘れずに
持参し、さらに自分で考え参
考資料等を持参し、積極的に
取り組んでいた。 

持参すべきものは忘れずに
持参していた。 

持参すべきものを忘れた日
があった。 

提出物 
内容がすぐれており、期日ま
でに提出していた。 

期日に遅れて提出すること
があった。 

期日に提出できなかった。 

実習への取り組み状況 

欠席も遅刻もせず、一日中、
活発に実習に取り組んでい
た。 

体調不良、交通事故等で遅
刻・欠席をしたが、指導者に
きちんと連絡し、指示を得
た。 

遅刻または欠席をし、連絡を
怠った。 
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臨地実習Ⅱ（給食経営管理論）ルーブリック（評価項目・評価基準） 

〔実習担当教員用〕 

学位授与方針 

評価基準 

観 点 3（良好な到達レベル） 2（必要な到達レベル） 1（努力が必要） 点数 

健康・栄養の意

義を理解し専門

的知識や技能を

身に付けている 

理解力 

施設における栄養部門業

務全般について、基本的

な理解を深め、部門 業務

がどのような経営ビジョ

ンにより運営されている

かを説明できる。 

内容について理解できて

いるが、十分な説明がで

きなかった。 

内容について理解できてお

らず、説明ができなかった。 

 

技術 

給食経営管理に必要な技

術について修得できた。 

給食経営管理に必要な技

術についてアドバイスが

あれば実施できた。 

給食経営管理に必要な技術

についてアドバイスしても

修得が困難であった。  

知識 

給食経営管理に関する専

門知識や技術と臨地実習

での学びについて、理解

し、実践に結びつけるこ

とができた。 

給食経営管理に関する専

門知識や技術と臨地実習

での学びについて、結び

つけることができた。 

給食経営管理に関する専門

知識や技術と臨地実習での

学びをまったく結びつける

ことができなった。 
 

総合的な学習経

験と自らの成長

過程を客観的に

捉え、分析する

ことができる 

分析力 

嗜好調査や喫食量の調査

等を実施し、実習施設に

おける栄養・食事の課題

等が検討でき、改善点を

見出すことができた。 

嗜好調査や喫食量の調査

等を実施し、実習施設に

おける栄養・食事の課題

等が検討できた。 

嗜好調査や喫食量の調査等

を実施したが、実習施設に

おける栄養・食事の課題等

の検討できなかった。 

 

責任感と倫理感

を有し専門的能

力を活用できる 

積極性 

予習復習をして、意欲的

な姿勢で臨み、自発的に

質問や考えを述べ積極的

に行動した。 

予習復習をして、指導者

の指示や意見を取り入れ

て行動できた。 

予習復習が十分できず、質

問や考えを述べ行動するこ

とができなかった。  

責任感 

管理栄養士の役割と責任

を理解し、実習生として

自覚した行動ができた。                

管理栄養士の役割と責任

を理解できているが、実

習生としての自覚を高め

る必要があった。               

管理栄養士の役割と責任を

理解し、実習生として自覚

した行動ができなかった。  

規律 

施設の規則や守秘義務を

厳守できた。                            

施設の規則や守秘義務を

厳守する自覚があった。                

施設の規則や守秘義務を厳

守できなかった。  

遅刻、欠席がなく１５分

前までに準備を整え実習

に取り組んだ。 

遅刻、欠席があるが、事

前事後の報告はできてい

る。 

遅刻または欠席をし、連絡

を怠った。 
 

実習生にふさわしい身だ

しなみであり、自覚のあ

る行動がとれた。 

実習生にふさわしい身だ

しなみであるが、行動面

で自覚に乏しかった。 

実習生にふさわしい身だし

なみでなく、自覚のある行

動がとれなかった。 
 

チーム医療等に

おける連携・協

働できる 

コミュニ

ケーショ

ン力 

自ら対象者、職員に配慮

して自ら声がけし、気持

ちの良い挨拶や対応がで

きた。 

対象者、職員への挨拶が

できるが、声がけが消極

的であった。 

また指導者及びスタッフや

対象者から先に挨拶される

等、あまり自分から挨拶を

することができなかった。 

 

必要な連絡・相談・報告

ができる。                              

指示したことや質問には

答えるが自らの発信が乏

しい。 

必要な連絡・相談・報告が

できなかった。                            
 

適切な言葉遣いで良好な

人間関係を築くことがで

きた。 

尊重した態度で、不明な

点を質問できるが、自ら

の考えを表現する力が必

要であった。                          

言動についてあまり気を付

けることができなかった。 

 

評価レベル(36 点満点）：  A (28 点以上）、  Ｂ （21 点～27 点）、 Ｃ (21 点未満） 
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〔学生用〕 

臨地実習Ⅱ（給食経営管理論）評価表 

 評価基準 3：良好な到達レベル  2：必要な到達レベル  1：努力が必要 

 

・給食経営管理に関する専門知識と技術の統合における評価指標 

評価項目 評価 

①施設における栄養部門業務全般について、基本的な理解を深め、部門 業務がどのような経営 
 ビジョンにより運営されているかを理解する（給食管理・栄養指導・臨床栄養管理、組織管理）。 

3 2 1 

②給食経営管理の知識や技術が、給食の現場においてどのように生かされているかを説明できる 
 （マーケティング、経営管理）。 

3 2 1 

③個人の栄養アセスメントに基づいた、栄養管理を実施するにあたり、給食業務の合理化や標準 
 化の観点からどのような工夫や技術が活用されているかを説明できる（マーケティング、選択 
 オーダー、業務分析等） 。 

3 2 1 

④医療関連施設では、食事オーダー管理が特に複雑であることから、どのような体制やシステ 
 ムで運営されているか説明できる（食数管理、食事オーダー管理）。 

3 2 1 

⑤医療関連施設では食種が多く、個別に複雑な食事内容が要求される場合もある。 給食運営の 
 システムとして、このようなニーズにどのように対処しているかを説明することができ、考察 
 する（基本姿勢、業務体制・他部門との連絡調整） 。 

3 2 1 

⑥適時・適温配膳においてどのような機器や備品が用いられて作業が行われているかを説明す 
 ることができ、考察できる（作業管理、温度管理、施設・設備管理）。 

3 2 1 

⑦栄養指導や栄養管理業務を含め、栄養部門の業務が安定して遂行されるためには、どのような 
 工夫や合理化が行われてきたかを説明できる（組織・労務管理等）。  

3 2 1 

⑧衛生管理について、院内感染の予防、食中毒の予防等の観点から説明できる（衛生管理、危機 
 管理、HACCP 等） 。 

3 2 1 

⑨嗜好調査や喫食量の調査等を実施し、実習施設における栄養・食事の課題等が検討できる。 3 2 1 

 

・実習の取り組みにおける評価指標 

評価項目 
評価 

3 2 1 

事前学習 

実習先の概要、管理栄養士
の仕事、患者の食事等を調
べ、聞きたいこと、分から
ないことを明確にして実習
に臨んだ 

実習先の概要について Web
ページで確認したのみであ
った。 

何の事前学習もせずに臨ん
だ。 

学ぶ姿勢 

促されなくとも、躊躇せず、
自発的に反応を示し、質問
や考えを述べ、周りに配慮
しながら、自ら積極的に行
動した。 

指導者及びスタッフに聞か
れたことには返事をした
が、自発的な質問や発言は
少なく、スタッフに促され
てから行動した。 

指導者及びスタッフに聞か
れても、返事や意思表示が
曖昧で、指導者及びスタッ
フに促されてから行動し
た。 

学びの 
振り返り 
まとめ 

帰宅後、すぐにその日の学
びを振り返り、内容をまと
め、不明なことは自主学習
をして、自己の課題を把握
し、翌日の実習に役立てた。 

帰宅後、すぐにその日の学
びを振り返り、内容をまと
めた。 

学びの振り返りとまとめ
は、その日に行わず、実習
が終わってから行った。 

社会人としての 
常識的な行動 

施設の規範やルールを理解
し、常識的な行動ができた。 

施設の規範やルールを理解
していなかったが、他者に
迷惑をかけない行動ができ
た。 

他者に迷惑をかけた。社会
人として、常識的な行動が
できなかった。 

課題発見と問題解決への 
取り組み 

自発的に新たな課題を発見
して、さまざまな手段によ
り、問題解決を行うことが
できた。 

自ら課題を発見できなかっ
たが、与えられた課題に対
して、問題解決に取り組む
ことができた。 

与えられた課題に対して、
問題解決に取り組むことが
できなかった。 

協調性・協働性（ディスカ
ッションへの参加等） 

他の実習生と積極的に協議
し、協力して課題を解決す
ることができた。 

スタッフに促されて、他の
実習生と協力して課題を解
決することができた。 

他の実習生との協議には参
加しなかった。協力して課
題を解決しようとしなかっ
た。 

提出物 
内容を十分に検討し、期日
までに提出した。 

期日に遅れて提出した。 提出できなかった。 

実習への取り組み状況 
欠席や遅刻をせず、体調管
理を行い、活発に実習に取
り組んだ。 

体調不良でやむなく遅刻・
欠席をしてしまったが、担
当教員と指導者に、きちん
と連絡し、指示を得た。 

遅刻または欠席をし、連絡
を怠った。 
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〔実習施設指導者用〕 

臨地実習Ⅱ（給食経営管理論）評価表 

 評価基準 3：良好な到達レベル  2：必要な到達レベル  1：努力が必要 

 

・給食経営管理に関する専門知識と技術の統合における評価指標 

評価項目  

①施設における栄養部門業務全般について、基本的な理解を深め、部門 業務がどのような経営 
 ビジョンにより運営されているかを理解する（給食管理・栄養指導・臨床栄養管理、組織管理）。 

3 2 1 

②給食経営管理の知識や技術が、給食の現場においてどのように生かされているかを説明できる
（マーケティング、経営管理）。 

3 2 1 

③個人の栄養アセスメントに基づいた、栄養管理を実施するにあたり、給食業務の合理化や標準 
 化の観点からどのような工夫や技術が活用されているかを説明できる（マーケティング、選択
オーダー、業務分析等） 。 

3 2 1 

④医療関連施設では、食事オーダー管理が特に複雑であることから、どのような体制やシステ 
 ムで運営されているか説明できる（食数管理、食事オーダー管理）。 

3 2 1 

⑤医療関連施設では食種が多く、個別に複雑な食事内容が要求される場合もある。 給食運営の 
 システムとして、このようなニーズにどのように対処しているかを説明することができ、考察 
 する（基本姿勢、業務体制・他部門との連絡調整） 。 

3 2 1 

⑥適時・適温配膳においてどのような機器や備品が用いられて作業が行われているかを説明す 
 ることができ、考察できる（作業管理、温度管理、施設・設備管理）。 

3 2 1 

⑦栄養指導や栄養管理業務を含め、栄養部門の業務が安定して遂行されるためには、どのような 
 工夫や合理化が行われてきたかを説明できる（組織・労務管理等）。  

3 2 1 

⑧衛生管理について、院内感染の予防、食中毒の予防等の観点から説明できる（衛生管理、危機 
 管理、HACCP 等） 。 

3 2 1 

⑨嗜好調査や喫食量の調査等を実施し、実習施設における栄養・食事の課題等が検討できる。 3 2 1 

 

・実習の取り組みにおける評価指標 

評価項目 
評価 

3 2 1 

事前学習 

学内の授業の復習を行い、実
習のポイントを把握してい
た。学びたいことを明らかに
していた。 

学内の授業の復習を行って
いた。 

事前学習を行っていないか、
不十分であった。 

学ぶ姿勢 

促されなくとも、躊躇せず、
自発的に反応を示し、質問や
考えを述べ、周りに配慮しな
がら、自ら積極的に行動して
いた。 

指導者及びスタッフからの
問いかけや質問に対し返事
をしたが、自発的な質問や発
言は少なく、指導者及びスタ
ッフに促されてから行動し
ていた。 

指導者及びスタッフからの
問いかけや質問に対し、返事
や意思表示が曖昧であり、指
導者及びスタッフから促さ
れてから行動していた。 

社会人としての常識的な
行動 

施設の規範やルールを理解
し、常識的な行動ができてい
た。 

施設の規範やルールを十分
に理解していないが、他者に
迷惑をかけない行動ができ
た。 

他者に迷惑をかけている。社
会人として、常識的な行動が
できていなかった。 

課題発見と問題解決への
取り組み 

新たな課題を発見し、知識と
技術を活用しながら問題解
決を行うことができていた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことがで
きていた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことがで
きていなかった。 

協調性・協働性 

他の実習生と積極的にディ
スカッションができ、協力し
て課題を解決していた。 

スタッフに促されてから、他
の実習生と協力して課題を
解決していた。 

他の実習生と協力して課題
を解決しようとせず、ディス
カッションに参加していな
かった。 

提出物 
内容がすぐれており、期日ま
でに提出していた。 

期日に遅れて提出していた。 提出していなかった。 

実習への取り組み状況 

欠席も遅刻もせず、一日中、
活発に実習に取り組んでい
た。 

体調不良、交通事故等で遅
刻・欠席をしたが、指導者に
きちんと連絡し、指示を得
た。 

遅刻または欠席をし、連絡を
怠った。 
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臨地実習Ⅲ（臨床栄養学）ルーブリック（評価項目・評価基準） 

〔実習担当教員用〕 

学位授与方針 

評価基準 

観 点 3（良好な到達レベル） 2（必要な到達レベル） 1（努力が必要） 点数 

健康・栄養の意

義を理解し専門

的知識や技能を

身に付けている 

理解力 

院内食事箋と疾患別栄養

管理を説明できた。 

内容について理解できて

いるが、十分な説明がで

きなかった。 

内容について理解できてお

らず、説明ができなかった。 
 

技術 

栄養補給方法について説

明できた。 

栄養補給方法について説

明が不十分なところがあ

った。 

栄養補給方法について説明

できなかった。 
 

知識 

臨床現場における栄養管

理業務に必要な専門的知

識と技術について、理解

できた。 

臨床現場における栄養管
理業務に必要な専門的知
識をすべて理解できなか

ったが、知識または技術
の不足に気づいた。 

臨床現場における栄養管理
業務に必要な専門的知識と
技術を理解できなかった。 

 

総合的な学習経

験と自らの成長

過程を客観的に

捉え、分析する

ことができる 

分析力 

ベッドサイドへの訪問に

より、入院患者・入所者

の栄養問題が実際に存在

していることを把握し、

分析できた。 

ベッドサイドへの訪問に

より、入院患者・入所者

の栄養問題が実際に存在

していることを把握でき

た。 

ベッドサイドへの訪問によ

り、入院患者・入所者の栄

養問題が実際に存在してい

ることを把握できなかっ

た。 

 

責任感と倫理感

を有し専門的能

力を活用できる 

積極性 

予習復習をして、意欲的

な姿勢で臨み、自発的に

質問や考えを述べ積極的

に行動した。 

予習復習をして、指導者

の指示や意見を取り入れ

て行動できた。 

予習復習が十分できず、質

問や考えを述べ行動するこ

とができなかった。  

責任感 

管理栄養士の役割と責任

を理解し、実習生として

自覚した行動ができた。                

管理栄養士の役割と責任

を理解できているが、実

習生としての自覚を高め

る必要があった。               

管理栄養士の役割と責任を

理解し、実習生として自覚

した行動ができなかった。  

規律 

施設の規則や守秘義務を

厳守できた。                            

施設の規則や守秘義務を

厳守する自覚があった。                

施設の規則や守秘義務を厳

守できなかった。  

遅刻、欠席がなく１５分

前までに準備を整え実習

に取り組んだ。 

遅刻、欠席があるが、事

前事後の報告はできてい

る。 

遅刻または欠席をし、連絡

を怠った。 
 

実習生にふさわしい身だ

しなみであり、自覚のあ

る行動がとれた。 

実習生にふさわしい身だ

しなみであるが、行動面

で自覚に乏しかった。 

実習生にふさわしい身だし

なみでなく、自覚のある行

動がとれなかった。 
 

チーム医療等に

おける連携・協

働できる 

コミュニ

ケーショ

ン力 

自ら対象者、職員に配慮

して自ら声がけし、気持

ちの良い挨拶や対応がで

きた。 

対象者、職員への挨拶が

できるが、声がけが消極

的であった。 

また指導者及びスタッフや

対象者から先に挨拶される

等、あまり自分から挨拶を

することができなかった。 

 

必要な連絡・相談・報告

ができる。                              

指示したことや質問には

答えるが自らの発信が乏

しい。 

必要な連絡・相談・報告が

できなかった。                            
 

適切な言葉遣いで良好な

人間関係を築くことがで

きた。 

尊重した態度で、不明な

点を質問できるが、自ら

の考えを表現する力が必

要であった。                          

言動についてあまり気を付

けることができなかった。 

 

評価レベル(36 点満点）：  A (28 点以上）、  Ｂ （21 点～27 点）、 Ｃ (21 点未満） 
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〔学生用〕 

臨地実習Ⅲ（臨床栄養学）評価表 

 評価基準 3：良好な到達レベル  2：必要な到達レベル  1：努力が必要 

 

・臨床栄養学に関する専門的知識と技術の修得における評価指標 

評価項目 評価 

①チーム医療における関連職種、および管理栄養士の役割を説明できる。 3 2 1 

②経口栄養、経管栄養、経静脈栄養（末梢補給，中心静脈補給）の適応症例、使用される代表的 
 な栄養剤等に関する基本事項について説明できる。 

3 2 1 

③代表的な栄養・代謝・内分泌系疾患、消化器系疾患、循環器系疾患、腎・尿路系疾患について、 
 その食事療法の基本事項をふまえたモデル献立を作成できる。（院内食事箋と疾患別栄養管理） 

3 2 1 

④術前・術後の栄養管理の意義等の基本事項を説明できる。 3 2 1 

⑤入院患者・入所者に対する個別対応（栄養・食事面から）の実際について説明することができ 
 る。 

3 2 1 

⑥外来・入院患者および入所者を対象とした栄養食事指導について説明できる。 3 2 1 

 

・実習の取り組みにおける評価指標 

評価項目 
評価 

3 2 1 

事前学習 

実習先の概要、管理栄養士の
仕事、患者の食事等を調べ、
聞きたいこと、分からないこ
とを明確にして実習に臨ん
だ 

実習先の概要について Web
ページで確認したのみであ
った。 

何の事前学習もせずに臨ん
だ。 

学ぶ姿勢 

促されなくとも、躊躇せず、
自発的に反応を示し、質問や
考えを述べ、周りに配慮しな
がら、自ら積極的に行動し
た。 

指導者及びスタッフに聞か
れたことには返事をしたが、
自発的な質問や発言は少な
く、スタッフに促されてから
行動した。 

指導者及びスタッフに聞か
れても、返事や意思表示が曖
昧で、指導者及びスタッフに
促されてから行動した。 

学びの 
振り返り 
まとめ 

帰宅後、すぐにその日の学び
を振り返り、内容をまとめ、
不明なことは自主学習をし
て、自己の課題を把握し、翌
日の実習に役立てた。 

帰宅後、すぐにその日の学び
を振り返り、内容をまとめ
た。 

学びの振り返りとまとめは、
その日に行わず、実習が終わ
ってから行った。 

社会人としての 
常識的な行動 

施設の規範やルールを理解
し、常識的な行動ができた。 

施設の規範やルールを理解
していなかったが、他者に迷
惑をかけない行動ができた。 

他者に迷惑をかけた。社会人
として、常識的な行動ができ
なかった。 

課題発見と問題解決への
取り組み 

自発的に新たな課題を発見
して、さまざまな手段によ
り、問題解決を行うことがで
きた。 

自ら課題を発見できなかっ
たが、与えられた課題に対し
て、問題解決に取り組むこと
ができた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことがで
きなかった。 

協調性・協働性（ディス
カッションへの参加等） 

他の実習生と積極的に協議
し、協力して課題を解決する
ことができた。 

スタッフに促されて、他の実
習生と協力して課題を解決
することができた。 

他の実習生との協議には参
加しなかった。協力して課題
を解決しようとしなかった。 

提出物 
内容を十分に検討し、期日ま
でに提出した。 

期日に遅れて提出した。 提出できなかった。 

実習への取り組み状況 

欠席や遅刻をせず、体調管理
を行い、活発に実習に取り組
んだ。 

体調不良でやむなく遅刻・欠
席をしてしまったが、担当教
員と指導者に、きちんと連絡
し、指示を得た。 

遅刻または欠席をし、連絡を
怠った。 
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〔実習施設指導者用〕 

臨地実習Ⅲ（臨床栄養学）評価表 

 評価基準 3：良好な到達レベル  2：必要な到達レベル  1：努力が必要 

 

・臨床栄養学に関する専門的知識と技術の修得における評価 

評価項目 評価 

①チーム医療における関連職種、および管理栄養士の役割を説明できる。 3 2 1 

②経口栄養、経管栄養、経静脈栄養（末梢補給，中心静脈補給）の適応症例、使用される代表的 
 な栄養剤等に関する基本事項について説明できる。 

3 2 1 

③代表的な栄養・代謝・内分泌系疾患、消化器系疾患、循環器系疾患、腎・尿路系疾患について、 
 その食事療法の基本事項をふまえたモデル献立を作成できる。（院内食事箋と疾患別栄養管理） 

3 2 1 

④術前・術後の栄養管理の意義等の基本事項を説明できる。 3 2 1 

⑤入院患者・入所者に対する個別対応（栄養・食事面から）の実際について説明することができ 
 る。 

3 2 1 

⑥外来・入院患者および入所者を対象とした栄養食事指導について説明できる。 3 2 1 

 

・実習の取り組みにおける評価 

評価項目 
評価 

3 2 1 

事前学習 

学内の授業の復習を行い、実
習のポイントを把握してい
た。学びたいことを明らかに
していた。 

学内の授業の復習を行って
いた。 

事前学習を行っていないか、
不十分であった。 

学ぶ姿勢 

促されなくとも、躊躇せず、
自発的に反応を示し、質問や
考えを述べ、周りに配慮しな
がら、自ら積極的に行動して
いた。 

指導者及びスタッフからの
問いかけや質問に対し返事
をしたが、自発的な質問や発
言は少なく、指導者及びスタ
ッフに促されてから行動し
ていた。 

指導者及びスタッフからの
問いかけや質問に対し、返事
や意思表示が曖昧であり、指
導者及びスタッフから促さ
れてから行動していた。 

社会人としての常識的な
行動 

施設の規範やルールを理解
し、常識的な行動ができてい
た。 

施設の規範やルールを十分
に理解していないが、他者に
迷惑をかけない行動ができ
た。 

他者に迷惑をかけている。社
会人として、常識的な行動が
できていなかった。 

課題発見から問題解決へ
の取り組み 

新たな課題を発見し、知識と
技術を活用しながら問題解
決を行うことができていた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことがで
きていた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことがで
きていなかった。 

協調性・協働性 

他の実習生と積極的にディ
スカッションができ、協力し
て課題を解決していた。 

スタッフに促されてから、他
の実習生と協力して課題を
解決していた。 

他の実習生と協力して課題
を解決しようとせず、ディス
カッションに参加していな
かった。 

提出物 
内容がすぐれており、期日ま
でに提出していた。 

期日に遅れて提出していた。 提出していなかった。 

実習への取り組み状況 

欠席も遅刻もせず、一日中、
活発に実習に取り組んでい
た。 

体調不良、交通事故等で遅
刻・欠席をしたが、指導者に
きちんと連絡し、指示を得
た。 

遅刻または欠席をし、連絡を
怠った。 
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臨地実習Ⅳ（臨床栄養学）ルーブリック（評価項目・評価基準） 

〔実習担当教員用〕 

学位授与方針 

評価基準 

観 点 3（良好な到達レベル） 2（必要な到達レベル） 1（努力が必要） 点数 

健康・栄養の意

義を理解し専門

的知識や技能を

身に付けている 

理解力 

チーム医療（ＮＳＴ、ク

リニカルパス等）の実際

について説明できた。 

内容について理解できて

いるが、十分な説明がで

きなかった。 

内容について理解できてお

らず、説明ができなかった。 
 

技術 

栄養アセスメント、（ケ

ア）カンファレンス、栄

養ケアプランの立案につ

いて説明できた。 

栄養アセスメント、（ケ

ア）カンファレンス、栄

養ケアプランの立案につ

いて説明が不十分なとこ

ろがあった。 

栄養アセスメント、（ケア）

カンファレンス、栄養ケア

プランの立案について説明

できなかった。 
 

知識 

実習前の臨床栄養学に関

する専門知識や技術と臨

地実習で経験したさまざ

まな体験を関連づけて理

解でき、実践につなげる

ことができた。 

実習前の臨床栄養学に関

する専門知識や技術と臨

地実習で経験したことす

べてを理解できなかった

が、不足に気づいた。 

実習前の臨床栄養学に関す

る専門知識や技術と臨地実

習で経験したことを結びつ

けることができなかった。  

総合的な学習経

験と自らの成長

過程を客観的に

捉え、分析する

ことができる 

分析力 

自発的に新たな課題を発

見して、さまざまな手段

により、問題解決を行う

ことができた。 

自ら課題を発見できなか

ったが、与えられた課題

に対して、問題解決に取

り組むことができた。 

与えられた課題に対して、

問題解決に取り組むことが

できなかった。  

責任感と倫理感

を有し専門的能

力を活用できる 

積極性 

予習復習をして、意欲的

な姿勢で臨み、自発的に

質問や考えを述べ積極的

に行動した。 

予習復習をして、指導者

の指示や意見を取り入れ

て行動できた。 

予習復習が十分できず、質

問や考えを述べ行動するこ

とができなかった。  

責任感 

管理栄養士の役割と責任

を理解し、実習生として

自覚した行動ができた。                

管理栄養士の役割と責任

を理解できているが、実

習生としての自覚を高め

る必要があった。               

管理栄養士の役割と責任を

理解し、実習生として自覚

した行動ができなかった。  

規律 

施設の規則や守秘義務を

厳守できた。                            

施設の規則や守秘義務を

厳守する自覚があった。                

施設の規則や守秘義務を厳

守できなかった。  

遅刻、欠席がなく１５分

前までに準備を整え実習

に取り組んだ。 

遅刻、欠席があるが、事

前事後の報告はできてい

る。 

遅刻または欠席をし、連絡

を怠った。 
 

実習生にふさわしい身だ

しなみであり、自覚のあ

る行動がとれた。 

実習生にふさわしい身だ

しなみであるが、行動面

で自覚に乏しかった。 

実習生にふさわしい身だし

なみでなく、自覚のある行

動がとれなかった。 
 

チーム医療等に

おける連携・協

働できる 

コミュニ

ケーショ

ン力 

自ら対象者、職員に配慮

して自ら声がけし、気持

ちの良い挨拶や対応がで

きた。 

対象者、職員への挨拶が

できるが、声がけが消極

的であった。 

また指導者及びスタッフや

対象者から先に挨拶される

等、あまり自分から挨拶を

することができなかった。 

 

必要な連絡・相談・報告

ができる。                              

指示したことや質問には

答えるが自らの発信が乏

しい。 

必要な連絡・相談・報告が

できなかった。                            
 

適切な言葉遣いで良好な

人間関係を築くことがで

きた。 

尊重した態度で、不明な

点を質問できるが、自ら

の考えを表現する力が必

要であった。                          

言動についてあまり気を付

けることができなかった。 

 

評価レベル(36 点満点）：  A (28 点以上）、  Ｂ （21 点～27 点）、 Ｃ (21 点未満） 
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〔学生用〕 

臨地実習Ⅳ（臨床栄養学）評価表 

 評価基準 3：良好な到達レベル  2：必要な到達レベル  1：努力が必要 

 

・臨床栄養学に関する専門知識と技術の統合における評価指標 

評価項目 評価 

①患者の栄養評価、栄養診断の特徴・意義を説明できる。 3 2 1 

②ベッドサイドでの個別栄養管理について説明できる。 3 2 1 

③栄養アセスメント、（ケア）カンファレンス、栄養ケアプランの立案について説明できる。 3 2 1 

④チーム医療（ＮＳＴ、クリニカルパス等）の実際について説明できる。 3 2 1 

⑤入院患者および外来患者の栄養指導データベースの作成、POS による栄養指導記録の作成 
 について、その基礎を理解し、診療録への記載について説明できる。 

3 2 1 

⑥ケーススタディ（事例研究法）の実際について説明できる。 3 2 1 

 

・実習の取り組みにおける評価指標 

評価項目 
評価 

3 2 1 

事前学習 

実習先の概要、管理栄養士の
仕事、患者の食事等を調べ、
聞きたいこと、分からないこ
とを明確にして実習に臨ん
だ 

実習先の概要について Web
ページで確認したのみであ
った。 

何の事前学習もせずに臨ん
だ。 

学ぶ姿勢 

促されなくとも、躊躇せず、
自発的に反応を示し、質問や
考えを述べ、周りに配慮しな
がら、自ら積極的に行動し
た。 

指導者及びスタッフに聞か
れたことには返事をしたが、
自発的な質問や発言は少な
く、スタッフに促されてから
行動した。 

指導者及びスタッフに聞か
れても、返事や意思表示が曖
昧で、指導者及びスタッフに
促されてから行動した。 

学びの 
振り返り 
まとめ 

帰宅後、すぐにその日の学び
を振り返り、内容をまとめ、
不明なことは自主学習をし
て、自己の課題を把握し、翌
日の実習に役立てた。 

帰宅後、すぐにその日の学び
を振り返り、内容をまとめ
た。 

学びの振り返りとまとめは、
その日に行わず、実習が終わ
ってから行った。 

社会人としての常識的な
行動 

施設の規範やルールを理解
し、常識的な行動ができた。 

施設の規範やルールを理解
していなかったが、他者に迷
惑をかけない行動ができた。 

他者に迷惑をかけた。社会人
として、常識的な行動ができ
なかった。 

研究課題の設定 

実習施設に適した課題が設
定されていて、複数の情報を
整理した上で、ふさわしい研
究方法を用いた分析方法を
示すことができた。知識と情
報の整理ができた。 

目的とテーマに沿った研究
方法を用いて、分析方法を示
すことができた。 

課題が実習施設に適してい
なかった。研究課題設定に際
し、適切な知識と情報の整理
ができていなかった。 

課題発見と問題解決への
取り組み 

自発的に新たな課題を発見
して、さまざまな手段によ
り、問題解決を行うことがで
きた。 

自ら課題を発見できなかっ
たが、与えられた課題に対し
て、問題解決に取り組むこと
ができた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことがで
きなかった。 

協調性・協働性（ディス
カッションへの参加等） 

他の実習生と積極的に協議
し、協力して課題を解決する
ことができた。 

スタッフに促されて、他の実
習生と協力して課題を解決
することができた。 

他の実習生との協議には参
加しなかった。協力して課題
を解決しようとしなかった。 

提出物 
内容を十分に検討し、期日ま
でに提出した。 

期日に遅れて提出した。 提出できなかった。 

実習への取り組み状況 

欠席や遅刻をせず、体調管理
を行い、活発に実習に取り組
んだ。 

体調不良でやむなく遅刻・欠
席をしてしまったが、担当教
員と指導者に、きちんと連絡
し、指示を得た。 

遅刻または欠席をし、連絡を
怠った。 
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〔実習施設指導者用〕 

臨地実習Ⅳ（臨床栄養学）評価表 

 評価基準 3：良好な到達レベル  2：必要な到達レベル  1：努力が必要 

 

・臨床栄養学に関する専門知識と技術の統合における評価指標 

評価項目 評価 

①患者の栄養評価、栄養診断の特徴・意義を説明できる。 3 2 1 

②ベッドサイドでの個別栄養管理について説明できる。 3 2 1 

③栄養アセスメント、（ケア）カンファレンス、栄養ケアプランの立案について説明できる。 3 2 1 

④チーム医療（ＮＳＴ、クリニカルパス等）の実際について説明できる。 3 2 1 

⑤入院患者および外来患者の栄養指導データベースの作成、POS による栄養指導記録の作成 
 について、その基礎を理解し、診療録への記載について説明できる。 

3 2 1 

⑥ケーススタディ（事例研究法）の実際について説明できる。 3 2 1 

 

・実習の取り組みにおける評価指標 

評価項目 
評価 

3 2 1 

事前学習 

学内の授業の復習を行い、実
習のポイントを把握してい
た。学びたいことを明らかに
していた。 

学内の授業の復習を行って
いた。 

事前学習を行っていないか、
不十分であった。 

学ぶ姿勢 

促されなくとも、躊躇せず、
自発的に反応を示し、質問や
考えを述べ、周りに配慮しな
がら、自ら積極的に行動して
いた。 

指導者及びスタッフからの
問いかけや質問に対し返事
をしたが、自発的な質問や発
言は少なく、指導者及びスタ
ッフに促されてから行動し
ていた。 

指導者及びスタッフからの
問いかけや質問に対し、返事
や意思表示が曖昧であり、指
導者及びスタッフから促さ
れてから行動していた。 

社会人としての常識的な
行動 

施設の規範やルールを理解
し、常識的な行動ができてい
た。 

施設の規範やルールを十分
に理解していないが、他者に
迷惑をかけない行動ができ
た。 

他者に迷惑をかけている。社
会人として、常識的な行動が
できていなかった。 

研究課題の設定 

実習施設に適した課題が設
定されていて、複数の情報を
整理した上で、ふさわしい研
究方法を用いた分析方法を
示すことができた。知識と情
報の整理ができた。 

目的とテーマに沿った研究
方法を用いて、分析方法を示
すことができた。 

課題が実習施設に適してい
なかった。研究課題設定に際
し、適切な知識と情報の整理
ができていなかった。 

課題発見と問題解決への
取り組み 

新たな課題を発見し、知識と
技術を活用しながら問題解
決を行うことができていた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことがで
きていた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことがで
きていなかった。 

協調性・協働性 

他の実習生と積極的にディ
スカッションができ、協力し
て課題を解決していた。 

スタッフに促されてから、他
の実習生と協力して課題を
解決していた。 

他の実習生と協力して課題
を解決しようとせず、ディス
カッションに参加していな
かった。 

提出物 
内容がすぐれており、期日ま
でに提出していた。 

期日に遅れて提出していた。 提出していなかった。 

実習への取り組み状況 

欠席も遅刻もせず、一日中、
活発に実習に取り組んでい
た。 

体調不良、交通事故等で遅
刻・欠席をしたが、指導者に
きちんと連絡し、指示を得
た。 

遅刻または欠席をし、連絡を
怠った。 
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臨地実習Ⅴ（公衆栄養学）ルーブリック（評価項目・評価基準） 

〔実習担当教員用〕 

学位授与方針 

評価基準 

観 点 3（良好な到達レベル） 2（必要な到達レベル） 1（努力が必要） 点数 

健康・栄養の意

義を理解し専門

的知識や技能を

身に付けている 

理解力 

公衆衛生行政の概要（保

健所の役割）について説

明できた。 

内容について理解できて

いるが、十分な説明がで

きなかった。 

内容について理解できてお

らず、説明ができなかった。 
 

技術 

健康・栄養課題の明確化

とＰＤＣＡサイクルにつ

いて説明できた。 

健康・栄養課題の明確化

とＰＤＣＡサイクルにつ

いて説明が不十分なとこ

ろがあった。 

健康・栄養課題の明確化と

ＰＤＣＡサイクルについて

説明できなかった。  

知識 

生活習慣病の発症予防と

重症化予防、社会生活を

営むために必要な機能の

維持・向上について説明

できた。 

生活習慣病の発症予防と

重症化予防、社会生活を

営むために必要な機能の

維持・向上について説明

が不十分なところがあっ

た。 

生活習慣病の発症予防と重

症化予防、社会生活を営む

ために必要な機能の維持・

向上について説明できなか

った。 

 

総合的な学習経

験と自らの成長

過程を客観的に

捉え、分析する

ことができる 

分析力 

実習施設に適した課題が
設定されていて、複数の
情報を整理した上で、ふ
さわしい研究方法を用い
た分析方法を示すことが
できた。知識と情報の整
理ができた。 

目的とテーマに沿った研
究方法を用いて、分析方
法を示すことができた。 

課題が実習施設に適してい
なかった。研究課題設定に
際し、適切な知識と情報の
整理ができていなかった。  

責任感と倫理感

を有し専門的能

力を活用できる 

積極性 

予習復習をして、意欲的

な姿勢で臨み、自発的に

質問や考えを述べ積極的

に行動した。 

予習復習をして、指導者

の指示や意見を取り入れ

て行動できた。 

予習復習が十分できず、質

問や考えを述べ行動するこ

とができなかった。  

責任感 

管理栄養士の役割と責任

を理解し、実習生として

自覚した行動ができた。                

管理栄養士の役割と責任

を理解できているが、実

習生としての自覚を高め

る必要があった。               

管理栄養士の役割と責任を

理解し、実習生として自覚

した行動ができなかった。  

規律 

施設の規則や守秘義務を

厳守できた。                            

施設の規則や守秘義務を

厳守する自覚があった。                

施設の規則や守秘義務を厳

守できなかった。  

遅刻、欠席がなく１５分

前までに準備を整え実習

に取り組んだ。 

遅刻、欠席があるが、事

前事後の報告はできてい

る。 

遅刻または欠席をし、連絡

を怠った。 
 

実習生にふさわしい身だ

しなみであり、自覚のあ

る行動がとれた。 

実習生にふさわしい身だ

しなみであるが、行動面

で自覚に乏しかった。 

実習生にふさわしい身だし

なみでなく、自覚のある行

動がとれなかった。 
 

チーム医療等に

おける連携・協

働できる 

コミュニ

ケーショ

ン力 

自ら対象者、職員に配慮

して自ら声がけし、気持

ちの良い挨拶や対応がで

きた。 

対象者、職員への挨拶が

できるが、声がけが消極

的であった。 

また指導者及びスタッフや

対象者から先に挨拶される

等、あまり自分から挨拶を

することができなかった。 

 

必要な連絡・相談・報告

ができる。                              

指示したことや質問には

答えるが自らの発信が乏

しい。 

必要な連絡・相談・報告が

できなかった。                            
 

適切な言葉遣いで良好な

人間関係を築くことがで

きた。 

尊重した態度で、不明な

点を質問できるが、自ら

の考えを表現する力が必

要であった。                          

言動についてあまり気を付

けることができなかった。 

 

評価レベル(36 点満点）：  A (28 点以上）、  Ｂ （21 点～27 点）、 Ｃ (21 点未満） 
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〔学生用〕 

臨地実習Ⅴ（公衆栄養学）評価表 

 評価基準 3：良好な到達レベル  2：必要な到達レベル  1：努力が必要 

 

・公衆栄養学に関する専門知識と技術の統合における評価指標 

保
健
所 

評価項目 評価 

①組織体制・管内の現状について説明できる。 3 2 1 

②公衆衛生行政の概要（保健所の役割）について説明できる。 3 2 1 

③管理栄養士の業務の概要、関連法規（法的根拠）について説明できる。 3 2 1 

④健康・栄養課題の明確化とＰＤＣＡサイクルについて説明できる。 3 2 1 

⑤生活習慣病の発症予防と重症化予防、社会生活を営むために必要な機能の維持・向上について説明できる。 3 2 1 

⑥食を通じた社会環境の整備について説明できる。 3 2 1 

⑦市町村との連絡調整及び栄養・食生活の改善ための技術的な支援について説明できる。 3 2 1 

市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
等 

評価項目 評価 

①組織体制・管内の現状について説明できる。 3 2 1 

②公衆衛生行政の概要（保健所の役割）について説明できる。 3 2 1 

③管理栄養士の業務の概要、関連法規（法的根拠）について説明できる。 3 2 1 

④健康・栄養課題の明確化とＰＤＣＡサイクルについて説明できる。 3 2 1 

⑤生活習慣病の発症予防と重症化予防、社会生活を営むために必要な機能の維持・向上について説明できる。 3 2 1 

⑥食を通じた社会環境の整備について説明できる。 3 2 1 

⑦保健所（都道府県）との連絡調整及び栄養・食生活改善のための協働について説明できる。 3 2 1 

⑧人材の育成と活用（地域活動栄養士の育成と活用）について説明できる。 3 2 1 

 

・実習の取り組みにおける評価指標 

評価項目 
評価 

3 2 1 

事前学習 

実習先の概要、管理栄養士の
仕事、患者の食事等を調べ、
聞きたいこと、分からないこ
とを明確にして実習に臨んだ 

実習先の概要について Web ペ
ージで確認したのみであっ
た。 

何の事前学習もせずに臨ん
だ。 

学ぶ姿勢 

促されなくとも、躊躇せず、
自発的に反応を示し、質問や
考えを述べ、周りに配慮しな
がら、自ら積極的に行動した。 

指導者及びスタッフに聞かれ
たことには返事をしたが、自
発的な質問や発言は少なく、
スタッフに促されてから行動
した。 

指導者及びスタッフに聞かれ
ても、返事や意思表示が曖昧
で、指導者及びスタッフに促
されてから行動した。 

学びの 
振り返り 
まとめ 

帰宅後、すぐにその日の学び
を振り返り、内容をまとめ、
不明なことは自主学習をし
て、自己の課題を把握し、翌
日の実習に役立てた。 

帰宅後、すぐにその日の学び
を振り返り、内容をまとめた。 

学びの振り返りとまとめは、
その日に行わず、実習が終わ
ってから行った。 

社会人としての常識的な行
動 

施設の規範やルールを理解
し、常識的な行動ができた。 

施設の規範やルールを理解し
ていなかったが、他者に迷惑
をかけない行動ができた。 

他者に迷惑をかけた。社会人
として、常識的な行動ができ
なかった。 

研究課題の設定 

実習施設に適した課題が設定
されていて、複数の情報を整
理した上で、ふさわしい研究
方法を用いた分析方法を示す
ことができた。知識と情報の
整理ができた。 

目的とテーマに沿った研究方
法を用いて、分析方法を示す
ことができた。 

課題が実習施設に適していな
かった。研究課題設定に際し、
適切な知識と情報の整理がで
きていなかった。 

課題発見と問題解決への取
り組み 

自発的に新たな課題を発見し
て、さまざまな手段により、
問題解決を行うことができ
た。 

自ら課題を発見できなかった
が、与えられた課題に対して、
問題解決に取り組むことがで
きた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことができ
なかった。 

協調性・協働性（ディスカッ
ションへの参加等） 

他の実習生と積極的に協議
し、協力して課題を解決する
ことができた。 

スタッフに促されて、他の実
習生と協力して課題を解決す
ることができた。 

他の実習生との協議には参加
しなかった。協力して課題を
解決しようとしなかった。 

提出物 
内容を十分に検討し、期日ま
でに提出した。 

期日に遅れて提出した。 提出できなかった。 

実習への取り組み状況 

欠席や遅刻をせず、体調管理
を行い、活発に実習に取り組
んだ。 

体調不良でやむなく遅刻・欠
席をしてしまったが、担当教
員と指導者に、きちんと連絡
し、指示を得た。 

遅刻または欠席をし、連絡を
怠った。 
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〔実習施設指導者用〕 

臨地実習Ⅴ（公衆栄養学）評価表 

 評価基準 3：良好な到達レベル  2：必要な到達レベル  1：努力が必要 

 

・公衆栄養学に関する専門知識と技術の統合における評価指標 

保
健
所 

評価項目 評価 

①組織体制・管内の現状について説明できる。 3 2 1 

②公衆衛生行政の概要（保健所の役割）について説明できる。 3 2 1 

③管理栄養士の業務の概要、関連法規（法的根拠）について説明できる。 3 2 1 

④健康・栄養課題の明確化とＰＤＣＡサイクルについて説明できる。 3 2 1 

⑤生活習慣病の発症予防と重症化予防、社会生活を営むために必要な機能の維持・向上について説明できる。 3 2 1 

⑥食を通じた社会環境の整備について説明できる。 3 2 1 

⑦市町村との連絡調整及び栄養・食生活の改善ための技術的な支援について説明できる。 3 2 1 

市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
等 

項目 評価 

①組織体制・管内の現状について説明できる。 3 2 1 

②公衆衛生行政の概要（保健所の役割）について説明できる。 3 2 1 

③管理栄養士の業務の概要、関連法規（法的根拠）について説明できる。 3 2 1 

④健康・栄養課題の明確化とＰＤＣＡサイクルについて説明できる。 3 2 1 

⑤生活習慣病の発症予防と重症化予防、社会生活を営むために必要な機能の維持・向上について説明できる。 3 2 1 

⑥食を通じた社会環境の整備について説明できる。 3 2 1 

⑦保健所（都道府県）との連絡調整及び栄養・食生活改善のための協働について説明できる。 3 2 1 

⑧人材の育成と活用（地域活動栄養士の育成と活用）について説明できる。 3 2 1 

 

・実習の取り組みにおける評価指標 

評価項目 
評価 

3 2 1 

事前学習 

学内の授業の復習を行い、実
習のポイントを把握してい
た。学びたいことを明らかに
していた。 

学内の授業の復習を行って
いた。 

事前学習を行っていないか、
不十分であった。 

学ぶ姿勢 

促されなくとも、躊躇せず、
自発的に反応を示し、質問や
考えを述べ、周りに配慮しな
がら、自ら積極的に行動して
いた。 

指導者及びスタッフからの
問いかけや質問に対し返事
をしたが、自発的な質問や発
言は少なく、指導者及びスタ
ッフに促されてから行動し
ていた。 

指導者及びスタッフからの
問いかけや質問に対し、返事
や意思表示が曖昧であり、指
導者及びスタッフから促さ
れてから行動していた。 

社会人としての常識的な
行動 

施設の規範やルールを理解
し、常識的な行動ができてい
た。 

施設の規範やルールを十分
に理解していないが、他者に
迷惑をかけない行動ができ
た。 

他者に迷惑をかけている。社
会人として、常識的な行動が
できていなかった。 

研究課題の設定 

実習施設に適した課題が設
定されていて、複数の情報を
整理した上で、ふさわしい研
究方法を用いた分析方法を
示すことができた。知識と情
報の整理ができた。 

目的とテーマに沿った研究
方法を用いて、分析方法を示
すことができた。 

課題が実習施設に適してい
なかった。研究課題設定に際
し、適切な知識と情報の整理
ができていなかった。 

課題発見と問題解決への
取り組み 

新たな課題を発見し、知識と
技術を活用しながら問題解
決を行うことができていた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことがで
きていた。 

与えられた課題に対して、問
題解決に取り組むことがで
きていなかった。 

協調性・協働性 

他の実習生と積極的にディ
スカッションができ、協力し
て課題を解決していた。 

スタッフに促されてから、他
の実習生と協力して課題を
解決していた。 

他の実習生と協力して課題
を解決しようとせず、ディス
カッションに参加していな
かった。 

提出物 
内容がすぐれており、期日ま
でに提出していた。 

期日に遅れて提出していた。 提出していなかった。 

実習への取り組み状況 

欠席も遅刻もせず、一日中、
活発に実習に取り組んでい
た。 

体調不良、交通事故等で遅
刻・欠席をしたが、指導者に
きちんと連絡し、指示を得
た。 

遅刻または欠席をし、連絡を
怠った。 
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５．実習専任教員 

 

臨地実習科目 専任教員 

臨地実習Ⅰ（給食の運営） 沼田 聡 

臨地実習Ⅱ（給食経営管理論） 沼田 聡 

臨地実習Ⅲ（臨床栄養学） 渡邊 慶子 

臨地実習Ⅳ（臨床栄養学） 渡邊 慶子 

臨地実習Ⅴ（公衆栄養学） 竹市 仁美 

 

 

 

 

 

６．実習施設 

 臨地実習は、その種類に応じ、次に掲げる施設において実施する。実習施設はいずれも管理栄

養士が専従する施設である。 

（１）臨地実習Ⅰ（給食の運営） 

  ・病院、介護保険施設（介護老人保健施設・高齢者福祉施設）、事業所、学校、 

（２）臨地実習Ⅱ（給食経営管理論） 

  ・病院、介護保険施設（介護老人保健施設・高齢者福祉施設）、事業所 

（３）臨地実習Ⅲ（臨床栄養学）・臨地実習Ⅳ（臨床栄養学） 

  ・病院 

（４）臨地実習Ⅴ（公衆栄養学） 

  ・保健所、保健センター 
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７．実習日程 

  期間：8 月〇日～9 月〇日及び 2 月〇日～3 月〇日の間で 180 時間実施 

タ

イ

プ 

臨地実習Ⅰ 
（給食の運営） 

 
 
 

臨地実習Ⅱ 
（給食経営管理論） 

 
 
 

臨地実習Ⅲ 
（臨床栄養学） 

 
 
 

臨地実習Ⅳ 
（臨床栄養学） 

あるいは 
臨地実習Ⅴ 

（公衆栄養学） 

期間 

A* 病院 病院 病院 病院 病院      180 時間 

B 介護保険施設 病院 病院 病院 
介護保険施設  45 時間 
病院      135 時間 

C 介護保険施設 介護保険施設 病院 病院 
介護保険施設  90 時間 
病院      90 時間 

D** 病院 病院 病院 保健所 
病院     135 時間 
保健所     45 時間 

E 介護保険施設 病院 病院 保健所 
介護保険施設 45 時間 
病院     90 時間 
保健所    45 時間 

F 介護保険施設 介護保険施設 病院 保健所 
介護保険施設 90 時間 
病院      45 時間 
保健所    45 時間 

G 事業所 事業所 病院 病院 
事業所     90 時間 
病院     90 時間 

H 学校 病院 病院 病院 
学校      45 時間 
病院     135 時間 

 * p.14 に A タイプの実習日程例を示す。** p.15 に D タイプの実習日程例を示す。 
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A タイプの実習日程（例）（p.9 の A*タイプ） 

 4 単位 180 時間（1 日 7.5 時間×24 日間） 

 

 

A タイプ 

日 曜 8 月 曜 9 月 曜 2 月 曜 3 月 

1 月   木   水   水 臨床栄養学 

2 火  金  木   木 臨床栄養学 

3 水  土  金   金 臨床栄養学 

4 木   日  土   土  

5 金   月  日   日  

6 土   火  月   月 臨床栄養学 

7 日   水  火   火 臨床栄養学  

8 月   木  水   水 臨床栄養学 

9 火  金  木   木 臨床栄養学 

10 水  土  金  金 臨床栄養学 

11 木   日  土  土  

12 金   月  日  日  

13 土   火  月 給食経営管理論  月 臨床栄養学 

14 日   水  火 給食経営管理論 火 臨床栄養学 

15 月   木  水 給食経営管理論 水  

16 火   金  木 給食経営管理論 木  

17 水  土  金 給食経営管理論 金  

18 木   日  土  土  

19 金  月  日  日  

20 土  火  月 給食経営管理論  月  

21 日  水  火  火  

22 月 給食の運営 木  水  水  

23 火 給食の運営 金   木   木  

24 水  給食の運営 土  金   金  

25 木  給食の運営 日  土   土   

26 金  給食の運営 月  日  日   

27 土  火  月 臨床栄養学 月   

28 日  水  火 臨床栄養学 火   

29 月  給食の運営 木     水   

30 火   金     木   

31 水         金   
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D タイプの実習日程（例）（p.9 の D**タイプ） 

 4 単位 180 時間（1 日 7.5 時間×24 日間） 

  

 

D タイプ 

日 曜 8 月 曜 9 月 曜 2 月 曜 3 月 

1 月   木   水   水 臨床栄養学  

2 火  金  木   木 臨床栄養学 

3 水  土  金   金 臨床栄養学 

4 木   日  土   土  

5 金   月   日   日  

6 土   火  月   月 臨床栄養学 

7 日   水  火   火 公衆栄養学 

8 月   木  水   水 公衆栄養学 

9 火  金  木   木 公衆栄養学 

10 水  土  金  金 公衆栄養学  

11 木   日  土  土  

12 金   月   日  日  

13 土   火  月 給食経営管理論 月 公衆栄養学  

14 日   水  火 給食経営管理論 火 公衆栄養学 

15 月   木  水 給食経営管理論 水  

16 火   金  木 給食経営管理論 木  

17 水  土  金 給食経営管理論 金  

18 木   日  土  土  

19 金  月  日  日  

20 土  火  月 給食経営管理論 月  

21 日  水  火  火  

22 月 給食の運営 木  水  水  

23 火 給食の運営 金   木   木  

24 水  給食の運営 土  金   金  

25 木  給食の運営 日  土   土   

26 金  給食の運営 月  日  日   

27 土  火  月 臨床栄養学 月   

28 日  水  火 臨床栄養学  火   

29 月  給食の運営 木     水   

30 火   金     木   

31 水         金   
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８．実習心得 

（１）全般的心得 

臨地実習は、管理栄養士・栄養士免許取得のため、各施設の管理栄養士及び栄養士の指導のも

とで管理栄養士・栄養士業務を体得するためのものであり、社会人として行動すること。 

実習は、大学として実習施設長に対して実習を依頼し行うものである。学内では臨地実習担当

教員（以下担当教員）の指導に従い、実習先では実習指導者の指導に従って行動しなければなら

ない。 

 

（２）基本的心得 

 １）実習開始前 

  ①オリエンテーションを正当な理由なく欠席した場合、実習を取り消すことがある。 

②臨地実習に関する伝達事項は、掲示板に掲示するので見落とさぬようにすること。また、

メールでの伝達事項について、担当教員に必ず返信すること。 

③事前訪問の際の服装は、リクルートスーツとし、学生らしい身だしなみを心掛けること。

ナチュラルメイクとし、アクセサリー（指輪、イヤリング、ネックレス）は身に付けない

こと。 

④麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、水痘のワクチン接種（罹患歴がある場合は抗体検査）、赤痢

菌・サルモネラ属菌（チフス菌・パラチフス A 菌）・腸管出血性大腸菌（O157・O26・O111）

の腸内細菌検査を行う。腸内細菌検査は、決められた提出日に必ず提出すること。腸内細

菌検査結果が陽性の者と検査忘れの者は実習に行くことができない。 

⑤実習施設によっては、健康診断書を必要とすることがある。 

 

 ２）実習期間中 

①実習時間は厳守すること。規定時間の 10 分前には、身支度を整えて集合できるようにする

こと。 

②通勤は、リクルートスーツで、施設到着後に実習着に着替える。実習指導者の指示に従い、

白衣、割烹着、帽子等を着用すること。 

③爪は短く切ること。また、マニキュアをしたり、匂いの強いものを付けたりしないこと。 

④実習中の作業は誠意をもって積極的に取り組み、失敗したときにはすぐに実習指導者に申

し出ること。また、その日の実習終了後、担当教員に報告すること。 

⑤私語を慎み、てきぱきと行動しなければならない。言葉づかいに注意して相手に失礼のな

い言動で、組織の中で働いていることを忘れないようにすること。 

⑥やむなく欠勤・遅刻・早退をする場合は、前もって文書または電話で担当教員および実習

指導者に届け出ること。緊急の場合も速やかに実習指導者に連絡し、その後直ちに担当教

員に連絡すること。 

⑦実習先のすべての方々に、敬意を表し、指導を仰ぎ、真摯な態度で取り組むこと。 

  ⑧要点・疑問点などはメモしておき、だれが見てもわかる記録とすること。但し、患者や職

員等の個人情報は記録しないこと。 

⑨実習は学生として探求的態度をもって望むこと。 
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⑩常に清潔な白衣を着用し、トイレ及び厨房外においては白衣・帽子をとること。 

⑪履物は用途に応じて、はきかえること。 

 

 ３）実習終了後 

①臨地実習日誌、出席表、自己評価表は、担当教員が指定した日に提出すること。提出期限

を過ぎると実習評価点が減点されるので 提出期限を厳守すること。 

②実習終了後、指導いただいた方々に礼状を送付すること。担当教員が確認を行うので、指

定した日に清書をしたものを提出すること。 

指導いただいた方々は師であり、目上の方であるので、必ず封書で、ワープロでなく手書

きすること。 

 

 ４）個人情報について 

  ①個人情報保護に関する諸規定等を遵守し、実習中において知り得た個人情報及び実習施設

に関する情報について実習中及び実習終了後もその一切を漏らさないことを誓約すること。 

  ②SNS の普及に伴い、情報を気軽に発信できるが、不適切な画像や投稿を行ったことが原因

で個人や施設に損害を与える事例が散見されている。ブログ、ツイッターの危険性を十分

に認識しておくこと。 

 

 ５）そ の 他 

①検食代については、実習施設の指示に従うこと。 

②実習中に携帯電話を使用しないこと。実習施設に到着したら、電源を切り、ロッカーに保

管しておくこと（携帯しない）。 
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９．緊急時連絡体制 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

リーダー 

（サブリーダー） 

高知学園大学 

088-840-1121 

↓ 

臨地実習担当教員 

管理栄養学科長 

学生のご家族 

報告 

指示 

学長 

報告 

指示 

報告 

施設指導者 学生（ご家族） 

報告 

報告 報告 報告 

報告 

実習中に緊急事態発生の場合 

教務課・学生支援課 

管理栄養学科教員 

報告 

指示 

指示 

報告 

① 

③ ② 

緊急事態発生 

（遅刻等も含む） 
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１０．事故報告書 

事故報告書 
   年   月   日 

高知学園大学健康科学部 

学部長         様 

報告者 所属           職名      

    氏名               印   

（学内・学外）実習中に事故が発生しましたので報告します。 

学科名  実習科目名  担当指導者名  

 

負
傷
者
の
属
性 

氏名  年齢  男・女 

所属学科 学科       専攻     番        

住所 〒 

連絡先 Tel: 

事

故

の

内

容 

事故日 平成   年   月   日  午前・午後   時   分 

事故場所  

 

事故状況 

 

 

治 

療 

の 

状 

況 

 

担当指導員あ

るいは保健室

職員の処置 

 

 

傷病部位  

検査措置 必要・不必要 
指導員・ 

保健室職員名 印 

病 

院 

処 

置 

病院名  
担当 

医師 
 

通院（見込み・確定）  月   日 ～  月   日 

入院（見込み・確定） 

 

月   日 ～  月   日 

記入者  所属・氏名                 印 
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１１．個人情報に関する誓約書 

個人情報に関する誓約書 

 

法人名 

施設名 

役職 氏名 様 

 

 

私は、実習生として、個人情報保護に関する諸規定等を遵守いたしま

す。 

また、実習中において知り得た個人情報について実習中及び実習終了

後もその一切を漏らさないことを誓約いたします。 

 

 

 

 

平成   年   月   日 

 

 

所属 高知学園大学健康科学部 

管理栄養学科 3 年 

 

 氏名           印 
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１２．漏洩報告書 

漏えい事故報告書 

   年   月   日 

高知学園大学健康科学部 

学部長         様 

報告者 所属学科・学年  

    学籍番号     

                        氏名               印   

 

臨地実習中に個人情報の漏えい事故が発生しましたので報告します。 

事故日    年   月   日   

対象施設  

漏えい情報  

媒体  

対象者概要  

事故発生状況  

事故発生後の対応  
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１３．実習施設一覧 

（１）病院 

  

No. 施設名 郵便番号 住 所 電話番号 施設長 管理栄養士 

1 
独立行政法人国立病院機構  

高知病院 
780-8077 高知市朝倉西町 1-2-25 088-844-3111 大串 文隆 永野 由香里 

2 
国立大学法人  

高知大学医学部附属病院 
783-8505 南国市岡豊町小蓮 185-1 088-866-5811 横山 彰仁 伊與木 美保 

3 
高知県・高知市病院企業団立  

高知医療センター 
781-8555  高知市池 2125-1 088-837-3000 吉川 清志 十萬 敬子 

4 高知県立 あき総合病院 784-0027  安芸市宝永町 1-32 0887-34-3111 前田 博教 有澤 ゆかり 

5 日本赤十字社 高知赤十字病院 780-8562  高知市新本町 2-13-51 088-822-1201 浜口 伸正 川島 加奈 

6 
独立行政法人地域医療機能推進機構 

高知西病院 
780-8040 高知市神田 317-12 088-843-1501 山田 光俊 掛水 利佳 

7 
高知県厚生農業協同組合連合会  

JA 高知病院 
783-8509 南国市明見字中野 526-1 088-863-2181 谷木 利勝 平山 祐美子 

8 社会医療法人近森会 近森病院 780-8522  高知市大川筋 1-1-16 088-822-5231 近森 正幸 宮澤 靖 

9 社会医療法人仁生会 細木病院 780-8535 高知市大膳町 37 088-822-7211 堀見 忠司 橋本 由佳 

10 社会医療法人仁生会 三愛病院 781-8136 高知市一宮西町 1-7-25 088-845-5291 深田 順一 石山 由香 

11 医療法人創治 竹本病院 787-0015 四万十市右山 1973番地 2 0880-35-4151 竹本 範彦 吉井 智美 

12 特定医療法人長生会 大井田病院 788-0001 宿毛市中央 8 丁目 3-6 0880-63-2101 田中 公章 谷岡 美奈 

13 医療法人五月会 須崎くろしお病院 785-8501 須崎市緑町 4-30 0889-43-2121 田村 精平 國本 宏恵 

14 医療法人武田会 高知鏡川病院 780-8037 高知県高知市城山町 270 088-833-4328 横山 佳秀 西村 浩恵 

15 高知県立 幡多けんみん病院 788-0785 宿毛市山奈町芳奈 3−1 0880-66-2222 橘 壽人 井上 那奈 

16 医療法人つくし会 南国病院 783-0004 南国市大埇甲 1479-3 088-864-3137 中澤 宏之 宮地 悦美 
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（２）介護保険施設 

  ①介護老人保健施設 

 

  ②高齢者福祉施設 

 

 

  

No. 施設名 郵便番号 住 所 電話番号 施設長 管理栄養士 

1 介護老人保健施設 あいおい 780-0054 高知市相生町 1-35 088-885-2281 野並 誠二 榎本 佐紀 

2 

医療法人楠目会 

介護老人保健施設 

とさやまだファミリア 

782-0043 香美市土佐山田町 549 0887-53-2500 高橋 ゆかり 大森 恵子 

No. 施設名 郵便番号 住 所 電話番号 施設長 管理栄養士 

1 
社会福祉法人秦ダイヤライフ福祉会 

特別養護老人ホームあざみの里 

781-0011 高知市薊野北町 2-25-8 088-803-1122 福田 晃代 大川 美以子 

2 
社会福祉法人南海福祉会  

介護老人福祉施設グランボヌール  

781-5101 高知市布師田字宮ノ辺

1362 

088-845-5400 森脇 真代美 中須賀理沙 

3 
社会福祉法人海の里  

特別養護老人ホーム海の里 

781-0112 高知市仁井田 1618-18 088-847-7878 坂本 朝子 難波 和加 

4 

社会福祉法人土佐香美福祉会  

特別養護老人ホーム 

ウエルプラザ洋寿荘 

781-5704 安芸郡芸西村西分乙 297 0887-32-2110 中澤 和彦 門脇 涼子 

5 土佐市特別養護老人ホームとさの里 781-1101 土佐市高岡町甲 1792-2 088-852-2200 北添 稔博 中平 有香 

6 
社会福祉法人黒潮福祉会  

特別養護老人ホームかしま荘 

789-1720 幡多郡黒潮町佐賀 3177 0880-55-3591 福島 まり子 森 雅子 

7 
社会福祉法人ふるさと会  

特別養護老人ホーム森の里高知 

781-0240 高知市横浜 20-1 088-848-2002 川村 扶美 北村 小百合 

8 

社会福祉法人土佐香美福祉会  

特別養護老人ホーム 

ウエルプラザやまだ荘 

782-0047 香美市土佐山田町 550-2 0887-52-2112 佐々木 誠 日浦 千香子 

9 
高幡西部  

特別養護老人ホーム窪川荘 

786-0032 高岡郡四万十町影野

640-2  

0880-22-8811 津末 和宏 沖田 美穂 

10 
社会福祉法人厚敬会  

特別養護老人ホームトキワ苑 

781-3521 土佐郡土佐町田井 

1377 番地 29 

0887-82-2741 川村 龍象 竹政 由衣 
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（３）事業所 

 

（４）保健所・保健センター 

 

（５）学校 

No. 学校名 郵便番号 住 所 電話番号 校長 栄養教諭 

       

 

 

  

No. 施設名 郵便番号 住 所 電話番号 施設長 管理栄養士 

1 

（管轄）高知県健康政策部健康長寿政

策課 

（実習施設） 

・安芸福祉保健所 

・中央東福祉保健所 

・中央西福祉保健所 

・須崎福祉保健所 

・幡多福祉保健所 

780-8570 高知市丸ノ内 1 丁目 2 番

20 号 

088-823-9666 課長 

中嶋 真琴 

佐々木小百合 

2 

（管轄）高知市保健所健康増進課 

（実習施設） 

・高知市保健所 

780-0850 高知市丸ノ内 1 丁目 7 番

45 号 

088-822-0577 堀川 俊一 田村 絵美 

No. 施設名 郵便番号 住 所 電話番号 施設長 管理栄養士 

1 陸上自衛隊高知駐屯地 781-5495 香南市香我美町上分 3390 0887-55-3171   

No. 施設名 郵便番号 住 所 電話番号 施設長 管理栄養士 

1 陸上自衛隊高知駐屯地 781-5495 香南市香我美町上分 3390 0887-55-3171   
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１４．実習日誌記入上の注意 

（１）全般的注意 

臨地実習は、管理栄養士・栄養士免許取得のために必修のものであり、実り多い実習にするた

めには、まず十分な準備をして実習にのぞまねばならない。体験学習はいかなる書物にも優るも

のであるから、これをふまえて体験したことを要領よくまとめて記録しておくこと。 

 

（２）基本的注意 

 １）実習開始前に記録すること 

①実習施設の所在地・電話番号・指導者名 

②実習施設の概要、オリエンテーションの内容 

 

 ２）実習中に記録すること 

①実習日誌（実施献立・実習報告・まとめ・反省） 

 ・黒のボールペン等で記入すること（鉛筆書き不可）。 

・概略はメモしておき清書すること。 

・学び取ったこと、気づかされたこと、実習態度の反省や課題の解決方法等を中心に記入

すること。 

・誤字・脱字のないよう辞書を引き、読み直しをすること。 

・訂正は、定規を用いて二重線を引き訂正印を押すこと（3 ヶ所間違えた場合は、書き直

しを行うこと）。 

 

 ３）実習終了後に記録するもの 

①実習自己評価表、実習のまとめ 
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１５．（例）臨地実習日誌 

（例） 

臨地実習日誌 

臨地実習Ⅰ（給食の運営） 

 

 

実習施設名                    

 

所在地                      

 

電話番号                     

 

実習期間 平成  年  月  日 ～  月  日 

 

指導者名                     

 

 

 

高知学園大学 健康科学部管理栄養学科 

 

学籍番号                     

 

氏名                       
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施設概要 

１．経営形態（直営、委託等） 

 

 

 

 

２．組織（給食部門の名称） 

 

 

 

 

３．対象者の特徴 

 

 

 

 

４．食数・食費 

 

 

 

 

５．調理システムの種類（クックサーブ、クックチル、クックフリーズ、真空調理法） 

 

 

 

 

６．喫食時間 

 

 

 

７．給食従事者数 

管理栄養士： 

栄養士： 

調理員： 

その他： 

 

８．給食施設の見取り図  
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献立表 

  

 朝食 昼食 夕食 

 

月 

 

日 

（  ） 

   

 

月 

 

日 

（  ） 

   

 

月 

 

日 

（  ） 

   

 

月 

 

日 

（  ） 

   

 

月 

 

日 

（  ） 
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平成   年   月   日（   曜日） 

実習内容 

07:00 

 

08:00 

 

09:00 

 

10:00 

 

11:00 

 

12:00 

 

13:00 

 

14:00 

 

15:00 

 

16:00 

 

17:00 

 

18:00 
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まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者 

確認印 
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実習テーマ（平成  年  月  日  曜日） 
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実習のまとめ 
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実習のまとめ 
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指導者のコメント（記入自由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



飛翔式

平成 29年 2月 12日（日）

7号館大講義室

高知学園短期大学　生活科学学科







<時間帯>
【1】8:40～10:10（1限目）  【2】10:20～11:50（2限目）  【3】12:50～14:20（3限目）  【4】14:30～16:00（4限目）  【5】16:10～17:40（5限目）  <表示>　 A 給食Ⅰ・Ⅱ B 臨床Ⅲ・Ⅳ C 公衆Ⅴ ●巡回指導

講義・演習・実習 打ち合わせ訪問 実習期間中

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B) B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C） C C C C C C C C C C C C

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B) B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C） C C C C C C C C C C C C

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B) B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C） C C C C C C C C C C C C C C C C

2022/6/10 2022/6/13 2022/6/14 2022/6/15 2022/6/16 2022/6/172022/6/2 2022/6/3 2022/6/6 2022/6/7 2022/6/8 2022/6/9
木 金

2022/5/23 2022/5/24 2022/5/25 2022/5/26 2022/5/27 2022/5/30 2022/5/31 2022/6/1
水 木 金 月 火 水火 水 木 金 月 火月 火 水 木 金 月

2022/5/19 2022/5/20

5月 6月

領域 職位

9 10 11 12

2022/5/11 2022/5/12 2022/5/13 2022/5/16 2022/5/17 2022/5/182022/5/3 2022/5/4 2022/5/5 2022/5/62022/4/26 2022/4/27 2022/4/28 2022/4/29 2022/5/2
金水 木 金 月 火 水

4月 5月

領域 職位

5 6 7 8
月 火 月 火 水 木 金木 金 月 火 水 木

2022/5/9 2022/5/102022/4/25

2022/4/20 2022/4/21 2022/4/222022/4/8 2022/4/11 2022/4/12 2022/4/13 2022/4/14 2022/4/15

健康科学部管理栄養学科　臨地実習　巡回指導計画

№.1

4月

領域 職位

1 2 3 4
月 金

2022/4/1 2022/4/4 2022/4/5 2022/4/6 2022/4/7
木 金 月 火木 金 月 火 水 木水 木 金 月 火 水火 水

2022/4/18 2022/4/19



<時間帯>
【1】8:40～10:10（1限目）  【2】10:20～11:50（2限目）  【3】12:50～14:20（3限目）  【4】14:30～16:00（4限目）  【5】16:10～17:40（5限目）  <表示>　 A 給食Ⅰ・Ⅱ B 臨床Ⅲ・Ⅳ C 公衆Ⅴ ●巡回指導

講義・演習・実習 打ち合わせ訪問 実習期間中

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B) B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C） C C C C C C C C C C C C C C C C

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A A A A

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B） B B B B B B

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B） B B B B B B

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B) B B B B B B

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B B B B B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C） C C C C

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A）
●
①

●
③

●
⑤

●
⑦

●
⑨

●
⑪

●
⑬

●
⑮

●
⑰

●
⑲

●
㉑

●
㉓

●
㉕

●
㉗

●
㉙

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A）
●
②

●
④

●
⑥

●
⑧

●
⑩

●
⑫

●
⑭

●
⑯

●
⑱

●
⑳

●
㉒

●
㉔

●
㉖

●
㉘

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A）

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A）

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B）

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B）

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B)

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B）

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C）

臨地実習Ⅰ（給食の運営）病院　①国立病院機構高知病院②高知大学医学部附属病院③高知医療センター④高知県立あき総合病院⑤高知赤十字病院⑥高知西病院⑦ＪＡ高知病院⑧近森病院
⑨細木病院⑩三愛病院⑪竹本病院⑫大井田病院⑬南国病院⑭須崎くろしお病院⑮高知鏡川病院⑯幡多けんみん病院
臨地実習Ⅰ（給食の運営）介護保険施設（介護老人保健施設・高齢者福祉施設）、事業所　⑰特別養護老人ホームあざみの里⑱介護老人福祉施設グランボヌール⑲特別養護老人ホーム海の里⑳特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘
㉑特別養護老人ホームとさの里㉒特別養護老人ホームかしま荘㉓特別養護老人ホーム森の里高知㉔介護老人保健施設あいおい㉕特別養護老人ホームウエルプラザやまだ荘㉖特別養護老人ホーム　窪川荘㉗介護老人保健施設とさやまだファミリア
㉘特別養護老人ホームトキワ苑㉙陸上自衛隊高知駐屯地

2022/9/2 2022/9/5 2022/9/6 2022/9/7 2022/9/8 2022/9/92022/8/25 2022/8/26 2022/8/29 2022/8/30 2022/8/31 2022/9/1
木 金

2022/8/15 2022/8/16 2022/8/17 2022/8/18 2022/8/19 2022/8/22 2022/8/23 2022/8/24
水 木 金 月 火 水火 水 木 金 月 火月 火 水 木 金 月

2022/8/11 2022/8/12

8月 9月

領域 職位

21 22 23 24

2022/8/3 2022/8/4 2022/8/5 2022/8/8 2022/8/9 2022/8/102022/7/26 2022/7/27 2022/7/28 2022/7/29
月 火 水 木 金 月金 月 火 水 木 金

2022/6/24 2022/6/27

領域 職位

17 18 19 20
月 火 水 木

2022/8/1 2022/8/2
火 水 木 金

2022/7/18 2022/7/19 2022/7/20 2022/7/21 2022/7/22 2022/7/25

月 火 水 木
2022/7/14 2022/7/15

7月 8月

2022/7/6 2022/7/7 2022/7/8 2022/7/11 2022/7/12 2022/7/132022/6/28 2022/6/29 2022/6/30 2022/7/1 2022/7/4 2022/7/52022/6/20 2022/6/21 2022/6/22 2022/6/23
水 木 金 月 火 水

6月 7月

領域 職位

13 14 15 16
月 火 金 月 火 水 木 金木 金

健康科学部管理栄養学科　臨地実習　巡回指導計画

№.2



<時間帯>
【1】8:40～10:10（1限目）  【2】10:20～11:50（2限目）  【3】12:50～14:20（3限目）  【4】14:30～16:00（4限目）  【5】16:10～17:40（5限目）  <表示>　 A 給食Ⅰ・Ⅱ B 臨床Ⅲ・Ⅳ C 公衆Ⅴ ●巡回指導

講義・演習・実習 打ち合わせ訪問 実習期間中

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A） A A A A

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A） A A A A

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A A A A A A A A

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B） B B B B B B B B B

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B） B B B B

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B) B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B B B B B B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C） C C C C C C C C

報告会

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B） B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B) B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C） C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B） B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B) B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C） C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

2022/12/1 2022/12/22022/11/23 2022/11/24 2022/11/25 2022/11/28 2022/11/29 2022/11/302022/11/15 2022/11/16 2022/11/17 2022/11/18
水 木 金 月金 月 火 水 木 金

領域 職位

33 34 35 36
月 火 水 木

2022/11/21 2022/11/22
火 水 木 金

2022/11/7 2022/11/8 2022/11/9 2022/11/10 2022/11/11 2022/11/14
月 火

2022/11/3 2022/11/4

11月

2022/10/25 2022/10/26 2022/10/27 2022/10/28 2022/10/31 2022/11/12022/10/17 2022/10/18 2022/10/19 2022/10/20 2022/10/21 2022/10/24
木 金木 金 月 火 水 木

2022/11/2

10月

領域 職位

29 30 31 32
月 火 水 月 火 水 木 金

2022/10/10 2022/10/11 2022/10/12 2022/10/13 2022/10/14
金 月 火 水

2022/9/23 2022/9/26 2022/9/27 2022/9/28 2022/9/29 2022/9/30
木 金水 木 金

9月 10月

火 水
2022/10/3 2022/10/4 2022/10/5 2022/10/6 2022/10/7

月 火 水 木
領域 職位

25 26 27 28
月 金

2022/9/12 2022/9/13 2022/9/14 2022/9/15 2022/9/16 2022/9/19 2022/9/20 2022/9/21 2022/9/22
月 火 水木 金 月 火
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<時間帯>
【1】8:40～10:10（1限目）  【2】10:20～11:50（2限目）  【3】12:50～14:20（3限目）  【4】14:30～16:00（4限目）  【5】16:10～17:40（5限目）  <表示>　 A 給食Ⅰ・Ⅱ B 臨床Ⅲ・Ⅳ C 公衆Ⅴ ●巡回指導

講義・演習・実習 打ち合わせ訪問 実習期間中

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B） B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B) B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C） C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A） A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B） B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B) B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B B B B B B B B B B B B B B B B B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C） C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A）

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A） A A A A

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A）
●
①

●
③

●
⑤

●
⑦

●
⑨

●
⑪

●
⑬

●
⑮

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A） A
●
②

●
④

●
⑥

●
⑧

●
⑩

●
⑫

●
⑭

●
⑯

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B）

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B）

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B)

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B） B

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C）

2023/2/20 2023/2/21 2023/2/22 2023/2/23 2023/2/24

臨地実習Ⅱ（給食経営管理論）病院　①国立病院機構高知病院②高知大学医学部附属病院③高知医療センター④高知県立あき総合病院⑤高知赤十字病院⑥高知西病院⑦ＪＡ高知病院⑧近森病院
⑨細木病院⑩三愛病院⑪竹本病院⑫大井田病院⑬南国病院⑭須崎くろしお病院⑮高知鏡川病院⑯幡多けんみん病院

2023/2/10 2023/2/13 2023/2/14 2023/2/15 2023/2/16 2023/2/17
金

2023/1/30 2023/1/31 2023/2/1 2023/2/2 2023/2/3 2023/2/6 2023/2/7 2023/2/8 2023/2/9
木 金 月 火 水 木水 木 金 月 火 水火 水 木 金 月 火

2023/1/26 2023/1/27

2月

領域 職位

45 46 47 48
月

2023/1/18 2023/1/19 2023/1/20 2023/1/23 2023/1/24 2023/1/252023/1/10 2023/1/11 2023/1/12 2023/1/13
水 木 金 月金 月 火 水 木 金

領域 職位

41 42 43 44
月 火 水 木

2023/1/16 2023/1/17
火 水 木 金

2023/1/2 2023/1/3 2023/1/4 2023/1/5 2023/1/6 2023/1/9
月 火

2022/12/26 2022/12/27 2022/12/28 2022/12/29 2022/12/30

1月

2022/12/16 2022/12/19 2022/12/20 2022/12/21 2022/12/22 2022/12/23
金

2022/12/5 2022/12/6 2022/12/7 2022/12/8 2022/12/9 2022/12/12 2022/12/13 2022/12/14 2022/12/15
木 金 月 火 水 木水 木 金 月 火 水火 水 木 金 月 火

12月

領域 職位

37 38 39 40
月
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<時間帯>
【1】8:40～10:10（1限目）  【2】10:20～11:50（2限目）  【3】12:50～14:20（3限目）  【4】14:30～16:00（4限目）  【5】16:10～17:40（5限目）  <表示>　 A 給食Ⅰ・Ⅱ B 臨床Ⅲ・Ⅳ C 公衆Ⅴ ●巡回指導

講義・演習・実習 打ち合わせ訪問 実習期間中

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A）

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A）

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A）
●
⑰

●
⑲

●
㉑

●
㉓

●
㉕

●
㉗

●
㉙

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A）
●
⑱

●
⑳

●
㉒

●
㉔

●
㉖

●
㉘

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B）
●
①

●
③

●
⑤

●
⑦

●
⑨

●
⑪

●
⑬

●
⑮

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B）
●
②

●
④

●
⑥

●
⑧

●
⑩

●
⑫

●
⑭

●
⑯

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B)
●
①

●
③

●
⑤

●
⑦

●
⑨

●
⑪

●
⑬

●
⑮

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B）
●
②

●
④

●
⑥

●
⑧

●
⑩

●
⑫

●
⑭

●
⑯

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C）
●
㉚

●
㉚

●
㉚

●
㉚

●
㉛

●
㉛

●
㉛

●
㉛

週
曜日

氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A）

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A）

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A）

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A）

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B）

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B）

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B)

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B）

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C）

報告会 前年度反省会

週
曜日
氏名 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

臨地実習Ⅰ 講師 沼田（A）

臨地実習Ⅰ 教授 宮本（A）

臨地実習Ⅱ 講師 沼田（A）

臨地実習Ⅱ 准教授 古屋（A）

臨地実習Ⅲ 教授 渡邊（B）

臨地実習Ⅲ 教授 安房田（B）

臨地実習Ⅳ 教授 渡邊（B)

臨地実習Ⅳ 准教授 荒木（B）

臨地実習Ⅴ 教授 竹市（C）

領域 順位 月 火 水 月 火 水 木 金金 月 火 水 木 金木 金 月 火

2023/3/30 2023/3/31
水 木 金木 金 月 火 水 木 金 月 火

木 金

水 木

臨地実習Ⅱ（給食経営管理論）介護保険施設（介護老人保健施設・高齢者福祉施設）、事業所　⑰特別養護老人ホームあざみの里⑱介護老人福祉施設グランボヌール⑲特別養護老人ホーム海の里⑳特別養護老人ホームウエルプラザ洋寿荘
㉑特別養護老人ホームとさの里㉒特別養護老人ホームかしま荘㉓特別養護老人ホーム森の里高知㉔介護老人保健施設あいおい㉕特別養護老人ホームウエルプラザやまだ荘㉖特別養護老人ホーム　窪川荘㉗介護老人保健施設とさやまだファミリア㉘特別養護老人ホームトキワ苑
㉙陸上自衛隊高知駐屯地
臨地実習Ⅲ・Ⅳ（臨床栄養学）　病院①国立病院機構高知病院②高知大学医学部附属病院③高知医療センター④高知県立あき総合病院⑤高知赤十字病院⑥高知西病院⑦ＪＡ高知病院⑧近森病院⑨細木病院⑩三愛病院⑪竹本病院⑫大井田病院⑬南国病院⑭須崎くろしお病院
⑮高知鏡川病院⑯幡多けんみん病院
臨地実習Ⅴ（公衆栄養学）　保健所、保健センター

4月

領域 職位
月 火 水 月 火 水 木 金

2023/3/27 2023/3/28 2023/3/29

月 火 水 木水 木 金 月 火 水
2023/3/20 2023/3/21 2023/3/22 2023/3/23 2023/3/242023/3/10 2023/3/13 2023/3/14 2023/3/15 2023/3/16 2023/3/17

月 火

3月

領域 職位

49 50 51 52
月 金

2023/2/27 2023/2/28 2023/3/1 2023/3/2 2023/3/3 2023/3/6 2023/3/7 2023/3/8 2023/3/9
木 金火 水
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健康科学部臨床検査学科 

 臨地実習施設一覧 

科目名：臨地実習 

№ 実習施設名 住 所 
依頼予
定人数 

備考 

１ 国立大学法人高知大学医

学部附属病院 

〒783-8505 

南国市岡豊町小蓮 185-1 
２４人 

 

２ 高知県・高知市病院企業団

立高知医療センター 

〒781-8555 

高知市池 2125-１ 
１８人 

 

３ 独立行政法人国立病院機

構高知病院 

〒780-8077 

高知市朝倉西町 1-2-25 
１０人 

 

４ 日本赤十字社 

高知赤十字病院 

〒780-8562 

高知市新本町 2-13-51 
 ８人 

 

５ 高知県立幡多けんみん病

院 

〒787-0785 

宿毛市山奈町芳奈 3-1 
 ５人 

 

６ 社会医療法人近森会 

近森病院 

〒780-8522 

高知市大川筋 1 丁目 1-16  
 ５人 

 

７ ＪＡ高知病院 〒783-8509 

南国市明見字中野 526-1 
 ４人 

 

８ 高知県立あき総合病院 〒784-0027 

安芸市宝永町 1-32 
 ２人 

 

合計 ７６人 

 



 
 
 
 
資料１０-７として健康科学部臨床検査学科臨地実習承諾書を添付した。 
 



























































平成 28年度

高知学園短期大学 医療衛生学科 医療検査専攻

日時 平成 28年 4月 2日 (土 )14:00開 式

場所 高知学園短期大学 7号館 2階 大講義室

|1蜃不),|lξ :ミ:::||,′11ヽミ|||||||:::::(11111::|:|,7玄″′1:ξ :ξきヽミミミ

一褥

一

・一ヾｍ



平成 29年度

高知学園短期大学 医療衛生学科 医療検査専攻

日時 平成 29年 4月 8日 (上)14:00開 式

場 F~4高知学園短期大学 7号館 2階 大講義室



高知学園短期大学

平成30年度

医療衛生学科 医療検査専攻

日時 平成30年 4月 7日 (上)14:OO開 式

場所 高矢口学園短期大学7号 館2階 大講義室



(表      示) 　 ：巡回指導日
（実習施設）　　  　   ①高知大学医学部附属病院　　②高知医療センター　　③国立病院機構高知病院　　④高知赤十字病院　　⑤JA高知病院　　⑥近森病院　　⑦高知県立幡多けんみん病院　　⑧高知県立あき総合病院　

合計（52日）
2022年

17 18 19 20 24 25 26 27 31 1 2 7 8 9 10 14 15 16 17 21 22 24 28 29 30 1 5 6 7 8 12 13 14 15 19 20 21 22 26 27 28 10 11 12 16 17 18 19 23 24 25 26
領域・分野 教員名 時限 月 火 水 木 月 火 水 木 月 火 水 月 火 水 木 月 火 水 木 月 火 木 月 火 水 木 月 火 水 木 月 火 水 木 月 火 水 木 月 火 水 火 水 木 月 火 水 木 月 火 水 木

1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2
3 ① 　 　 ④ 　 ⑥
4
5
1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 オ 　 オ ② オ オ ⑥ オ 　 オ オ オ オ 　 オ ⑧ オ オ オ
4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1
2
3 〇 〇 ⑦ 〇 　 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 ⑥ 〇
4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5
1
2
3 　 　 ③ 　 ⑦
4
5
1
2
3 ③ 　 ② ②
4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5
1
2
3 ④ 　 　 ① 　 ④
4
5
1
2
3 オ 〇 　 オ 〇 オ 〇 オ 〇 ⑧ オ 〇 　 オ オ 〇 オ 〇 オ 〇 オ 〇 ⑤ オ 〇 〇 オ 〇 オ 〇
4
5
1
2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 〇 〇 〇 〇 ⑤ 〇 　 〇 〇 〇 〇 　 〇 ⑦ 〇 〇 〇 〇
4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5
1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2 オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ
3 ⑤ ④ 　 ⑤
4
5
1
2 オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ
3 ⑥ 　 　 ⑥ 　 ① ①
4
5
1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 ③ 　 ④ ③
4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1
2 オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ
3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ② 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 ③ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⑧ 〇
4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2
3 ⑧ ① 　 　 〇 〇 〇 ⑦ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⑤ 〇
4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1
2 オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ オ
3 〇 〇 〇 ⑦ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⑧ 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 ② 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高岡榮二

三木友香理

表2：健康科学部臨床検査学科　臨地実習巡回指導計画 (全日程）

10月(９日） 11月(16日） 12月(16日） 1月(11日）

〇：　講義・演習・実習　　　オ：　オムニバス授業　

生理系（生
理検査）

　形態系
（一般検査
・血液検
査・病理検
査）

化学系（臨
床化学検
査 ・検査
室管理）

生体防御
系（微生物
検査・免疫
検査）

今井　正

森本徳仁

片岡佐誉

富永麻理

山中茂雄

奥宮敏可

森田尚亨

中村泰子

小野川雅英

佐藤進一郎

武市和彦

村上雅尚



 

 

高知学園大学自己点検評価委員会規程 

 

（設置） 

第１条 本学の学則第２条第２項に基づき、教務部に自己点検評価委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。 

（審議内容） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

（１）自己点検評価の基本方針に関すること。 

（２）自己点検評価項目の設定に関すること。 

（３）自己点検評価の実施計画に関すること。 

（４）自己点検評価実施の総括に関すること。 

（５）自己点検評価結果の集約に関すること。 

（６）自己点検評価結果の報告書に関すること。 

（７）認証評価機関による外部評価に関すること。 

（８）その他、自己点検評価に関する必要事項。 

（報告書） 

第３条 自己点検評価委員会がとりまとめた、自己点検・評価の報告書案は作業連絡会が調整を行

い、自己点検評価検討会議の審議を経て、その結果を全教職員に公開する。 

（組織） 

第４条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）教務部長 

（２）各学科長が推薦する者 1名 

（３）その他学長が指名する事務職員等 

第５条 委員会は必要に応じ、各学科・各部署に自己点検・評価を要請することとする。 

（任期） 

第６条 委員は学長が委嘱し、任期は 1年とする。ただし、再任を妨げない。 

（委員長） 

第７条 委員会の委員長は、教務部長をもってあてる。 

２ 委員長は必要に応じ委員会を開催し、これを主宰する。 

（会議の成立等） 

第８条 委員会は、委員の過半数の出席（委任状提出者を含む。）をもって成立する。 

２ 委員長は必要に応じ委員以外の教職員を出席させることができる。 

（事務） 

第９条 委員会の事務は教務課においてこれを行う。 

 

 

附 則 

１ この規程は、平成３２年４月１日から施行する。 



 

 

高知学園大学自己点検・評価作業連絡会規程 

 

（設置） 

第１条 本学に自己点検・評価に関する作業連絡会を置く。 

（審議内容） 

第２条 会議では、次の号に掲げる事項を審議する。 

自己点検評価委員会がとりまとめた自己点検・評価の報告書案に関すること。 

（組織） 

第３条 会議は、次の号に掲げる職にある者をもって構成する。 

（１）副学長 

（２）ALO 

（３）学生部長 

（４）教務部長 

（５）情報企画部長 

（６）事務局長 

（７）課長  

（８）その他学長が指名する者 

（任期） 

第４条 委員は学長が委嘱し、任期は１年とする。ただし再任を妨げない。 

（議長） 

第５条 作業連絡会の議長は、ALO をもってあてる。 

議長は必要に応じて作業連絡会を開催し、これを主宰する。 

（会議の成立等） 

第６条 会議は委員の過半数の出席（委任状提出者含む。）をもって成立する。 

第７条 議長は必要に応じ委員以外の教職員を出席させることができる。 

（事務） 

第８条 会議の事務は、教務課においてこれを行う。 

 

 

附 則 

１ この規定は、平成３２年４月１日から施行する。 



 

 

高知学園大学自己点検評価検討会議規程 

 

（設置） 

第１条 本学に自己点検評価検討会議（以下「会議」という。）を置く。 

（審議内容） 

第２条 会議では、次の号に掲げる事項を審議する。 

（１）自己点検・評価に関する作業連絡会がとりまとめた自己点検・評価の報告書案に関する

こと。 

（２）自己点検評価結果の公表に関すること。 

（組織） 

第３条 会議は、次の号に掲げる職にある者をもって構成する。 

（１）学長 

（２）副学長 

（３）学生部長、教務部長、情報企画部長、図書館長 

（４）学科長 

（５）事務局長 

（６）課長 

（７）その他学長が指名する者 

（任期） 

第４条 委員は学長が委嘱し、任期は１年とする。ただし再任を妨げない。 

（議長） 

第５条 学長は、必要に応じて会議を招集し、その議長となる。 

（会議の成立等） 

第６条 会議は委員の過半数の出席（委任状提出者含む。）をもって成立する。 

第７条 議長は必要に応じ委員以外の教職員を出席させることができる。 

（事務） 

第８条 会議の事務は、教務課においてこれを行う。 

 

 

附 則 

１ この規定は、平成３２年４月１日から施行する。 



 

 

高知学園大学ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員会規程 

 

（設置） 

第１条 本学の学則第３条第２項に基づき、教務部にファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）

委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議内容） 

第２条 委員会では、本学教員の授業内容及び方法の改善のために、次の各号に掲げる事項を審

議する。 

（１）ＦＤ活動の企画、実施計画の立案に関すること。 

（２）ＦＤ活動の評価に関すること。 

（３）ＦＤ活動に関する情報の収集と提供に関すること。 

（４）その他ＦＤ活動に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）教務部長 

（２）各学科長が推薦する者１名 

（３）その他学長が指名する者 

（任期） 

第４条 委員は学長が委嘱し、任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

（委員長） 

第５条 委員会の委員長は、教務部長をもってあてる。 

２ 委員長は必要に応じ委員会を開催し、これを主宰する。 

（会議の成立等） 

第６条 委員会は委員の過半数の出席（委任状提出者を含む。）をもって成立する。 

２ 委員長は必要に応じ委員以外の教職員を出席させることができる。 

（事務） 

第７条 委員会の事務は教務課においてこれを行う。 

 

 

附 則 

１ この規程は、平成３２年４月１日から施行する。 



 

高知学園大学スタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）委員会規程 

 

（設置） 

第１条 本学の事務職員の資質の向上等を図るためスタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）委員

会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議内容） 

第２条 委員会では、本学事務職員の職能開発等のために、次に掲げる事項を審議し、必要に応

じて学長の承認を得てこれを実施するものとする。 

（１）ＳＤ活動の企画、実施計画の立案に関すること 

（２）ＳＤ活動の評価に関すること 

（３）ＳＤ活動に関する情報の収集と提供に関すること 

（４）その他ＳＤ活動に関すること 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）事務局長 

（２）学生部長、教務部長、情報企画部長 

（３）事務局各課課長 

（４）事務局各課係長 

（５）その他学長の指名する者 

２ 委員会は職能開発等の企画・研究するためのワーキンググループを必要に応じて置くことが

できる。 

（委員長） 

第４条 委員会の委員長は、事務局長をもってあてる。 

２ 委員長は必要に応じ委員会を開催し、これを主宰する。 

（会議） 

第５条 委員会は委員の過半数の出席（委任状提出者含む。）をもって成立する。 

２ 委員長は必要に応じ委員以外の教職員を出席させることができる。 

（事務） 

第６条 委員会の事務は教務課においてこれを行う。 

 

 

附 則 

１ この規程は、平成３２年４月１日から施行する。 



 

 

高知学園大学就職委員会規程 

 

（設置） 

第１条 本学の学生部に就職委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議内容） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項について審議する。 

（１）学生の就職指導・支援に関すること 

（２）求人活動に関すること 

（３）その他学生の就職に関すること 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）学生部長 

（２）学科長が推薦する者１名 

（３）その他学長が指名する事務職員等 

（任期） 

第４条 委員は学長が委嘱し、任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

（委員長） 

第５条 委員会の委員長は、学生部長をもってあてる。 

２ 委員長は必要に応じ委員会を開催し、これを主宰する。 

（会議の成立等） 

第６条 委員会は、委員の過半数の出席（委任状提出者を含む。）をもって成立する。 

２ 委員長は、必要に応じ委員以外の教職員を出席させることができる。 

（事務） 

第７条 委員会の事務は学生支援課においてこれを行う。 

 

 

附 則 

 １ この規程は、平成３２年４月１日から施行する。 
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（　　　  ）

Why
are you
here

なぜあなたは今、

ここにいるのでしょうか？

過去のあなたは現在のあなたの布石。そして現在のあなたも、

未来のあなたの布石です。

あなたの思い、あなたの行動が未来のあなたにつながってい

ます。

幼少期から思春期、そして青年期を経て、人は成人として人

間形成を行います。

身長の伸び、筋肉の発達、運動能力の向上など身体的発達は、

食べ物から摂取する栄養、適度な運動から得られます。

ではココロの成長はどのように行われるのでしょうか？

それは他者、モノ、出来事などの外的刺激や自らの思考や自

己研鑽による能力の開発などからです。

あなたはどのような未来の自分をイメージしていますか？

思いやりやコミュニケーション能力など人として求められる

基本的な資質だけでなく、未来の自分、なりたい自分になる

ために求められるスキルや能力を身につけていきましょう。

なぜならそれらがあなたのキャリアをより豊かに充実したもの

にすることが可能となるからです。

さぁ、高知学園短期大学での学園生活が始まります。

大学生活での授業や実習で知識やスキルを身につけると同

時に、自分の未来図を描き、今の自分と未来の自分をつない

でいきましょう。

ポータブルスキル

テクニカル

スキル

対人力

対自分力 対課題力

ポテンシャル／スタンス

特定の業界や職種で

必要なスキル

時代・業界・職種を

超えて通用する

普遍的なスキル

自分のキャリアは

自分で切り開く

という意識の

確立

1. 対人力　→ 主張力や否定力、傾聴力や統率力と

表現することがでえきる、他社との

コミュニケーションに関するスキル。

2. 対課題力→ 分析力や計画力、確動力など、仕事

の処理対応に関するスキル。

3. 対自分力→ 忍耐力や慎重力、持続力など自分自

身をコントロールするためのスキル

キャリア発達支援

2年間のキャリア支援プログラム

卒業

2年次

1年次

半年

キャリア支援

事前

Finish-P

就職支援

実習

事後

卒業

入学

●学生から社会へ

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

●Pre-Site 学習「目標・目的」
キャリア・ナビゲーターここからの「自分の学び」

なぜ高知学園短期大学のこの学部で、何を学ぶのか…

キャリア･ナビゲーター･ノート

キャリアノートの記入

フィードバック

グループ発表

●On学習「確認」
できた ･できないだけでなく、成長プロセス重視

「気づき」の可視化、思考力・他社理解力の涵養

●「実習・体験学習」
実習の目標 ･目的に沿ったプログラム

●After学習「体験と今後」
学生の経験を自己成長に結ぶ「気づき」を

“これからの成長”に繋げる

●就職支援
自分の就職先は学びの集大成

●学びの再検証と後輩支援

ポータブルスキル

Career-Support Program

集団の中で変わる自分と向き合う
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（　　　  ）

なぜあなたは今、

ここにいるのでしょうか？

過去のあなたは現在のあなたの布石。そして現在のあなたも、

未来のあなたの布石です。

あなたの思い、あなたの行動が未来のあなたにつながってい

ます。

幼少期から思春期、そして青年期を経て、人は成人として人

間形成を行います。

身長の伸び、筋肉の発達、運動能力の向上など身体的発達は、

食べ物から摂取する栄養、適度な運動から得られます。
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このキャリアノートの使い方

この冊子は、あなたの未来が魅力あふれるものにするため

のキャリア支援授業のキャリアノートです。

このキャリアノート授業では生まれてからこれまで歩んで

きたライフヒストリーや、あなたが大事にしている価値観

や特技等々、様々な視点から「あなた」を大解剖。その

後は各自の夢を実現できるよう、具体的な行動計画を立

て実行に移します。そして確実に自分の夢を現実のものと

しましょう。

更にキャリアノートには先生の講義内容での気づきを書き

込んだり、実習などで活用してください。

そして大学生活を送る中で将来について悩んだ時はこの

キャリアノートを読み返しましょう。

本キャリアノートを「夢」というゴールを目指すランナー

の「あなた」に伴走するパートナー的な存在としてください。

夢を実現した人は、夢の実現の障害が何かを知って、そ

れを取り除く行動をしている人です。

そして、夢を実現するためには、「思い」を「言葉」にす

るという行為が大切です。

このキャリアノートは「思考力」「言語力」「行動力」が身

に着くために支援するキャリアノートです。

「あなた」を最も良く知る人は、
あなたです。

私はどんな人間なのだろう？

さぁ、自分に問いかけてみてください。

「自分」という人間とずっと付き合い続けているのが自分自身です。

だから自分を一番良く知るのは自分自身のはずなのです。

また自分の内面をじっくりとのぞき見ることができるのは自分だけです。

些細な気づきも、自己を知る大きな手がかりとなるでしょう。

そしてあなたの夢の実現に必要不可欠なのは、あなたの力。

あなた以外にあなたの夢を実現することはできないのです。だから今の自分を知り、

未来の自分を実現するために求められるものを補っていきましょう！

C O N T E N T S
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Q1  大 学 で の 学 び の 目 的 は ？

Q2  卒 業 時 、 ど の よ う な 目 標 を 達 成 し て い た い で す か ？

Q3  過 去 の 自 分 を フ ィ ー ド バ ッ ク

Q4  大 事 に し て い る こ と は 何 で す か ？

Q5  何 に 興 味 が あ り ま す か ？

Q6  で き る こ と 、 得 意 な こ と

Q7  他 社 が で き る こ と ･ 得 意 な こ と

ま と め ／ 価 値 観 ・ 興 味 ・ 能 力 を 整 理 す る

S h o u l d  &  M u s t  1 5 ／ す べ き こ と は 何 で す か ？

C a n  1 5 ／ で き る こ と は 何 で す か ？

W i l l  1 5 ／ や り た い こ と は 何 で す か ？

私 の で き る こ と ＆ す べ き こ と ＆ し た い こ と

実 習 日 誌 ／ 日 々 の 生 活 の 記 録

今 月 の モ ッ ト ー ＆ 宣 言

高 知 学 園 短 期 大 学 で の 3 年 間 で 身 に つ け る 能 力 と は ？

自 己 成 長 プ ロ セ ス へ の 支 援
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1
大学での学びの目的は？

あなたは、なぜこの学校に入学したのですか？

「栄養士の資格を取るため」「将来は臨床検査技師として働きたいから」など専門知識や技術

の習得、資格取得など具体的な目的を持って入学されたはず。しかし、単なるスキルや資格

を取るだけで実社会で活躍できるわけではないのです。スキルや資格はあくまでも手段。社

会人として活躍するためには、その他やらなければならないこと、身につけなければならな

いことがたくさんあります。それらの必要なものとは何か、考えてみましょう。

では、それらを実現するためにやらなければならないことはどんなことだと思いますか？

●高知学園短期大学への入学目的：

●あなたが考えられる身につけなければならないその他の能力：

●上記の事柄を実現するために行わなければならないこと：

卒業時、どのような目標を
達成していたいですか？

未来のあなたの姿は、突然やってくるわけではありません。昨日、今日、そして明日、未来...日々

の積み重ねが未来のあなたにつながっています。

社会で活躍する私はこんな社会人でありたい ... そんな未来のイメージはありますか？

未来の自分の目標を設定し、そこから卒業する時点で何が求められるかを考えてみましょう。

● 達成した目標（具体的に書いてみましょう。例えばコミュニケーションスキル、

問題解決能力、タイムマネジメント）：

●目標を達成するために求められるもの：
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3
過去の自分をフィードバック

生まれてから今までの自分自身を振り返れば、自己理解が深まります。

あなたはどんな子ども時代を過ごしたのでしょう？

ここで改めて自分のライフヒストリーをひもといていきましょう。

どのような出来事があり、何を感じていたのか ... その時々を思い返し、あなたを形作ってき

たあなたを見つめてください。

● 0歳から 6歳まで

どこで生まれたの？

家族構成は？

どんな幼児期を過ごしたの？（写真を見たり、家族からも聞いてみましょう）

● 7歳から 12歳まで

好きだった遊びは？

得意科目は？

苦手科目は？

小学校の思い出深い出来事は？

うれしかったこと：

悲しかったこと：

将来の夢は？影響を受けた人・出来事など

● 13歳から 15歳まで

得意科目は？

苦手科目は？

　　クラブ活動：

興味があったこと・熱中したこと：

クラス（または友人）の中でのあなたの役割は？

中学校生活での思い出深い出来事は？

成功体験：

挫折体験：

将来の夢は？影響を受けた人・出来事など

● 16歳から 18歳まで

得意科目は？

苦手科目は？

クラブ活動：

興味があったこと・熱中したこと：

クラス（または友人）の中でのあなたの役割は？

高校生活での思い出深い出来事は？

成功体験：

挫折体験：

将来の夢は？影響を受けた人・出来事など
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4
大事にしていることは何ですか？

生きていくうえで、自分の価値観を自分が理解することが大事です。

価値観を知るということは、様々なことを決める選択の羅針盤となります。また、価値観は

人によってそれぞれです。貴方の一番大事なものがひとにとっては、違うかもしれません。

また、価値観は変化します。

この価値観の変化は学園在学中に年に一度は自分で確認してください。

あなたはどのようなことを大事にしていますか？最優先することは何ですか？

これこそ、生き方を大きく左右する核となる考えです。

●個人的に大事にしたいことは？

入学時 2 年次

3年次 卒業時

●なぜ、そのように思うのですか？

入学時

2年次

3年次

卒業時

●仕事をする時、大事にしたいことは？

入学時 2 年次

3年次 卒業時

●なぜ、そのように思うのですか？

入学時

2年次

3年次

卒業時

●社会において大事にしたいことは？

入学時 2 年次

3年次 卒業時

●なぜ、そのように思うのですか？

入学時

2年次

3年次

卒業時

何に興味がありますか？

人の特性を推し量る一つとして、興味や関心事があります。

仕事にかぎらず、プライベートでは、趣味や映画、本などどんなことに興味がありますか？

また、興味が持てないことについても考え、自分の内面を深く掘り下げていきましょう。

●具体的にあげてみましょう。（例：ファッション、カラオケ、料理）

●興味を持った理由は何ですか？

●逆に興味がないことは何ですか？

●なぜ興味を持てないのか考えてみましょう。
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6
できること・得意なこと

人は成長に伴い、得意なことも明確になってきます。今のあなたはどのようなことが得意で

すか？

これはあなたの強みとなるので、これからも伸ばしていきましょう。

逆に苦手なこと、今欠けていることはどのようなことですか？その点を補っていきましょう。

●現在、得意なことをあげてみましょう。

●では、あなたに欠けているものは何ですか？

先に掲げた【社会で求められる能力】を参考に考えてみましょう。

●不得意なこともあげてみましょう。

●それを改善するためには何をしたらよいでしょう？

他者ができること・得意なこと

あなたの周りの人はどのような能力を持っているのでしょう？他者の能力を知ることで、自

分の不足部分のヒントを得られたり、新しい発見や刺激を受けられるはずです。

●取材対象者は？

どのような能力を持っていましたか？

●取材対象者は？

どのような能力を持っていましたか？

●取材対象者は？

どのような能力を持っていましたか？

●インタビューを終えて、感じたこと・自分の課題は？

社会で求められる能力

プレゼンテーション力：周りの人に提案・説得できる

能力。相手の話を聞き、理解する力も求められる。

企画実行力：周囲の動きを敏感に察知し、ニーズを把

握。そして自らニーズに即したアイディアを出して実

行していく力。

コミュニケーション力：自分の意見を相手に伝えられ、

また相手の意見も聞くことができる能力。

問題解決力：問題や課題に対して、情報収集や現状分

析を行い、解決する能力。冷静かつ迅速な意思決定も

求められる。

機転：とっさの判断でアクシデントを回避する対応や

発想ができる能力。柔軟性や冷静さを兼ね備えている。

クレーム処理力：苦情が来た時に対応できる力。嫌な

事にも前向きに取り組んだり、相手の不満を解消し、

信頼関係を構築できる。

吸収力：柔軟性があり、自分に足りない部分を学ぶ力。

人の意見を受け入れられる素直さがある。

察知力：周囲の状況を判断して行動したり、先が予見

できる力。

その他の力：論理思考力、指導力など
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できること・得意なこと

人は成長に伴い、得意なことも明確になってきます。今のあなたはどのようなことが得意で

すか？

これはあなたの強みとなるので、これからも伸ばしていきましょう。

逆に苦手なこと、今欠けていることはどのようなことですか？その点を補っていきましょう。

●現在、得意なことをあげてみましょう。

●では、あなたに欠けているものは何ですか？

先に掲げた【社会で求められる能力】を参考に考えてみましょう。

●不得意なこともあげてみましょう。

●それを改善するためには何をしたらよいでしょう？

7
他者ができること・得意なこと

あなたの周りの人はどのような能力を持っているのでしょう？他者の能力を知ることで、自

分の不足部分のヒントを得られたり、新しい発見や刺激を受けられるはずです。

●取材対象者は？

どのような能力を持っていましたか？

●取材対象者は？

どのような能力を持っていましたか？

●取材対象者は？

どのような能力を持っていましたか？

●インタビューを終えて、感じたこと・自分の課題は？

社会で求められる能力

プレゼンテーション力：周りの人に提案・説得できる

能力。相手の話を聞き、理解する力も求められる。

企画実行力：周囲の動きを敏感に察知し、ニーズを把

握。そして自らニーズに即したアイディアを出して実

行していく力。

コミュニケーション力：自分の意見を相手に伝えられ、

また相手の意見も聞くことができる能力。

問題解決力：問題や課題に対して、情報収集や現状分

析を行い、解決する能力。冷静かつ迅速な意思決定も

求められる。

機転：とっさの判断でアクシデントを回避する対応や

発想ができる能力。柔軟性や冷静さを兼ね備えている。

クレーム処理力：苦情が来た時に対応できる力。嫌な

事にも前向きに取り組んだり、相手の不満を解消し、

信頼関係を構築できる。

吸収力：柔軟性があり、自分に足りない部分を学ぶ力。

人の意見を受け入れられる素直さがある。

察知力：周囲の状況を判断して行動したり、先が予見

できる力。

その他の力：論理思考力、指導力など
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価値観・興味・能力を整理する

これまで取り組んできたワークを通して、「あなた」はどのような人物なのかがわかってきましたか？ 共通する言

葉や考え方はありませんでしたか？

ここで改めて価値観・興味・能力に分けて「あなた」の内面を整理してみましょう。

ま と め

●私の価値観：行動や判断の根拠となる個人が持つ指標

私はプライベートで（　　　　　　　）を大切にしている。だから（　　　　　　　）していきたい。

↑個人的価値観：自由、家族、時間など個人のライフスタイル、生き方で大切したいと思うこと。

　例： 私はプライベートでは家族を大切にしている。だから休みの日は家族とのコミュニケーションを心

がけている。

私は社会において（　　　　　　　）が重要だと考えている。だから（　　　　　　）していきたい。

↑社会的価値観：仕事、金銭、自立など社会生活を送る上で大切したいこと。

私は（　　　　　　　）を仕事で活かしたい。だから（　　　　　　　）という職業に魅力を感じる。

私は仕事において（　　　　　　　　　　）や（　　　　　　　　　　）を求めている。

私は企業に対して（　　　　　　　　　　）や（　　　　　　　　　　）を求めている。

↑労働的価値観：仕事のやりがい、手応え、成長など仕事をする上で大切にしたいこと。

　例：私は仕事に対して、仕事の達成感や自己成長を求めている。

●私の興味：仕事以外の趣味やし好などは自分の個性や特徴の一端を形成している要素

私は（　　　　　　　　　　　）や（　　　　　　　　　　　）に興味がある。

その理由は（　　　　　　　　　　　）だからだ。

私は（　　　　　　　　　　　）には興味が持てない。

それは（　　　　　　　　　　　）という理由だからだ。

●私の能力：コミュニケーション力、協調性、問題解決力など日常生活で培った能力

私は（　　　　　　　　　　　）が得意だ。

具体的には（　　　　　　　　　　　）ができる。

私は（　　　　　　　　　　　）が苦手だ。

（　　　　　　　　　　　　）を改善したい。

私は（　　　　　　　　　　　）が得意になりたい。

そのために（　　　　　　　　　　　）をするつもりだ。

なりたい自分を実現するために。

将来の夢を持つために、やりたいことを明確にするために

夢や理想を描くだけでなく、現状をしっかりととらえましょう。

できること、やるべきこと、やりたいことはつながっているのです。

今持つ興味や強みを活かし、今不足する弱点・不足点を補っていけば、

自ずと道が拓けます。

あなたの未来を作るのは、今のあなた。

あなたの未来は今この瞬間から形作られているのです。

日々の生活の中で、自分自身を客観的に見つめてください。

そして今ある課題を着実に丁寧に克服していきましょう！
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価値観・興味・能力を整理する

これまで取り組んできたワークを通して、「あなた」はどのような人物なのかがわかってきましたか？ 共通する言

葉や考え方はありませんでしたか？

ここで改めて価値観・興味・能力に分けて「あなた」の内面を整理してみましょう。

ま と め

●私の価値観：行動や判断の根拠となる個人が持つ指標

私はプライベートで（　　　　　　　）を大切にしている。だから（　　　　　　　）していきたい。

↑個人的価値観：自由、家族、時間など個人のライフスタイル、生き方で大切したいと思うこと。

　例： 私はプライベートでは家族を大切にしている。だから休みの日は家族とのコミュニケーションを心

がけている。

私は社会において（　　　　　　　）が重要だと考えている。だから（　　　　　　）していきたい。

↑社会的価値観：仕事、金銭、自立など社会生活を送る上で大切したいこと。

私は（　　　　　　　）を仕事で活かしたい。だから（　　　　　　　）という職業に魅力を感じる。

私は仕事において（　　　　　　　　　　）や（　　　　　　　　　　）を求めている。

私は企業に対して（　　　　　　　　　　）や（　　　　　　　　　　）を求めている。

↑労働的価値観：仕事のやりがい、手応え、成長など仕事をする上で大切にしたいこと。

　例：私は仕事に対して、仕事の達成感や自己成長を求めている。

●私の興味：仕事以外の趣味やし好などは自分の個性や特徴の一端を形成している要素

私は（　　　　　　　　　　　）や（　　　　　　　　　　　）に興味がある。

その理由は（　　　　　　　　　　　）だからだ。

私は（　　　　　　　　　　　）には興味が持てない。

それは（　　　　　　　　　　　）という理由だからだ。

●私の能力：コミュニケーション力、協調性、問題解決力など日常生活で培った能力

私は（　　　　　　　　　　　）が得意だ。

具体的には（　　　　　　　　　　　）ができる。

私は（　　　　　　　　　　　）が苦手だ。

（　　　　　　　　　　　　）を改善したい。

私は（　　　　　　　　　　　）が得意になりたい。

そのために（　　　　　　　　　　　）をするつもりだ。

Catch the Future
なりたい自分を実現するために。

将来の夢を持つために、やりたいことを明確にするために

夢や理想を描くだけでなく、現状をしっかりととらえましょう。

できること、やるべきこと、やりたいことはつながっているのです。

今持つ興味や強みを活かし、今不足する弱点・不足点を補っていけば、

自ずと道が拓けます。

あなたの未来を作るのは、今のあなた。

あなたの未来は今この瞬間から形作られているのです。

日々の生活の中で、自分自身を客観的に見つめてください。

そして今ある課題を着実に丁寧に克服していきましょう！
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Should & Must  15
すべきことは何ですか？

今、あなたがやらなければならないこと、将来やるべきことを具体的に15個掲げましょう。

なぜそれをやらなければならないのか、理由も明確にしてください。

（先生や家族、友人にも説明できるよう、論理的に考えましょう。）

No. すべきこと 理由（なぜそう考えるのか）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

できることは何ですか？

自分ができること・得意なことを具体的に15個掲げましょう。

好きでできることだけでなく、嫌いでもできることでもOKです。

なぜできるのか、その理由も明確にしてください。

（先生や家族、友人にも説明できるよう、論理的に考えましょう。）

No. できること 理由（なぜそう考えるのか）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
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すべきことは何ですか？

今、あなたがやらなければならないこと、将来やるべきことを具体的に15個掲げましょう。

なぜそれをやらなければならないのか、理由も明確にしてください。

（先生や家族、友人にも説明できるよう、論理的に考えましょう。）

No. すべきこと 理由（なぜそう考えるのか）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

Can 15
できることは何ですか？

自分ができること・得意なことを具体的に15個掲げましょう。

好きでできることだけでなく、嫌いでもできることでもOKです。

なぜできるのか、その理由も明確にしてください。

（先生や家族、友人にも説明できるよう、論理的に考えましょう。）

No. できること 理由（なぜそう考えるのか）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
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Wil l  15
やりたいことは何ですか？

今やりたいこと、将来やりたいこと、一生涯かけてやりたいことを具体的に15個掲げましょう。

なぜそれをその時点でやりたいのか、その理由も明確にしてください。

（先生や家族、友人にも説明できるよう、論理的に考えましょう。）

No. やりたいこと 理由（なぜそう考えるのか）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

私のできること＆
すべきこと＆したいこと

P16～ 18であなたが掲げた事柄について、さらにそれぞれ5つに絞りましょう。

私のTOP 5

できること

1

2

3

4

5

すべきこと

1

2

3

4

5

したいこと

1

2

3

4

5

できること

すべきこと したいこと

●価値観・スタンス：
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やりたいことは何ですか？

今やりたいこと、将来やりたいこと、一生涯かけてやりたいことを具体的に15個掲げましょう。

なぜそれをその時点でやりたいのか、その理由も明確にしてください。

（先生や家族、友人にも説明できるよう、論理的に考えましょう。）

No. やりたいこと 理由（なぜそう考えるのか）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

私のできること＆
すべきこと＆したいこと

P16～ 18であなたが掲げた事柄について、さらにそれぞれ5つに絞りましょう。

私のTOP 5

できること

1

2

3

4

5

すべきこと

1

2

3

4

5

したいこと

1

2

3

4

5

Can
できること

Should&Must
すべきこと

Will
したいこと

●価値観・スタンス：
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実習日誌（日々の生活の記録）

実習を更に豊かに！キャリアに繋げる

今月のモットー＆宣言

実習の記録

実習の要約

実習で得た知識・経験

次回までの課題

キャリアへ繋げる発見

自己評価

●実習の振り返りと自己評価表

Q1 事前に与えられた課題や予習を確実にこなす 1 2 3 4 5 6 7

Q2 事前に不得意科目を克服し、自分で実習での計画をたてる 1 2 3 4 5 6 7

Q3 実習中、自らの役割を理解して、実行する 1 2 3 4 5 6 7

Q4 実習中に自分から質問し、考えを述べる 1 2 3 4 5 6 7

Q5 実習中、仲間の進捗状況を把握しながらすすめる 1 2 3 4 5 6 7

Q6 さまざまな機会を見つけて、分からないことを先生に質問する 1 2 3 4 5 6 7

Q7 指示された事柄を守って、実習記録をつける 1 2 3 4 5 6 7

Q8 自分にとって、使いやすく、分かりやすいノートを独自につくる 1 2 3 4 5 6 7

Q9 課題を見つけて、これからの実習に活かすようにする 1 2 3 4 5 6 7

Q10 実習目的、目標が分かっている 1 2 3 4 5 6 7

 非常に 自信が 少し どちら あまり 自信が 非常に
 自信がある ある 自信がある でもない 自信がない ない 自信がない

今月の目標と振り返り

今月の重点目標

具体的に進める事柄と、

やり方・進め方

結果 ･反省 ･対策

・結果

・反省

・対策

今週のヒラメキ・コーナー／情報・アイデア ･ヒント

やることリスト

（やりたいこと、

目標を書きましょう）

・

・

・

・

・

今週の成果

（気づき ･出来事・感謝・

学び・感じた事などを

書きましょう）

・

・

・

・

・

○ひらめいたアイデア　○良かった出来事　○心に強く想ったこと　○情報メモ　○私の決意　等

月
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実習日誌（日々の生活の記録）

実習を更に豊かに！キャリアに繋げる

今月のモットー＆宣言

実習の記録

実習の要約

実習で得た知識・経験

次回までの課題

キャリアへ繋げる発見

自己評価

●実習の振り返りと自己評価表

 事前に与えられた課題や予習を確実にこなす 

 事前に不得意科目を克服し、自分で実習での計画をたてる 

 実習中、自らの役割を理解して、実行する 

 実習中に自分から質問し、考えを述べる 

 実習中、仲間の進捗状況を把握しながらすすめる 

 さまざまな機会を見つけて、分からないことを先生に質問する 

 指示された事柄を守って、実習記録をつける 

 自分にとって、使いやすく、分かりやすいノートを独自につくる 

 課題を見つけて、これからの実習に活かすようにする 

 実習目的、目標が分かっている 

 非常に 自信が 少し どちら あまり 自信が 非常に
 自信がある ある 自信がある でもない 自信がない ない 自信がない

今月の目標と振り返り

今月の重点目標

具体的に進める事柄と、

やり方・進め方

結果 ･反省 ･対策

・結果

・反省

・対策

今週のヒラメキ・コーナー／情報・アイデア ･ヒント

やることリスト

（やりたいこと、

目標を書きましょう）

・

・

・

・

・

今週の成果

（気づき ･出来事・感謝・

学び・感じた事などを

書きましょう）

・

・

・

・

・

○ひらめいたアイデア　○良かった出来事　○心に強く想ったこと　○情報メモ　○私の決意　等

月
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●自分で考え

●自分で考え

●自分で考え

これからの
3年

能力

時間

3 年後の
自分

2年目スタート 3年目スタート 4年目スタート

相対的評価から 相対的評価から

自己成長プロセスへの
支援

人が成長を遂げる時、このようなプロセスを通過します。

迷いや悩みが生じたら、このプロセスの中でどこに自分がいるのかを再確認してみましょう。

キャリアノートの前篇が終えようとしています。これは、あくまでも貴方の土台を明確にするお手伝いのひとつです。

何者にでもなれる無限の可能性を持つ貴方が自信をもって社会と繋がるために、一日一日に自覚を持って生活する

ためのものです。

貴方はなぜ高知学園短期大学へ入学したのか？

貴方がどのような目的で学ぼうとしているのか？

貴方はどのようなことに興味を持っているのか？

貴方はどんな知識・能力を持っているのか？

貴方は、何を大切に生きていこうとしているのか？

色々な貴方を貴方自身が理解するためにこのキャリアノートを活用してもらいました。

これからは、このノートの後半。いよいよ社会へ旅立つための支援ノートへ移ってきます。

貴方が社会の一員として多くの出会い、能力の発揮。貴方が描く未来の貴方に出会うために必要なことがノートを

通して見えてきます。

ノートは、記録するためにあるのではありません。ノートは考えるためにあります。

ノートのひとつひとつの設問から自分へ問い掛け、そして自分の答えを導きだしてください。

貴方の未来の扉が開きました。

体験する前に見たり、

聞いたり話したりす

る。（外からの刺激を

受ける）

外からの刺激により、

気づきを受けたり、

発見する。（内面から

の刺激を受ける）

自ら考える。（理解し

ようとしたり、疑問

を抱いたり、否定す

る気持ちが生まれる）

内外の刺激を受けて自分の

考えを確認する。（自分の考

えを決断を外部に発信した

いという気持ちが生じる）

行動に移す。

スタート

再循環

第二段階
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3 年後の
自分

2年目スタート 3年目スタート 4年目スタート
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02

就職する前に自分自身で整理しておかなければ社会に伝わらないこと、

それは

専門性を広く、深く、
高く、そして強く！
あなたが、学んだことをこれからどんな風に活かすかはあなた次第です。

しかし、漠然としていたらせっかく学んだこともどんどん錆ついてしまいます。

まず、あなた自身が自分の専門教科を人に伝えるとしたら、どのようなことを伝えますか？

私は高知学園短期大学の○○学科で2年間こんなことを学びました。

それは、社会にとっては

そして、私にとっては、

そして、私はこれからの学びを……

と答えたいのですが、なかなかうまくは表現出来ません。

まず、それぞれの観点から、あなたのこれまでの学生生活を振り返ってみましょう。

専門性を広く 

ex.　 看護学科の学生の場合：実際に実務で必要なスキルや知識だけでなく、看護を取り巻く労働市場に対する見識を広めました。

あなたは〈　　　　　　　　〉科で、最も広めたことは何ですか？

ex.　 国家試験に合格された外国人看護師が働く病院を訪問し、外国人看護師へ来日した理由や日本語の習得や受験勉強、実際に

日本で働いた感想などをインタビューしました。

それは具体的にどのようなプロセスで行いましたか？

ex.　 報道やインターネットによる調査、EPAによる外国人看護師が活躍している医療機関への訪問とインタビューによって。

それはどのような時に、どのような場所、場面で行いましたか？

専門性を強く 

あなたは〈　　　　　　　　〉科で、最も自信を持てたことは何ですか？

それはどのようなプロセスで得ることができましたか？

それはどのような言葉で人に伝えますか？

専門性を高く 

あなたは〈　　　　　　　　〉科で、最も高めたことは何ですか？

なぜそれを高めたいと思ったのですか？

それはどのように実現していくのですか？

専門性を深く 

あなたは〈　　　　　　　　〉科で、最も深めたことは何ですか？

なぜそれを深めようと思ったのですか？

それはどのような形で表すことができますか？
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「自分」を他者に
説明するための準備

これから社会人として羽ばたこうとしているあなた。

家族や大学、サークル、アルバイト先など、限られたコミュ

ニティからもっと大きな社会という枠の中で様々な価値観、

年齢層、職業の人々との出会いがあなたを待っています。

その最初のステップが、就職活動です。

就職活動では自分を知らせることから始まります。「私はこう

いう人間です」と一言でまとめるのは難しいもの。なぜなら、

それはあなたがいろいろな要素を持っているからです。

あなたはどのような人なのでしょう？

いろいろなあなたの側面を教えてください。

いろいろな設問に答えて自分を把握し、他者に説明する準備をしましょう。

大学時代最もがんばったことは何ですか？
1

あなたの学生生活すべてで得た強みを教えてください。

これまでにつらい経験をどのように乗り越えましたか？

★この理由は今後の社会生活で様々なバネの元になります。

それはなぜがんばれたのですか？
2
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あなたの学生生活すべてで得た強みを教えてください。
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これまでにつらい経験をどのように乗り越えましたか？
4

★この理由は今後の社会生活で様々なバネの元になります。
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あなたが5年後、社会や仕事で実現したいことは何ですか？
5

そのためにあなたが今からすべきことは何ですか？
6

あなたを○○○にたとえると何ですか？

あなたを自由に表現してください。
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あなたが5年後、社会や仕事で実現したいことは何ですか？

そのためにあなたが今からすべきことは何ですか？

あなたを○○○にたとえると何ですか？
7

あなたを自由に表現してください。
8
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就職スキルを
身につける

今のあなたは、就職活動をするにはとても無防備。

働くと一言で言っても、その言葉の中にはあなた独自の希望

や、こだわりがあるはずです。

どのような職種で働きたいのですか？

どのように働きたいのですか？

誰のために働きたいですか？

将来はどのようになっていたいですか？

漠然とした「あなたの働くイメージ」をもっと具体的なもの

にしていきましょう。

そのポイントをしっかりと押さえて、納得のいく就職を実現しましょう。

業界・企業をリサーチする

就職したい職種の基準（就職軸）を定めよう

外的条件 選んだ職種に対する親からの影響度はどのくらいありますか？

選んだ職種のどこが外的条件で良かったと考えますか？

選んだ職種の給与や福利厚生はどのようになっていますか？

内的条件 誰に対して働きかける仕事ですか？

どのようなところに手応えを感じる仕事ですか？

どのような達成感がありますか？

その仕事の今後の展望は？

自己紹介と
自己PR

あなたの特徴と長所を他の人に伝えられますか？

今までの学生生活を通してあなたの中には

たくさんの引き出しが作られてきたはず。

大きな引き出し、小さな引き出し、深い引き出し、浅い引き

出し等々……

いろいろな引き出しからどのような要素を取り出して

どのように他の人に見せることができるでしょう？

就職するために避けて通れない面接では

自己紹介と自己PRは欠かせません。

自分らしさを十分に伝えられる、

あなたならではの自己紹介と自己PRをできるようにしましょう。

自分についてわからなくなったら、

これまでのワークや下記のチェック表、

周りの人から受けた評価も参考にしましょう。

自己紹介 （1分半でできるボリュームで）

自己PRチェック表

１　外見チェック（第一印象を改造）友人知人からのフィードバックで

 ■ 明るく見える　　　　　■ 話しかけづらい　　■ 一緒にいて楽しい　　■ やさしそうに見える

 ■ 真面目そうに見える　　■ 自己中心的そう　　■ 暗そうに見える　　　■ キツそうに見える　

 ■ おとなしそうに見える　■ 怖そう

2　活動チェック（経験＆学習＆資格等）

 ■ チャレンジ精神がある　　■ 部活動をしている　　■ 情報収集ができる　　■ 留学したことがある

 ■ 責任感がある　　　　　　■ 資格をもっている　　■ ボランティア活動をしている　　　　　　

 ■ アルバイトをしている　　■ 独創的なアイディアを考えられる　     ■ 嫌なことでも前向きに対処できる

3　内面チェック（趣味＆コミュニケーション等）

 ■ 聞き上手である　　■ 読書　　■ 意見調整ができる　　■ 音楽鑑賞・楽器演奏　　■ 自分のことが言える

 ■ スポーツをする（または観戦） 　■ 信頼関係を築ける　　■ 料理・お菓子作り　　　■ 絵を描くこと

 ■ わかりやすく物事を説明できる　　　　　　　　　　  　■ 映画鑑賞　　　　　　　■ 旅行をすること　

 ■ 公平なものの見方ができる　 　■ 向上心をもっている　■ 物事を多面的に見ることができる

自己PR （1分半でできるボリュームで）
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私のキャリアビジョン

自分の考えを言葉として持ち、表現しましょう。

自己理解

　●自分の生き方、働き方、強み・弱み

　●自分はどうありたいのか？

　●自分が大切にしたい価値観は？

　　自分の使命は？　自分の興味は？

キャリアへの意識

　●これから得る能力の質的向上（計画）

　●継続して働く意味と、その意志の言語化（表明）

キャリアの目標

　●キャリア開発課題とは？

　●これからの方向性と到達点

目標達成のための行動化

　●自己啓発行動、自分への未来投資とは？

　●タイムマネジメントを考えていますか？

ネットワークの形成

　●社内 ･外の人脈づくり

　●メンター ･モデル

志望動機を
考える

世の中のいろいろな職種の中で

あなたが実際に就職するのは一カ所だけ。

数多くある就職先の中からその職種をなぜ選んだのか、

それなりの理由があるはずです。

あなただけの理由を明確にできれば、

あなたの働きたい熱意も伝わります。

オンリーワンの理由を見つけましょう。

しかし、その理由を見つけるのは簡単ではありません。

あなたの強みや興味、関心、将来のビジョンなどと、

志望する職種との接点はあるかどうかを意識しながら、

考えてみましょう。

志望する職種

自分との接点

（強みや興味、関心、

将来のビジョンから）

あなたと志望先との接点

上記を他の人に話すことを

意識してまとめてみる

就職活動を行うに当たって、

自分の目標を再認識しましょう。

何のために働くのか？具体的なイメージの確立

自立して生活するため

　●いつまでに？　どのように？

自己能力を発揮するため

　●何を？　どのように？

自分を向上させるため

　●どんなことを？　どのように？

社会貢献のため

　●何のために？　どこで？

自分の人生を表現

　●そのために必要なこととは？

人はなぜ働くのでしょうか？

それは自分が生きるため、そして自分を活かすため。

まさに、生活なのです。

自立した人間として“生き活き”する。そのために人は自

分を活かせる場所を探し求めているのです。

皆さんは強い専門性というスキルを得ました。このスキル

を更に活かすためには、きちんとその専門性の活かし方を

自分自身で考え、社会に伝えなければなりません。

学ぶ内容は同じであっても、社会に出てその学びを広げ、

深め、専門性をより高めていく過程は人それぞれ違ってく

るのです。

その経験の積み重ねが本当の強み=自信となります。

皆さんには無限の自信の種があるのです。さあ、豊かな場

所でたくさんの恵みを受けながら、人生のすてきな花を咲

かせてください。

文責・監修／小島 貴子

kouchicareer2四.indd   10-11 10.12.6   4:05:45 PM
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Be
My 
Challenge

学びを

社会へ

つなげよう！

すでに取り組んでいる「キャリアデザイン・ノート」、「キャリアビジョン・ノート」

を経て、今回の「キャリアチャレンジ・ノート」が社会で活躍できる自分にな

るための最終章となります。

ピンクの「キャリアデザイン・ノート」は、高校を卒業したあなたが自主的に考え、

行動できる専門教育を学ぶ高知学園短期大学生になるためのノートです。高

知学園短期大学において密度の濃い学びと実習を経て、高度な専門教育を身

につけるための姿勢と意欲を促進し、“自分を知る”ことと“自分の責任で学ぶ”

ことを意識できるようにします。このピンクのノートは、あなたの今までとこれ

からを文字で書き出すことで具体的にしてきました。

ブルーの「キャリアビジョン・ノート」では、学んだことを“伝える”ことが

できるようになるためのノートです。学んだこと全てが、あなたの土台であり、

可能性の糧です。目先の「できる」「できた」だけでなく「わからないこと」に

挑み続けた高知学園短期大学での学びの姿勢をあなたの将来へも「伝えられ

る」ようにします。この問いかけに答えられるのは、あなた以外にいないのです。

そして今、改めてこのピンクとブルーのノートと向かい合い、過去の自分を再

認識した後に、最終章としてグリーンの「キャリアチャレンジ・ノート」に挑

戦してください。

このチャレンジ・ノートの使い方

高知学園短期大学での学びはあなたの大切な礎（いしずえ）

です。この素晴らしい礎は色々な形に発展し、可能性を広

げるものです。

あなたが生涯にわたっての学習者であり挑戦者となるため

に、学習以外に1つの基礎を持ちましょう。それが「社会

人基礎力」です。

このキャリアチャレンジ・ノートでは、高知学園短期大学

が独自に提唱する「4つの基礎力を『キャリア形成基礎力』

とし、その活用方法を示しました。

一般的に基礎力は、様々な場面、体験で無意識に使って

いるのですが、これでは単に基礎力のままです。このノー

トを読み、自分がどのような力を発揮しているのか。どのよ

うな力を身につけたいのか？　身につけたのか？　を理解

してください。

また、このノートの社会人基礎力は、これからのあなたの

社会人生活の色々なところで役に立つものです。ここに書

かれているもの以外にも必要なことがあります。それを探す

ことも大切な基礎力です。言われたこと、書かれていること

だけを鵜呑みにするのではなく、まだ見えないもの、知らさ

れていないことも自分自身で探求することが大切です。

まずは、このチャレンジ・ノートであなたの基礎力を再認

識してください。

経 済 産 業 省 が 提 唱 す る 「 社 会 人 基 礎 力 」 と は ？

高 知 学 園 短 期 大 学 が 目 指 す 「 社 会 人 基 礎 力 」 育 成 と

　 キ ャ リ ア 目 標

高 知 学 園 短 期 大 学 の 『 キ ャ リ ア 形 成 基 礎 力 』 と は ？

e m o t i o n ─ 感 じ 、 広 げ る 力

a c t i o n ─ 前 に 踏 み 出 す 力

t h i n k i n g ─ 考 え 抜 く 力

t e a m w o r k ─ チ ー ム で 働 く 力

『 キ ャ リ ア 形 成 基 礎 力 』 は 複 数 の 力 が 重 な っ て 活 か さ れ る

伝 達 力 ・ 柔 軟 性 ・ 状 況 把 握 力

ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 力 ・ 発 信 力

主 体 性 ・ 働 き か け 力 ・ 計 画 力

課 題 発 見 力 ・ 計 画 力 ・ 感 じ る 力 （ 感 受 性 ）・

　 広 げ る 力 （ 受 容 力 ）

主 体 性 ・ 実 行 力 ・ 課 題 発 見 力

創 造 性 ・ 計 画 性

実 行 力 ・ 主 体 性 ・ 課 題 発 見 力
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社会人基礎力
コミュニケーション力、実行力、

積極性　など

経済産業省が提唱する

社会人基礎力とは？

組織や地域社会の中で、多様な人々と共に仕事をしていく上で必要な基礎的能力

「社会人基礎力」は「基礎学力」「専門知識」「人間性、基本的な生活習慣」と

相互的に作用しあいながら、様々な体験などを通じて

循環（スパイラル）的に成長していくものです。

高知学園短期大学のキャリア目標

人間性、

基本的な生活習慣
思いやり、公共心、

倫理観、基本的なマナー、

自立心　など

基礎学力
読み書き、算数、

基本 IT スキル　など

専門知識
仕事に必要な

知識や資格　など

夢や目的を持つ

自己表現力を持つ

職業観を持つ 自ら考え、学ぶ

高知学園短期大学が目指す

「社会人基礎力」育成とキャリア目標

● 職場や若者を取り巻く環境変化により、「基礎学力」「専門知識」に加え、それ

らをうまく活用していくための「社会人基礎力」を意識的に育成していくこと

が今まで以上に重要となってきています。

● 「社会人基礎力」とは、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」

の3つの能力（12の能力要素）から構成されており、「職場や地域社会で多

様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」として、経済産業省が

2006年から提唱しています。

● 高知学園短期大学は、この3つの能力にもう1つ「感じ、広げる力」を加え高

知学園短期大学『キャリア形成基礎力』として学生が心豊かに学び、専門教育

を発揮、活躍できる社会貢献者を育成します。

● 更に、専門教育とキャリア形成力が結びつき、個人のキャリア形成を理解する

キャリア目標も明確にします。

この目標とキャリア形成力で自信を持って社会に旅立ってください。

人間性、人間性、人間性、人間性、

基本的な生活習慣基本的な生活習慣
思いやり、公共心、思いやり、公共心、

倫理観、基本的なマナー、倫理観、基本的なマナー、

自立心　など自立心　など

基礎学力基礎学力
読み書き、算数、読み書き、算数、

基本 IT スキル　など基本 IT スキル　など

専門知識専門知識
仕事に必要な仕事に必要な

知識や資格　など知識や資格　など

読み書き、  算数、

基本ITスキル　など

基礎学力
仕事に必要な
知識や資格　など

専門知識

思いやり、公共心、
倫理観、基本的なマナー

自立心　など

人間性
基本的な生活習慣
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● これから、社会で活躍するためには、社会で求められる能力」についても知っておく必要

があります。

● 基礎学力や専門知識に加え、コミュニケーション能力や実行力、積極性など　が必要とさ

れています。

● コミュニケーション能力等は、多様な人々との「チームワーク」により新しい価値を創出

する際に必要な能力であり、職場等で重視されます。

● ビジネス・教育環境の変化を踏まえると、従来、なかば「常識」とされてきた「職場等で

求められる能力」を明確にし、育成・評価することが必要と言われ、提唱されたのが「社

会人基礎力」です。

● 高知学園短期大学では、この「社会人基礎力」に「感じ、広げる力＝感性」を加えて、心

豊かに広がりある高度専門職業人として誇りあるキャリアを形成して欲しいと願っていま

す。

● このキャリアチャレンジ・ノートでは、学びの集大成としてキャリア形成に必要な基礎能

力を理解し、それを自らの行動で知ることができるようにします。

感じ、広げる力

感じる力（感受性）　～感性のアンテナを働かせる力～

例） 未知の人・モノ・情報に対して、積極的に「おもしろそう」「やってみたい」

という好奇心旺盛な感性のアンテナを持つ。

受け止める力（受容力）　～想像力を働かせ、受け入れる力～

例）自分にとって異質なものでも想像力を働かせて理解を示し、好き嫌いの感覚を

超えて自分の中に受け入れる力。

広げる力（発信力）　～自らの考えや発想を伝え、広げていく力～

例）感性のアンテナで受け止めた様々な情報を自分の言葉で表現し、周囲に発信、

伝え合う力。

『キャリア形成基礎力』を構成する４つの基礎力

高知学園短期大学の

キャリア形成基礎力とは？

1. emotion ─感じ、広げる力

 人、モノ、情報を積極的に受け入れる柔軟な感性を持ち、周囲に広げていく力

2. action ─前に踏み出す力

 一歩前に踏み出し、失敗しても諦めないで、粘り強く取り組む力

3. thinking ─考え抜く力

 あらゆることに疑問を持ち、解答を得るために手際よく考え抜く力

4. teamwork ─チームで働く力

 多様な人々とともに、お互いを尊重しながら目標達成に向けて協力し合う力
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● これから、社会で活躍するためには、社会で求められる能力」についても知っておく必要

があります。

● 基礎学力や専門知識に加え、コミュニケーション能力や実行力、積極性など　が必要とさ

れています。

● コミュニケーション能力等は、多様な人々との「チームワーク」により新しい価値を創出

する際に必要な能力であり、職場等で重視されます。

● ビジネス・教育環境の変化を踏まえると、従来、なかば「常識」とされてきた「職場等で

求められる能力」を明確にし、育成・評価することが必要と言われ、提唱されたのが「社

会人基礎力」です。

● 高知学園短期大学では、この「社会人基礎力」に「感じ、広げる力＝感性」を加えて、心

豊かに広がりある高度専門職業人として誇りあるキャリアを形成して欲しいと願っていま

す。

● このキャリアチャレンジ・ノートでは、学びの集大成としてキャリア形成に必要な基礎能

力を理解し、それを自らの行動で知ることができるようにします。

emotion
感じ、広げる力

感じる力（感受性）　～感性のアンテナを働かせる力～

例） 未知の人・モノ・情報に対して、積極的に「おもしろそう」「やってみたい」

という好奇心旺盛な感性のアンテナを持つ。

受け止める力（受容力）　～想像力を働かせ、受け入れる力～

例）自分にとって異質なものでも想像力を働かせて理解を示し、好き嫌いの感覚を

超えて自分の中に受け入れる力。

広げる力（発信力）　～自らの考えや発想を伝え、広げていく力～

例）感性のアンテナで受け止めた様々な情報を自分の言葉で表現し、周囲に発信、

伝え合う力。

『キャリア形成基礎力』を構成する４つの基礎力

高知学園短期大学の

キャリア形成基礎力とは？

─感じ、広げる力

 人、モノ、情報を積極的に受け入れる柔軟な感性を持ち、周囲に広げていく力

─前に踏み出す力

 一歩前に踏み出し、失敗しても諦めないで、粘り強く取り組む力

─考え抜く力

 あらゆることに疑問を持ち、解答を得るために手際よく考え抜く力

─チームで働く力

 多様な人々とともに、お互いを尊重しながら目標達成に向けて協力し合う力
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考え抜く力

action
前に踏み出す力

課題発見力　～現状を分析し目的や課題を明らかにする力～

例）仕事の内容を理解し、目標に向うための課題を見つけ、自ら「ここに問題があ

り、解決が必要だ」と提案する。

主体性　～物事に進んで取り組む力～

例）上司や先輩からの指示を待つのではなく、自らやるべきことを積極的に見つけ

て正確な判断で取り組む。

計画力　～課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する～

例）課題の解決に向けた複数のプロセスを明確にし、「その中で最善のものは何か」

を比較検討することで、それに向けた準備をする。

働きかけ力　～他人に働きかけ巻き込む力～

例）人が嫌がるような仕事でも周囲に「やろうじゃないか」と呼びかけ、目的に向

かって人々を高いモチベーションで動かしていく。

創造力　～新しい価値を生み出す力～

例）アイデアの考察は、既存の発想にとらわれず、広い視野と応用力で課題に対し

ての新しい解決方法を考える。

実行力　～目標を設定し確実に行動する力～

例）言われたことをやるだけでなく自ら目標を設定し、失敗を恐れず行動に移し、

粘り強く取り組む。失敗しても何度でも挑戦する気持ちを持つ。
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thinking
考え抜く力前に踏み出す力

課題発見力　～現状を分析し目的や課題を明らかにする力～

例）仕事の内容を理解し、目標に向うための課題を見つけ、自ら「ここに問題があ

り、解決が必要だ」と提案する。

主体性　～物事に進んで取り組む力～

例）上司や先輩からの指示を待つのではなく、自らやるべきことを積極的に見つけ

て正確な判断で取り組む。

計画力　～課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する～

例）課題の解決に向けた複数のプロセスを明確にし、「その中で最善のものは何か」

を比較検討することで、それに向けた準備をする。

働きかけ力　～他人に働きかけ巻き込む力～

例）人が嫌がるような仕事でも周囲に「やろうじゃないか」と呼びかけ、目的に向

かって人々を高いモチベーションで動かしていく。

創造力　～新しい価値を生み出す力～

例）アイデアの考察は、既存の発想にとらわれず、広い視野と応用力で課題に対し

ての新しい解決方法を考える。

実行力　～目標を設定し確実に行動する力～

例）言われたことをやるだけでなく自ら目標を設定し、失敗を恐れず行動に移し、

粘り強く取り組む。失敗しても何度でも挑戦する気持ちを持つ。
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teamwork
チームで働く力

発信力　～自分の意見をわかりやすく伝える力～

例）自分の考えは、相手の立場にも立って整理した上で、的確に伝える。

傾聴力　～相手の意見を丁寧に聞く力～

例）相手の話しやすい環境を考慮し、適切なタイミングで質問するなどして、相手

の意見を引き出す。

柔軟性　～意見の違いや立場の違いを理解する力～

例）自分の中のルールや、やり方に固執せず相手の意見や立場を尊重し理解する。

ストレスコントロール　～ストレスの発生源に対応する力～

例）ストレスを感じても、自分に成長の機会を与えてくれているとポジティブに捉

え、肩の力を抜いて対応する。

規律性　～社会のルールや人との約束を守る力～

例）状況に応じて、社会のルールやマナーに則って自らの発言や行動を適切に律す

る。

状況把握力　～自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力～

例）チームで仕事をするとき、自分がどのような役割をはたすべきかを客観的に理

解する。

キャリア形成基礎力は

複数の力が重なって活かされる

4つの基礎力「感じ、広げる力」「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」は、

それぞれが複数融合して1つの行動になります。

これからは、具体的にどのような事でその力が発揮できるかを解説します。

ぜひ、自分の経験や体験、意見も書き込んで「自分力の記録」を作ってください。

感じ、広げる力

チームで働く力

感じ、広げる力

前に踏み出す力

感じ、広げる力

考え抜く力
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●チームで働く力を考える

ホウレンソウを料理しよう！

ひと昔前は、仕事のしかたの基本的な姿勢として、

「ホウレンソウ」という表現がよく使われていまし

た。これは、新人研修などでも、必ず教えられて

いたものです。

ホウレンソウとは、「ホウ＝報告」「レン＝連絡」「ソ

ウ＝相談」と、それぞれ頭の文字をとったものです。

あなたは日常生活で、どんなホウレンソウをして

いますか？どんな仕事でも、報告を忘れず、こま

めに連絡をし、困ったことがあったら上司に相談

しなさいというのが、このホウレンソウの内容で

す。

現代に必要なホウレンソウの内容を簡単に紹介し

ます。ただし、今の時代、このホウレンソウだけ

では、仕事がスムーズに進まないことが多くなっ

てきています。ホウレンソウは、もちろん大事な

のですが、それにプラスして「5：7の法則」とい

うものが必要になってきているのです。

5：7の法則とは、5割できたところ、7割できた

ところで、そのつど、ホウレンソウをしなさいと

いうものです。社会が急速に変化しているため、

仕事が最後まで終わるのを待ってホウレンソウを

していたのでは、また、最初からやり直しになる

ということも、少なくないからです。この先、仕

事をする際には、ぜひ、経過途中でのホウレンソ

ウも心がけてください。

社会に出たら、あなたは新入。同期以外はみんな

先輩です。

そして、職場では、上司と呼ばれる人がいます。

上司はあなたに仕事を教えてくれる人ですが、同

時に、あなたの仕事を評価する人でもあります。

学校での活動や、サークル、ゼミなどで、先輩後

輩関係を経験したことは誰にでもあるはず。その

ときを思い出してください。どんな先輩が尊敬で

きる先輩でしたか？

先輩でも、先輩と呼べないような人はいませんで

したか？

それはどうしてでしょうか？

どんな上司の下で働くかによって、あなたの職場

での成長や、周囲との仕事のしやすさ、周囲から

の認められ方も変わってきます。特に、新人時代

にどんな上司についていたかは、その人の仕事の

やり方や職場に対する考え方に大きく影響を与え

るといっていいでしょう。

また、上司と上手な関係を築くためには、あなた

自身が「教えたくなる後輩」になることも重要です。

目上の人や上司は基本的に「目のつけどころがい

い質問」「ポイントをおさえた質問」をしてくると、

ついつい丁寧に教えたくなるものです。ぜひ、上

司が自分の引き出しを開けて教えたくなるような

質問の仕方をしましょう。

残念なのは、自分で上司を選べないことです。ど

んなに尊敬できない上司でも、自分と合わない上

司でも、うまく付き合っていくしかありません。

そこが社会人のつらいところです。まずは、どん

な上司やリーダーが理想なのか、友人とロールプ

レーをしてみましょう。

2人でペアになって、どちらがどちらの役を担当

するか決めます。「相談するとき」「トラブルにあっ

たとき」など、状況を設定して、どういう対応を

すべきか演じてみます。役を交替してもやってみ

ましょう。

発信力・柔軟性・状況把握力 ストレスコントロール・発信力

報告
• 仕事にとりかかる前に、自分が常に報告す

べき要点をつかんでおく

• 上司の好きな報告の仕方を知っておく

• 報告のタイミングを計る

• 報告後の経緯も報告する

相談
• ときにはプライベートな相談もする（より

信頼を得やすくなる）

•相談とグチはしっかり分ける

•何でも相談できる人をつくっておく

•相手の相談も受ける

連絡
• 出先からの連絡方法を決めておく

•連絡をもらってからの返しは早くする

• 自分へつながる連絡方法は複数用意してお

く

•連絡をするから次が生まれると心得る
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●チームで働く力を考える

ホウレンソウを料理しよう！

ひと昔前は、仕事のしかたの基本的な姿勢として、

「ホウレンソウ」という表現がよく使われていまし

た。これは、新人研修などでも、必ず教えられて

いたものです。

ホウレンソウとは、「ホウ＝報告」「レン＝連絡」「ソ

ウ＝相談」と、それぞれ頭の文字をとったものです。

あなたは日常生活で、どんなホウレンソウをして

いますか？どんな仕事でも、報告を忘れず、こま

めに連絡をし、困ったことがあったら上司に相談

しなさいというのが、このホウレンソウの内容で

す。

現代に必要なホウレンソウの内容を簡単に紹介し

ます。ただし、今の時代、このホウレンソウだけ

では、仕事がスムーズに進まないことが多くなっ

てきています。ホウレンソウは、もちろん大事な

のですが、それにプラスして「5：7の法則」とい

うものが必要になってきているのです。

5：7の法則とは、5割できたところ、7割できた

ところで、そのつど、ホウレンソウをしなさいと

いうものです。社会が急速に変化しているため、

仕事が最後まで終わるのを待ってホウレンソウを

していたのでは、また、最初からやり直しになる

ということも、少なくないからです。この先、仕

事をする際には、ぜひ、経過途中でのホウレンソ

ウも心がけてください。

社会に出たら、あなたは新入。同期以外はみんな

先輩です。

そして、職場では、上司と呼ばれる人がいます。

上司はあなたに仕事を教えてくれる人ですが、同

時に、あなたの仕事を評価する人でもあります。

学校での活動や、サークル、ゼミなどで、先輩後

輩関係を経験したことは誰にでもあるはず。その

ときを思い出してください。どんな先輩が尊敬で

きる先輩でしたか？

先輩でも、先輩と呼べないような人はいませんで

したか？

それはどうしてでしょうか？

どんな上司の下で働くかによって、あなたの職場

での成長や、周囲との仕事のしやすさ、周囲から

の認められ方も変わってきます。特に、新人時代

にどんな上司についていたかは、その人の仕事の

やり方や職場に対する考え方に大きく影響を与え

るといっていいでしょう。

また、上司と上手な関係を築くためには、あなた

自身が「教えたくなる後輩」になることも重要です。

目上の人や上司は基本的に「目のつけどころがい

い質問」「ポイントをおさえた質問」をしてくると、

ついつい丁寧に教えたくなるものです。ぜひ、上

司が自分の引き出しを開けて教えたくなるような

質問の仕方をしましょう。

残念なのは、自分で上司を選べないことです。ど

んなに尊敬できない上司でも、自分と合わない上

司でも、うまく付き合っていくしかありません。

そこが社会人のつらいところです。まずは、どん

な上司やリーダーが理想なのか、友人とロールプ

レーをしてみましょう。

2人でペアになって、どちらがどちらの役を担当

するか決めます。「相談するとき」「トラブルにあっ

たとき」など、状況を設定して、どういう対応を

すべきか演じてみます。役を交替してもやってみ

ましょう。

発信力・柔軟性・状況把握力 ストレスコントロール・発信力

報告
• 仕事にとりかかる前に、自分が常に報告す

べき要点をつかんでおく

• 上司の好きな報告の仕方を知っておく

• 報告のタイミングを計る

• 報告後の経緯も報告する

相談
• ときにはプライベートな相談もする（より

信頼を得やすくなる）

•相談とグチはしっかり分ける

•何でも相談できる人をつくっておく

•相手の相談も受ける

連絡
• 出先からの連絡方法を決めておく

•連絡をもらってからの返しは早くする

• 自分へつながる連絡方法は複数用意してお

く

•連絡をするから次が生まれると心得る

teamwork
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●前に踏み出す力と考え抜く力 ●考え抜く力と感じ、広げる力

ここでは、「働く」ということをより強く意識して

もらうために、あなたがどこでどのように働いて

いきたいのかを、いろいろな面からイメージしま

しょう。

この先、あなたが働く「場」は 1つではないはず

です。

同じ会社の中でも、異動をしたり、転勤で勤務地

がまったく変わってしまうこともあるでしょう。

会社の吸収・合併、または、あなた自身の転職な

どで、職場が変わってしまうことも、大いにあり

えることです。

また、あなた自身のライフスタイルの変化によっ

て、働き方が変わることもあるでしょう。特に、

親の介護問題で実家に戻ったり、女性なら、妊娠・

出産・育児などで、働く場が変わっていくことは

よくあることです。

自分はどう働いていきたいのか？

自分が目指す方向はどこにあるのか？

ということを、常に忘れずに働いていきましょう。

いざ働きだしたときに、「理想と違った！」「こん

なはずではなかった！」と思うことを、リアリティ

ショックを受けるといいます。このリアリティ

ショックを受けないためにも、理想と現実のギャッ

プを今からできるだけ埋めておくことが必要です。

現実は、おそらくあなたが思っているようなイメー

ジではないと心得ていたほうがいいでしょう。で

も、自分の手でつかみとった仕事、その仕事で働

く人の姿は、活きいきと輝いて美しいものです。

あなたは、1日に、どれくらいのニュースを自分

の中に取り入れる時間を持っていますか？

インターネットの普及で、世界中の情報がリアル

タイムで手に入るようになった今、自分の身近な

ことにしか興味のない人が増えてきたように思い

ます。その世相が、ブログやツイッターの流行に

も現れています。

若者の活字離れとともに、新聞やテレビのニュー

スを見る人もどんどん減っています。インターネッ

トのニュースは、正しいかどうかもわからない情

報も多く、情報の取捨選択も偏っているものだと

思っておいたほうがいいでしょう。もっと広く、

政治経済から文化的なことまで世の中全体の動き

を知るためには、やはり、今のところ、新聞が一

番だといえます。

また、新聞は、情報の宝庫です。自分に関係のな

い職業のことを知ることで、ビジネスチャンスの

種を拾うことになる可能性もあるのです。年上の

人と話をするときには、「そういえば、今朝の朝刊

に○○のことが出ていましたね」といった話題で

盛り上がることも重要なことです。ぜひ、新聞を

読むようにしましょう。

主体性・働きかけ力・計画力 課題発見力・計画力・

感じる力（感受性）・広げる力（受容力）

action thinking
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●考え抜く力と前に踏み出す力

今月の知らない単語リスト

ここでは、実際の学生が 1年間新聞の切り抜きを

自分の力にする為にファイリングしたものを紹介

します。

新聞をファイルするだけでなく、その記事から知

らない事象・言葉・会社等様々なことを発見し、

毎月自分で「今月の知らない単語リスト」も作り

ました。

誰もやらないから、やらない。やっても結果が出

ない事をやらない。という主体性の無い行動では、

新しいことと出会う事ができません。このファイ

リングを参考に、自分自身の学びと社会をつなげ

て、新しい課題を発見していくことで“力”がつ

いていき“自信”となります。

フライトシステムコンサルティング（会社）

東京都渋谷区に本社を置く、映像・音楽などのデジタ

ルコンテンツの管理、システムサービスを中心とした

コンサルティング会社。iPhone 用のソフトウエアの

開発もしてる。設立：1988年・従業員：75名・資本

金：約800万円・社長：片山圭一郎さん

ロイヤルゲート（会社）

東京都港区六本木に本社を置く、IT、ソーシャルコマー

ス、スマートフォンソリューション事業を行っている。

設立：2007年・従業員：150名・本金：2,500万円・

社長：梅村圭司さん

有機ELパネル

エレクトロ・ルミネッセンスの略。映像のもとになる

画素に、自ら発光する有機材料を使う。パネルの後方

に光源を置いて、動画象を映し出す液晶テレビより薄

く、消費電力も抑制できる。

プライベートブランド

小売業や卸業が企画し、独自の商標で販売する商品

医療クラウド

電子カルテや、投薬履歴、CTスキャン画像など、医

療に関する様々な情報。メリットは、必要な情報をど

こでも共有できる。災害時でも医療情報を保護できる

こと。

GMS

ゼネラルマーチャンダイズストアの略。総合スーパー

の意味。スーパーマーケットではなく、家具や寝具など、

生活に必要なものすべてがそろったイオンのような大

型店。

EV車

電気自動車（Electric　Vehicle）の略。電気モーター

を動力源とする電気輸送機器。

白物家電

炊飯器・ドライヤー・シェーバーなどの生活家電。電

子レンジやエアコンなども含む

黒物家電

オーディオ機器のこと。（テレビやプレイヤー）

棚卸資産回転数

棚卸資産が効率的に回転できているかを表す指数。

主体性・実行力・課題発見力

課題発見力

継続力

事実の要約

医療機器断層撮影装置（CT）など画像診断機器で、

患者の負担軽減に焦点を当てた製品の開発・販売を

加速する。東芝子会社は診断時に受ける放射線量の

量を抑える技術を確立。日立制作所子会社などは画

像撮影時に患者に与える圧迫感などを減らす機器を

発売した。東芝子会社の東芝メディカルシステムは

検査時に放射線を発するCTで、従来機器の約 4分

の 1の放射線量で同程度の画質を得られる技術を開

発した。

理由

従来機器の放射線量でも問題はないが、患者の中に

は放射線に不安感を持つ人もいるとされているか

ら。医師が放射線量が一段と低くなったことを患者

に説明できるようになれば、受信を進めやすくなる。

さらに、複数回にわたって画像診断する場合でも、

患者が受ける放射線量の総量が従来機器より小さく

なれば不安も軽減できるから。

今後の予想・未来

高齢者やがん患者の増加などに伴い、画像診断機

器の重要性は一段と高まっている。各社の開発競

争は今後、病気の早期発見などにつながる画像精

度だけでなく、患者サイドに立った「使い勝手」

向上面でも激しくなりそうだ。

自分の意見

率直に、東日本大震災の影響による原発のせい

で、放射線量を抑える製品の開発を進め始めた

のかな？　と思いました。医療機器の国内市場は

成熟しているので、ニーズに合わせた放射線量を

抑えた製品の開発は、需要換起のポイントになる

と感じました。また、日本のCTの普及度は人工

100 万人あたり 976

台と米国の約 3倍、フ

ランスの 9倍もあるの

で、患者目線に合わせ

た製品の開発は、シェ

ア拡大に繋がるのでは

ないかと思いました。



17

●考え抜く力と前に踏み出す力

今月の知らない単語リスト

ここでは、実際の学生が 1年間新聞の切り抜きを

自分の力にする為にファイリングしたものを紹介

します。

新聞をファイルするだけでなく、その記事から知

らない事象・言葉・会社等様々なことを発見し、

毎月自分で「今月の知らない単語リスト」も作り

ました。

誰もやらないから、やらない。やっても結果が出

ない事をやらない。という主体性の無い行動では、

新しいことと出会う事ができません。このファイ

リングを参考に、自分自身の学びと社会をつなげ

て、新しい課題を発見していくことで“力”がつ

いていき“自信”となります。

フライトシステムコンサルティング（会社）

東京都渋谷区に本社を置く、映像・音楽などのデジタ

ルコンテンツの管理、システムサービスを中心とした

コンサルティング会社。iPhone 用のソフトウエアの

開発もしてる。設立：1988年・従業員：75名・資本

金：約800万円・社長：片山圭一郎さん

ロイヤルゲート（会社）

東京都港区六本木に本社を置く、IT、ソーシャルコマー

ス、スマートフォンソリューション事業を行っている。

設立：2007年・従業員：150名・本金：2,500万円・

社長：梅村圭司さん

有機ELパネル

エレクトロ・ルミネッセンスの略。映像のもとになる

画素に、自ら発光する有機材料を使う。パネルの後方

に光源を置いて、動画象を映し出す液晶テレビより薄

く、消費電力も抑制できる。

プライベートブランド

小売業や卸業が企画し、独自の商標で販売する商品

医療クラウド

電子カルテや、投薬履歴、CTスキャン画像など、医

療に関する様々な情報。メリットは、必要な情報をど

こでも共有できる。災害時でも医療情報を保護できる

こと。

GMS

ゼネラルマーチャンダイズストアの略。総合スーパー

の意味。スーパーマーケットではなく、家具や寝具など、

生活に必要なものすべてがそろったイオンのような大

型店。

EV車

電気自動車（Electric　Vehicle）の略。電気モーター

を動力源とする電気輸送機器。

白物家電

炊飯器・ドライヤー・シェーバーなどの生活家電。電

子レンジやエアコンなども含む

黒物家電

オーディオ機器のこと。（テレビやプレイヤー）

棚卸資産回転数

棚卸資産が効率的に回転できているかを表す指数。

主体性・実行力・課題発見力

actionthinking

課題発見力

継続力

事実の要約

医療機器断層撮影装置（CT）など画像診断機器で、

患者の負担軽減に焦点を当てた製品の開発・販売を

加速する。東芝子会社は診断時に受ける放射線量の

量を抑える技術を確立。日立制作所子会社などは画

像撮影時に患者に与える圧迫感などを減らす機器を

発売した。東芝子会社の東芝メディカルシステムは

検査時に放射線を発するCTで、従来機器の約 4分

の 1の放射線量で同程度の画質を得られる技術を開

発した。

理由

従来機器の放射線量でも問題はないが、患者の中に

は放射線に不安感を持つ人もいるとされているか

ら。医師が放射線量が一段と低くなったことを患者

に説明できるようになれば、受信を進めやすくなる。

さらに、複数回にわたって画像診断する場合でも、

患者が受ける放射線量の総量が従来機器より小さく

なれば不安も軽減できるから。

今後の予想・未来

高齢者やがん患者の増加などに伴い、画像診断機

器の重要性は一段と高まっている。各社の開発競

争は今後、病気の早期発見などにつながる画像精

度だけでなく、患者サイドに立った「使い勝手」

向上面でも激しくなりそうだ。

自分の意見

率直に、東日本大震災の影響による原発のせい

で、放射線量を抑える製品の開発を進め始めた

のかな？　と思いました。医療機器の国内市場は

成熟しているので、ニーズに合わせた放射線量を

抑えた製品の開発は、需要換起のポイントになる

と感じました。また、日本のCTの普及度は人工

100 万人あたり 976

台と米国の約 3倍、フ

ランスの 9倍もあるの

で、患者目線に合わせ

た製品の開発は、シェ

ア拡大に繋がるのでは

ないかと思いました。



18

●考え抜く力 ●前に踏み出す力と考え抜く力

就職活動をするにあたって、まずはどんな会社が

あるのかを調べることも、大事な作業の1つです。

キャリアセンターなどを利用するのが簡単ですが、

会社の情報を得る方法は、それ以外にもいろいろ

あります。

就職活動専用のwebサイトをチェックしたり、行

きたい会社のホームページをチェックするのも

手っ取り早い方法でしょう。ただし、ホームペー

ジなどは、注意も必要です（詳細は次ページを見

てください）。

本格的に就職活動が始まったら、会社が合同で開

催する会社説明会などでも、採用担当者と直接話

をすることができます。また、OB訪問をしたり、

興味のある会社に勤めている人を紹介してもらい、

話を聞くという方法もあります。

興味のある業種があったら、その業種のトップか

ら10位ぐらいまでの会社を調べて、売り上げの規

模や働いている人の数、社風などを比較してみま

しょう。そうすることで、その職場への理解が深

まるだけでなく、会社間の違いもより深く知るこ

とができます。

会社のホームページや入社案内のパンフレット、

会社説明会などで、マイナスポイントをわざわざ

掲載している会社は少ないものです。しかし、ど

んな会社も、課題や問題を抱えています。それを

見抜く努力をしましょう。見える事実だけを見て

いては、その会社の本質は見えてきません。そして、

会社は、そんな課題や問題を解決してくれる人を

求めているのです。

職場の中の見える事実と見えない事実

加工された情報

創造性・計画性 実行力・主体性・課題発見力

thinking

①職場の2W1Hを知る

・誰に売っているのか？

・何を売っているのか？

・どうやって売っているのか？

②職場の問題を探す

③職場の課題を探す

④同業施設（ライバル会社）との違いなどを

探す

①会社案内でもわかる

・人

・理念

・経営方針

・歴史

・組織力

職場 自分

見えない（見せていない）事実 見える（見せている）事実
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